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【プロローグ】







　──どうして、私がこんな目に遭っているのだろう。

　夢中で踠もがいても敵かなわない。腰を抱く腕や頬を押さえる大きな手からも、逃れることが出来ない。執しつ拗ように塞がれ続ける唇では思うように息も吸えず、段々と苦しくなってくる。

　それでもクローディアは、男の胸板を叩いて必死に抵抗した。

　──もう、いや……！　もう、離して……っ！

　逃げる機会を求めて叫び声を上げようと僅かに開いた唇の隙間から、ぬるりと何かが滑り込んで来る。強引に侵入した男のそれが今度は、クローディアに唇を閉じる間も与えず、口内を容赦なく蹂躙し始めた。

「んっ……んん……！」

　逃げ場の限られている狭い口内で、それでも必死に逃れようとする小さな舌をどこまでも追いかけ続けるような執拗な男の舌の動きに、背中がぞわりとする。徐々に増していく恐怖が涙となり、眦まなじりから溢あふれ、頬ほほへと伝い落ちていく。

　酸欠のせいだろうか。はたまた、絡め取られた舌を執拗に擦り上げられているせいだろうか。

　男の胸板を叩くクローディアの手から、段々と力が抜けていってしまう。

　しかし、その間も男の舌の動きは決して止まらない。

　何が何でもどうにか抵抗しなければと、クローディアはなけなしの力を振り絞って、口内を我が物顔で動き回っている男の舌をぎゅうっと噛んだ。

　その瞬間、与えられた痛みに驚いた男がパッと顔を離す。同時に口内に広がったのは、微かな鉄の味だ。

　初めて味わう他人の血の味を不快に思いながらもクローディアは、はあはあと肩を大きく揺らし、濡ぬれた唇もそのままに、目の前の恐ろしい男の顔をぼんやりと見つめた。

　決して整わない荒い呼吸とともに、美しい亜麻色の髪が胸元で揺れる。どうやらいつの間にか、纏まとめられていたはずの髪は解けてしまっていたようだ。けれど今のクローディアには、気づく余裕など欠片かけらもない。

　──逃げなければ。

　ただ、それだけを思った。でも、状況は最悪だった。

　逃げようと身を捩よじった途端、背中に冷たい何かが当たる。窓だ。唇を奪われている最中、クローディアの身体は男によって、窓際まで追い詰められていたのだ。

　──どうしよう。どうやって逃げればいいの……!?

　焦りつつも逃げ道を探すクローディアが答えを見つけるよりも早く、男の手が動いた。そうして再び腰を抱かれ、衝動的に男の顔目掛けて振り上げた手も掴まれる。

　身動き一つ取れない状況に追い込まれる中、クローディアは思った。

　どうしてこうも敵わないのだろう。なぜ、自分がこのような目に遭っているのだろうと。

　言い表すことの出来ない思いから、止まる術を知らない涙が幾いく粒つぶもこぼれ落ちる。

　だがクローディアの抵抗など全く意に介さない男は、再び唇を重ねようと顔を近づけてくる。

　心のどこかでは諦めそうになりながらも、それでもどうにか避けようと精一杯横に反らしたクローディアの頬に、その時、男の濡れたような漆黒の髪が触れた。

「愛しているんだ、ディア……」

　耳元で熱い吐息とともに吐き出される、愛おしげな男の声。

　その囁ささやきを聞いたクローディアは、しばし呆ぼう然ぜんとした後、理解した。

　──私を、身代わりにしないで……。

　胸を裂くような悲しみとともに、ほろりと一粒雫しずくが頬を伝い、床へと吸い込まれるようにこぼれ落ちていった。




【待ち望んだ日】







　部屋の窓を開け、爽やかな空気を胸いっぱいに吸い込む。クローディアの栗色の瞳に映る空は、今日という祝いの日に相応しいほど晴れている。

　美しい青空を幸せそうに眺めてから、クローディアは身支度を始めた。

「さぁ、今日は忙しくなるわね」

　昨夜枕元に用意しておいた侍女服に袖を通し、気合を入れるように紫紺色のリボンでふわりと柔らかな亜麻色の髪を纏め上げる。
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　秋晴れの今日この日は、フォレスフィールド王国の建国記念日だ。そのため夜には盛大な舞踏会も予定されており、クローディアを含む王妃付きの侍女達も朝から大忙しである。

　そして今日の大舞踏会では、国の未来に関かかわる重大な発表も予定されている。

　故にクローディアは気を引き締めるためにもう一度ぎゅっとリボンを結んでから、王宮内に与えられている自室を出て、仕事へと向かった。




　クローディアに与えられている部屋とは比べ物にならないほど立派な造りの扉の前で、いつも通り深呼吸をする。次いで扉の側に立っている護衛の女性騎士達に挨拶をしてから、クローディアはその重厚な扉をノックした。

「おはようございます、クローディアです」

　しかし返事はない。きっと主はいつも通り、奥の寝室にいるのだろう。

　そう考え、失礼致しますと声を掛けてから部屋に入り、後ろに引き連れていた他の侍女達をその場に残してからクローディアは一人、部屋の奥にある寝室に繋がる扉の前まで進んだ。

　それから国王夫妻の寝室に続く扉の前に立ち、再びノックをすれば、寝室内から女性らしい柔らかな声での入室の許可が返って来る。

　許可を得たクローディアは、そっと扉を開けた。

「おはようございます、王妃様」

「ええ、おはようクローディア」

　開けた扉の先で優美に微ほほ笑えむ女性が、この国の王妃であり、クローディアの主でもあるディアナだ。

「体調の方は、いかがでしょうか？」

「大丈夫よ、特に問題もないわ」

　彼女の言葉にほっと胸を撫なで下おろしたクローディアは、王妃の朝の支度に取り掛かるべく、居室で控えていた侍女達にてきぱきと指示を出しながら、自身も身支度を手伝い始めた。

　そうしてようやく支度を終えたところで、居室に移動した王妃は、他の侍女達が扉付近で待機している中、ゆったりとソファに座り、クローディアの淹いれた紅茶を優雅に飲んでいる。

「それにしても、悪阻つわりが落ち着いてくれて本当に良かったわ。あの状態では、さすがに人前には立てないもの」

　少しだけ困ったようには言いながらも、大変幸せそうに腹を撫でる王妃に、クローディアの顔も自然と綻ぶ。

「そうですね。ですが今後も、引き続きお身体にはどうかお気をつけ下さいませ」

「ええ、わかっているわ」

　しっかりと頷うなずいた王妃だけでなく、クローディアからも笑みがこぼれ落ちる。この日が訪れるのを、王妃もクローディアも長い間待ち望んでいたからだ。

「そういえば、クローディアは今日の大舞踏会には出席しないのかしら？」

「はい」

「……本当に？」

　顔色一つ変えず即答したクローディアに、王妃が何とも言えないような顔をする。次いで本当にそれで良いのかと続けたいだろう王妃に、クローディアは内心苦笑しながら頷いた。

「そうよね、貴女が良いのなら構わないのよね……でも……」

　納得したような言葉を返すが、心は裏腹なのだろう。事実、王妃の目には躊躇ためらいのようなものが映っている。

「……貴女に何かがあったことは、わたくしもわかっているわ。けれど、世の中にはもっと素敵な殿方もいらっしゃると思うの。そうね、例えば……」

　申し訳ないと思いつつも話を遮るように、クローディアはゆるりと首を横に振った。聞いたところで、クローディアの気持ちが変わることなど残念ながらないからだ。

「王妃様。……王妃様のそのお気持ちだけで、もう十分に私は幸せです。ありがとうございます」

　王妃の前に屈かがみ、安心させるように微笑みかける。すると王妃は少しだけ悲しそうな顔をしつつも、クローディアの思いを尊重するように頷いた。

「それにしても、クローディアのあの白馬の王子様は、一体どこのどなただったのかしら……」

　話題を変えるように王妃の口からこぼれた昔話に、突如としてクローディアの頬がカアッと赤くなる。

「お、王妃様……っ、そのお話はもう、宜よろしいではありませんか……」

「あら、だって憧れのその方がもし今、貴女の目の前に現れたらどうするの？」

「それは……」

「また恋をしたくなるかもしれないじゃない」

「そんなこと……」

「わからないでしょう？」

　反論することも出来ず、上手く言い包くるめられてしまうクローディアは、やはり幾つになっても王妃には敵わないようだ。

　ふわりと笑った王妃が、二の句のつげなくなったクローディアの頬へ徐に手を伸ばす。

「クローディア。わたくしはね、貴女にも幸せになってもらいたいの。わたくしが貴女のお陰で、とても幸せなようにね。だって貴女は、わたくしの可愛い可愛い妹なんですもの」

　心ごと包み込むような温かさを持つ王妃は、かつてクローディアから失われた笑顔を取り戻してくれた恩人だ。

　その恩人から与えられる温ぬくもりが、懐かしい日々を頭に甦らせる。そして胸がじんわりと温かくなったクローディアは、立場も年齢も忘れて昔のように彼女に抱きつきたくなってしまった。

　──私にとっても、ディアナお姉様はかけがえのない大切な姉だわ。

　クローディアを妹と、ディアナを姉と互いに慕い合う二人は、厳密には従姉妹同士だ。ディアナの父とクローディアの母が兄妹である。

　しかし互いの家の領地が隣接していたことや、年が三つしか離れていなかったこと。また、ともに男兄弟しかいなかったこともあり、二人はまるで姉妹のように仲なか睦むつまじく育った。

　もちろん二人の兄もクローディアを大層可愛がってくれてはいたが、それでも小さな悩みや秘密を話せる相手は、やはり同性であるディアナだけだった。

　やがて年を重ね、ディアナが王家に嫁いでからは会う機会も限られてしまっていたが、諸事情によりクローディアが王妃付きの侍女となったために、再びともに過ごす時間も増え、クローディアは今、彼女の側にいられる毎日に穏やかな幸せを感じている。




　侍女頭のローザと交代したクローディアは今日の準備のために一旦席を外し、それから衣裳部屋へと向かった。普段なら、日中は王妃の話し相手を務めながらゆったりとした時間を過ごすのだが、今日はお互いその余裕はない。

　なぜなら建国記念大舞踏会の開催と同時に、王妃の懐かい妊にんが発表されるからだ。今日まで王妃付きの侍女達にも箝かん口こう令れいが敷かれていたその事実がついに公になるのだから、クローディアの気合の入れようもひとしおである。

　衣裳部屋にて王妃の着るドレスや装飾品から大舞踏会での王妃の退席時間まで、最終確認をし終えたところでクローディアは、昼食を取るために食堂へと向かった。

「クローディア！　隣、空いているわよ！」

　普段より慌ただしい食堂内で、昼食の載ったトレーを持ちながら空席を探すクローディアの名を、誰かが呼ぶ。

「ああ、ヘレナさん」

　先輩侍女であるヘレナだ。ヘレナが、クローディアに向かって手を振っている。

「お疲れ様です」

「お疲れ様、今日は本当に忙しいわね」

　ヘレナの隣の席に腰を下ろし、手を拭いたクローディアは早速パンを一つ手に取った。

　香ばしい香りのする焼き立てパンはまだほかほかとしており、小さくちぎって口に運ぶとその美お味いしさから元気が湧いてくる。

「今夜は、大舞踏会なのよねぇ……」

「ヘレナさんも興味がありますか？」

「ないとは言わないけれど……でも、もう踊る相手もいないしね」

　少しだけ寂しそうに笑うヘレナの横顔に、クローディアの胸がきゅっと痛む。

「……ごめんなさい」

「やだ、気にしないで！　あれからもう、何年も経たっているんだから」

　謝罪の言葉を口にしたクローディアの背中を、明るく話すヘレナがバシリと叩く。それに驚いたクローディアは危うく噎むせそうになり、急いで水を飲んだ。

　元男爵夫人のヘレナは、夫と死別したのを機に侍女として働き出した口だ。親子ほど年の離れた夫婦だったが仲は良好であったようで、こうして時折思い出しては寂しそうに笑っている。

「それよりもクローディアは？」

「私ですか？　もちろん、出席しませんよ」

　侍女として働くクローディアには、大舞踏会に出席する気などない。だが、ヘレナにはそれが信じられないようだ。目を丸くしたヘレナが、些いささか大きな声で尋ねる。

「どうして!?」

「どうしてって別に……」

　行く必要がないからという言葉はしかし、ヘレナの勢いに気け圧おされ、言うことが出来なかった。

「ありえないわ……」

「そうですか？　父も兄も出席するので、私一人いなくても問題はないと思いますよ」

「そういうことじゃないのよ！」

　はぁとわざとらしく大きなため息を吐いたヘレナが、嘆かわしそうな視線をクローディアに向ける。

「貴女はあのアルトリア伯爵家のお嬢様なのよ？　もしも私が貴女だったら、きっと夜会ざんまいだわ。だって、楽しめる立場なんだもの」

「楽しめる立場って……」

　羨ましいとばかりに両手を組むヘレナに、クローディアが苦笑する。どうやら彼女は、未婚時代に夜会で大分苦労していたようだ。

　そしてヘレナの言う通り、クローディアの生まれたアルトリア伯爵家は古くから続く由緒正しい家柄であり、財力も権力も十分以上に兼ね備えている。それ故に、社交の場で目立つような嫌がらせを受けた覚えはない。だからといって楽しかった思い出もないのは、夜会に出席する度、アルトリア伯爵家に取り入りたい人間に囲まれてばかりいたからだろう。

「ま、それは冗談なんだけどね」

　今までのことは気にしないでと告げるようにヘレナが悪戯いたずらっぽく笑う。それから彼女は、先程とは打って変わったように気づかわしげな表情で、クローディアへ静かに問いかけた。

「クローディア、でも貴女はまだ若いのに本当にいいの？　貴女なら結婚相手くらい、すぐに探せるわよ？」

　賑にぎやかな食堂内にいる誰にも聞こえないような小声で、さらに年の離れた妹を心配するかのような声音に、クローディアの胸がチクリと痛む。

「二十一歳の女性は、貴族社会ではそろそろ行き遅れに入るかと思いますけれど……」

「大丈夫よ。貴女は実年齢よりも幼く見えるから、何も問題ないわ」

　自信満々なヘレナに、そういう問題なのだろうかと首を傾かしげる。

　だが、それ以前に。

「……ヘレナさん、それって褒ほめめてます？」

　子猫のように丸く大きな目で、クローディアはヘレナをジトリと睨みつけた。

　もちろん、怒っている振りをしているだけだ。

　だが、ヘレナは全く意に介さない。いや、それどころかむしろ驚いてすらいるらしい。

「何を言っているのよ。褒めているに決まっているじゃない。私からしたら、貴女はとっても可愛い年の離れた妹みたいなものなんだから」

　次いで笑い出したヘレナが、クローディアの頭をぐりぐりと撫で回す。

　なるほど、どうやら可愛いと形容される童顔を気にしているのは自分だけだったようだ。

　予期せず褒められてしまい、照れたクローディアの頬がじんわりと熱くなる。

「……ありがとうございます、ヘレナさん。さぁ、今日は早くお仕事に戻らないと」

「そうだったわ、今日はまだまだやることがたくさんあるのよね」

　気を取り直したように、クローディアの頭から手を離したヘレナがスプーンを握る。

　クローディアもまた、ちぎりかけのパンを手に持った。

　それから二人は器に残るスープやパンを次々に口へと運び、素早く食事を終えたところで、仕事へ戻るために急いで席を立ったのだった。




【侍女達の井戸端会議】







　窓の向こうの夜空に、美しい輝きを放つ丸い月が浮かんでいる。

　満月の今こ宵よい、大舞踏会が行われているホール近くの一室でクローディアは、ヘレナや彼女と同じ先輩侍女であるエリザやマリエッタとともに待機していた。

「予定通りなら、もうそろそろ始まるわね」

　ヘレナの言葉に、クローディアが落ち着かない様子で頷き返す。

　今日の大舞踏会で行われる王妃の懐妊の発表。それは、この国の全すべての民が待ち望んでいたものだ。

　これ以上ないほどの慶事に対する大きな期待と小さな不安が入り混じり、一人そわそわしているクローディアをよそに、ヘレナの一声から侍女達の井戸端会議は始まった。

「ふふふ……これでやっと、鬱うっ陶とうしい蛾が達が散るのね！」

　辛かろううじて声量だけは抑さえているヘレナだが、興奮は全く隠しきれていない。だが、他の二人も同じ思いのようで、勢いよく首を縦に振っている。

「そうですわね、もう側室など不要ですもの」

「本当にしつこい方々でしたよねぇ」

「ついに王妃様の勝利だわ！」

　エリザ、マリエッタと続き、最後にヘレナの口から飛び出したのは、ある種の勝利宣言のようなものだった。

　というのも、男女ともに王位の継承が可能なこの国では、王妃の産んだ子こそが継承権第一位となるからだ。

　──そうよね……本当に良かったわ。本当におめでとう、ディアナお姉様。

　心の中で、クローディアもじんわりとその喜びに浸る。

　結婚してから数年、中々子宝に恵まれなかった国王夫妻には本当に苦労が絶えなかった。

　昔からこの国は一夫一妻という形が望ましいと考えられている。それ故に側室という制度自体根付いていないにもかかわらず、王家と縁続きになりたい野心家の貴族達は然も国の未来を憂うかのように装い、事あるごとに側室の話を持ち出していたのだ。

「元々国王陛下は、何があっても王妃様お一人だけだと明言していらっしゃいましたのにね」

「ですよねぇ。王家の血が大切なのはまあわからなくもないですけれど、王弟であるウィルフレッド殿下もいらっしゃるんですから、何もそこまで陛下に固執しなくてもいいのに」

「ご兄弟仲も宜しいですしね」

　現在、王位継承権第一位の座には、国王陛下と年の近い弟のウィルフレッドがいる。

「そうよ。それに、オルブライト公爵様だっているじゃない」

「確か次期宰相との呼び声も高い、優秀なお方ですよねぇ」

　そして先代の国王陛下の妹を母に持つオルブライト公爵が、現在は第二位の座にいる。

「何より、あれほど相思相愛でいらっしゃるお二人の仲を引き裂こうだなんて……わたくし、本当に許せませんわ」

「そうよ、そうなのよ！　もう隙あらば陛下のお側に寄ろうと、けばけばしい粉を撒まき散らしてばかりいて。ああいうのはね、蝶じゃなくてただの蛾って言うのよ！」

　井戸端会議に段々と熱が入ってきているヘレナ達をいつ止めるべきかと考えながら、しかしクローディアもまた彼女達と同じ思いを抱いていた。

　陛下が何度拒否しても消えることのない側室話に、一番心を痛めていたのは他ならぬ王妃である。それを侍女になってからの三年弱、クローディアはずっと誰よりも側で見てきたからだ。

　誰もが認めるほどの美丈夫である陛下を強したたかに誘おうとする者は数多くおり、それは親の命なのか、はたまた自分の意思なのか。

　王妃への醜い嫉妬に駆られた年若い令嬢達の底意地の悪さといったら、流石のクローディアも我慢ならず、父を通して陛下へと伝えてもらったほどである。

「まぁ、それも今日でついに終わりますわね」

「……ということは」

「次の戦いが始まるのね！」

　──次の戦い。……つぎ？　次って何かしら……？

　きゃあきゃあと盛り上がる三人の側で、話についていけずきょとんと目を丸くしているクローディアに気がついたヘレナが、残念そうな目で彼女を見る。

「……クローディア、もしかして貴女わかっていないの？」

　この手の噂話にあまり興味のないクローディアにとっては、非常に難しい問題だ。けれど、それでもとりあえず何とか答えを捻り出してみようと、クローディアは必死に頭を働かせた。

「ええと、そうですね……では、もしや国王陛下の弟君でいらっしゃる、ウィルフレッド殿下の花嫁の座をかけた戦いでしょうか？」

「王弟でいらっしゃいますもの、一番は彼の方ですわね。でも、その方のみですの？」

　どうやら、それだけでは不十分だったらしい。そしてこれ以上はわからないと早々に諦めたクローディアへ、三人から次々と答えが飛んできた。

「先程のお話にも上がっていた、オルブライト公爵様もまだ独身でいらっしゃいますわよ」

「社交界で大人気のノードラン侯爵様もですよねぇ」

「あともう一人は、クローディアもよく知っているお方よ」

　現在、社交界から遠ざかっているクローディアでもよく知る、独身の貴族。なおかつ、先の人物達と辛うじて肩を並べられるような人間といえば、一人しか思い当たらない。

「……もしかして、長兄のフェリクスお兄様ですか？」

「そうよ！」

　よくわかったとでも言うように、ヘレナが大きく頷いた。

　まあ確かに、もうじき伯爵位を継ぐ予定のフェリクスはまだ独身である。

　しかしなぜ今なのだろうという疑問も、井戸端会議が当然のように解消してくれた。

「元々、陛下のお側にすり寄ろうとしていた方々ですもの。次は、今挙げた殿方達のような大物を狙いに行くはずですわ」

「次に誰を狙うかで、きっと明暗が大きく分かれるんでしょうねぇ」

　国王陛下の側室を狙っていた者は確かに、皆美しかった。

　同時に、あれだけ嫋たおやかな王妃にすらも勝てるだろうなどとお門違いな思いを抱けるほどに、自分に対して自信を持っていた。

　しかし、長兄はエリザの言う大物の部類に入るのだろうか。少しだけ違うのではとクローディアが内心疑っていれば、その思いにいち早く気がついたヘレナが苦笑した。

「もう、クローディアったら信じていないでしょ」

「ええと、まぁ……」

　笑って誤ご魔ま化かそうとするクローディアの頬を、ヘレナが指でつつく。

「確かにフェリクス様は他の三人よりは身分が低いけれど、名門アルトリア伯爵家を継ぐお方なのよ。他の伯爵家とは訳が違うわ」

　うんうんと同調するように、他の二人も頷く。

「それに、お父上は宰相様だもの」

「でも、父は適任者が現れるまでの期限付きですよ？」

　先の宰相であった先代のオルブライト公爵が急な病に倒れた際、伯爵である父がそういう条件で引き受けたことは公然の事実である。

「それでも、他の貴族からすれば十分なほどに価値があるのよ。だから自分の娘を嫁がせたいと狙っている者も随分と多いらしいわ」

　──価値。

　その言葉に、クローディアの胸の奥がズキリと痛む。

「まぁでもフェリクス様が人気の最大の理由は、あの容姿と人柄よ」

　ヘレナが笑みを浮かべながらぱちりと片目を瞑つむる。その愉快な仕草に、クローディアの胸の痛みは少しだけ治まった。

「そうですわね。クローディアに対する、あの甘く蕩とろけそうな笑み。そして、妹を溺愛するフェリクス様の愛情深さ。……もう素敵すぎますわ」

　エリザが、両手を組んでうっとりと目を細めている。

　確かにフェリクスは妹であるクローディアを溺愛しているが、そのような甘い笑みなど浮かべていただろうか。心当たりのないクローディアがううんと首を傾げていると「慣れって恐ろしいわね……」とヘレナがぼそりと呟いた。

「そうそう、お人柄といえばノードラン侯爵様も素敵な方ですよねぇ」

「ええ、誰にでも分け隔てなく丁寧な上に、あの爽やかなお姿と柔らかなお声。まるで恋愛小説に登場する王子様みたいな方ですわよね」

　ヘレナもエリザもマリエッタも、皆が瞳を輝かせている。

　けれど、唇を噛み締めているクローディアには、彼女達と同じように瞳を輝かせることなど到底出来ない。だからといって違和感を覚えられては困るというのに、胸の痛みを誤魔化しながら井戸端会議に入り込むこともまたクローディアには出来なかった。

「そのうえ、最近始めた新しい事業も上手くいっているって噂よ」

「まぁ……天は、二物も三物も与えてしまうようですわね」

「そうよね、本当に理想的な王子様だわ。……あら、クローディアったらどうしたの？」

　本当に凄い人だと納得するように頷いていたヘレナが、クローディアに向かってふと首を傾げた。

「何だか急に、顔色が悪くなったような気がするのだけれど……もしかして、どこか身体の具合でも悪いの？」

「……いいえ、特には」

「本当？　無理は身体に悪いわよ」

　心配そうに眉を寄せたヘレナが、クローディアの顔を覗のぞき込む。

　純粋に自分を心配するその目に、また胸の痛みを覚えながらもクローディアは、誤魔化すように苦笑を漏らした。

「私はただ、その……皆さんがなぜ、そこまで詳しいのかなと思いまして」

「あら、もうクローディアったら何を言っているの？　それはもちろん、こういうお話が大好きだからよ、ねぇ？」

　ヘレナの問いかけに、二人がまたしても勢いよく首を縦に振る。

「女ですもの。例えいくつになっても、やはり素敵な殿方には憧れてしまうものですわ」

　恋する乙女のようなきらきらとした瞳でそう話すエリザは既婚者であり、また、夫婦仲も良好だと聞いているが、どうやら憧れというのは現実とは別物らしい。

「私も好きですねぇ。素敵な殿方のお話は、聞いているだけで目ならぬ胸の保養になりますし。そうですねぇ……多分、恋のお噂と同じくらいに好きだと思いますよ」

　うんうんと頷きながら話すマリエッタの言葉に、今度はエリザがぽんと手を打った。

「恋のお噂と言えば！　今夜ついに、オルブライト公爵様の恋が終わりを迎えてしまいますのね……」

　エリザが悲しそうに呟つぶやいた瞬間、クローディアの眉がピクリと動いた。

　オルブライト公爵といえば、貴族の筆頭であるオルブライト公爵家の若き現当主であり、色気溢れる艶やかな容姿を持っているにもかかわらず、今までに一度も浮うき名なを流したことのない謎の貴公子だ。加えて彼かの公爵は、王妃の母方の従兄でもある。

「公爵様にとって王妃様は、幼い頃から大切にしてきた可愛い従妹だものね」

「とは言っても、まぁただの噂話には過ぎませんけどねぇ。でもでも、やっぱり火の無い所に煙は立たないような気もするんですよねぇ」

　首を縦に振りつつ一人納得しているマリエッタの隣で、クローディアの胸がドクリと嫌な音を立てる。

「確か陛下と同い年だったはずだから、今は二十八歳かしら？　そろそろ、本格的に結婚を考える頃よね」

「ええ、そうですわね。けれど……もしもお噂が本当でしたら、王妃様以外は愛さないと行動で示していらっしゃるようで、これぞまさに純愛ですわね」

「でも、陛下がお相手じゃなかったら今頃はきっと……」

　続きは口にせず、代わりに三人揃ってため息を吐き、「悲恋ね……」と呟いている。

　実際、そう考えられてもおかしくないほどに、公爵には女性の影がない。

　しかし、噂はあくまで噂だからこそ、このように軽々しく話せるのだ。

　──……もしも、それが本当のことだと周りに知られてしまったら。

　懐妊するまでに決して短くはない月日が流れている王妃の腹の子について、邪推する輩やからが現れるかもしれない。むしろ、エリザ達のように好意的に受け取ってくれる者の方が少ないだろう。野心家な貴族達はきっと、いつだって王妃の失脚を狙っているに違いない。

　けれどそれでは、折角迎えられた平穏な日々が崩れ去ってしまう。

　そのような事態になってしまったら、クローディアが姉のように慕う王妃から温かな笑顔が消えてしまうかもしれない。

　ただ、噂から察するに幸い公爵の王妃に対する思いを知っているのは、今のところクローディアだけのようだ。

　だとしたら公爵には、大切な王妃のためにこれからもその事実を隠し通し続けてもらいたい。

　それだけが、クローディアの切なる願いだった。




【身代わりにされた夜】







　盛大な大舞踏会が終わり、その後の仕事も全て片付け終えたクローディアは今、ようやく戻って来た自室にて一人、室内をうろうろとしながら悩んでいた。

「今から、フェリクスお兄様のお部屋を訪ねてみようかしら。ううん、それともやっぱりやめておいた方がいいのかしら……」

　それは数分前のこと。

　大舞踏会にて王妃の懐妊が発表され、やっと彼女の肩の荷が少し下りたことに安あん堵どしたクローディアは同時にとても気分が高揚していた。それはもう、祝杯をあげたいくらいにだ。

　そこで久しぶりに大好きな葡ぶ萄どう酒を飲みたいと思ったのだが、クローディアのお気に入りのものは現在、王都のアルトリア伯爵邸にしか置いていない。それ故にがっくりと肩を落としたクローディアであったが、ふと先日、長兄のフェリクスが話していたことを思い出したのだ。

　──確かお兄様が、屋敷から私の大好きな葡萄酒を持って来たって仰っていたわよね。

　クローディアと同様に屋敷を離れ、宰相の補佐官として働いているフェリクスにも、王宮内に部屋が与えられている。その部屋は、クローディアの部屋から然程遠くもない。

　しかし、実の兄とはいえ夜分に訪ねるというのはやはりいかがなものかと、クローディアはしばし悩んだ。

　そして悩みに悩んだ結果、祝うべき今日くらいは許されるだろうと葡萄酒の誘惑に負けたクローディアは、早速フェリクスの部屋へと向かうことにしたのだった。




「フェリクスお兄様がいらっしゃらないだなんて……」

　だがクローディアは今、開かない扉の前で愕然としていた。

　先程から何度もノックしているにもかかわらず、全く反応はなく、兄はどうやら不在のようなのだ。

　──そんな、まさか……。お兄様ったら、一体どこにいらっしゃるの……。

　ここに来るまで上機嫌であったからこそ、クローディアの気分は余計に沈み込み、思わずその場にへたりと座り込んでしまいそうになった。あと少しで手に入るはずだった葡萄酒も、さらさらと砂のように消えていく。何よりフェリクスの不在は完全に予想外であったため、衝撃もかなり大きいのだ。

　そのせいで暫く惚ほうけたように立ち尽くしてはいたが、それでも今夜はもう諦めざるを得ないのだとようやく悟ったところで、クローディアは来た道をとぼとぼと戻り始めた。

　そして、戻り始めてすぐに気がついた。

　意気揚々と歩いていた行きには感じなかったが、辺りは不気味なほどに静かだ。また、大舞踏会が盛大に行われていた夜だからか、人の気配も全く感じられない。

　それに一度気がついてしまうと、心細さからクローディアの足が小走りになる。誰もいない廊下の窓の外に見える、吸い込まれそうな暗闇にさえもぞくりとする。

　だからこそクローディアは何も視界に入れないようにと俯き、一刻も早く部屋へ帰ろうと速度を上げたところで、思いがけず何かにぶつかってしまった。

「……っ！　……いっ、た……」

　廊下の中央に一体何が置いてあったのかと瞼まぶたを開けるも、なぜか目の前が暗くてよく見えない。

「何かしら……」

　恐る恐る触れてみる。するとそれは、壁のような厚みと程よい硬さを持っていた。

　しかし、壁にはないはずの温度がある。

　ということはつまり、これは壁ではなく、上質な布をまとった人間ということだ。

　そのことに気がつき、慌てたクローディアは顔を上げ、頭一つ分以上高いところまで見上げた瞬間、更なる驚きに思わず叫び出してしまいそうになった。

「……っ、オ、オルブライト公爵様……！　申し訳ありません……！」

　だが既の所で悲鳴を抑え、急いで頭を下げる。俯うつむいていたクローディアがぶつかってしまった相手は、先程の井戸端会議にも登場していたオルブライト公爵だった。

　驚きからバクバクと心臓が音を立てる中、頭を下げた状態でしばらく待つ。

　にもかかわらず、一向に返事が返って来ない。

　──どうしよう、もしかして怒っていらっしゃるのかしら……。

　噂を聞く限りでは、この程度で怒るほどの狭量な人間だとは思えないのだが、余程気に障ったのだろうか。

　不自然なほどに脈が速い中、しかしこのまま逃げ出すわけにもいかないクローディアが意を決して顔を上げた刹那、公爵の紫紺色の瞳が妖しく輝いた。

　──……え？

　これは一体、何が起こったのだろう。

　掴つかまれた腕をぐいっと引き寄せられ、またしても公爵にぶつかってしまったようだ。そうして再び目の前が暗い今、どうやらクローディアは公爵の胸の中にいるらしい。

「し、失礼致しました……っ！」

　何が何だかわからないながらも、とりあえず離れなければと身体を後ろに引いた瞬間、今度は細い腰をぐっと押され、再び公爵の腕の中に囚とらわれてしまった。

　──え……？　なに、これ……。どうなっているの……？

　どうもクローディアは抱きしめられているようだが、これは果たして何の冗談なのか。

　全く意図のわからない状況で、それでもクローディアは本能的に公爵を押し返した。

「あの、離して下さい……っ」

　けれど、押しても押しても離れてはくれない。何度呼び掛けても、腰に絡みつく逞しい腕から逃れられない。まるで、クローディアの声が聞こえていないかのようだ。

　そして息苦しさからクローディアが顔を反らせば、さらに強く抱きしめられてしまった。

　──怖い。

　何の関係もない、自分よりも力の強い男性に抱きしめられているという事実が、クローディアの心に大きな恐怖を生み出す。その恐怖が涙となり、クローディアは視界が滲む中、無我夢中でもがいた。

「やだ……っ、や、いやっ、離して……っ！」

　最後の抵抗とばかりに、必死に公爵の厚い胸板を叩く。だが大きな身体はびくともせず、それどころか自身の抵抗の無意味さを痛感してしまい、余計に恐怖心が膨れ上がっていく。

　その間、僅かに残る冷静な自分が、どうしたら現状を切り抜けられるのかと必死に考えてはいるものの、こうも敵わない相手を前にしては上手い答えなど何一つ浮かんで来ない。

　そうしてただ焦りばかりが募るクローディアの頬に、今度は公爵の大きな手が伸びてきた。

「ひっ……、っ！」

　何をされるのだろう。恐怖から目をぎゅっと瞑ったクローディアは次の瞬間、パッと大きく見開いた。

　視界いっぱいに公爵の顔が広がっており、唇にも柔らかい何かが当たっていたのだ。

　──何が、起きているの……？

　この感触は何なのだろう。

　初めて知る感触に、全く頭が付いて行かない。唇から伝わって来るアルコールの香りも、どこか他人事のように感じられる。

　それ故に暴れるでも受け入れるでもなく、クローディアはただ呆然としてしまった。

　しかし、それを解いたのもまた公爵だった。押し当てるだけだった唇が、クローディアの唇を柔らかく食はみ始めたのだ。

「んんーーっ！」

　ようやく唇を奪われているという事実に気がついたクローディアが、身体を離そうと公爵の胸をまた必死に押し返す。それが駄目ならと、今度は顔を反らそうとする。

　だが、頬に添えられている大きな手がそれを阻む。痛みを与えず、だからといって敵うわけでもない力で、クローディアを捕らえ続けようとする。

　また、懸命に逃げようとしているクローディアに反して、公爵はその唇の柔らかさを楽しむかのように、何度も何度も角度を変えては食む。時折、物凄く甘く歯を立てる。

「ん……んんっ！」

　嫌だと言いたいのに、その言葉すらも公爵がクローディアから奪い取り、飲み干していく。段々と呼吸が苦しくなり、唇の隙間から酸素を求めても、不十分なまま再び唇を塞がれる。

　今度は強く唇を押し当てられ、まるで感触を教え込むように重ねられると、顔も反らせずされるがままのクローディアの眦から、透明な雫がじわりと滲み出した。

「──……っ、ふぅ……っ」

　それでも必死に抗あらがおうとするクローディアの柔く食まれた唇を、次いで弾力のある湿った何かがなぞり始める。

　それが何かなど、全く経験のないクローディアには想像することすら出来ない。ただ、唇をぬるりとなぞられるその感触に肌が粟立つ。

　──もう、いや……っ！　もうやめて……！

　これ以上は耐えらない。強い思いから叫ぼうと開いた唇の隙間に、何かがぬるりと滑り込む。あっと思った時にはもう遅く、拒む間も与えずに我が物顔で入り込んできた公爵の舌が、クローディアの口内を容赦なく蹂躙じゅうりんし始めた。

「んぅ……っ！」

　逃げ場のない狭い口内で、それでも必死に逃れようとする小さな舌を追いかけるような執拗な動きに、背中がぞくりとする。奥へ引っ込めても逃げきれず、絡め取られる。水音の淫猥さとともに増していく恐怖が、ついには涙となって頬を伝い落ちた。

　酸欠のせいか。はたまた、絡め取られた舌を執拗に擦り上げられているせいか。

　抵抗するクローディアの手から、徐々に力が抜けていってしまう。

　しかしその間も、公爵の淫いん靡びな舌の動きは止まらない。

　何が何でもどうにか抵抗しなければと、クローディアはなけなしの力を振り絞って、口内を動き回っている公爵の舌を思い切りぎゅうと噛んだ。

　その瞬間の何とも言えない嫌な感触にクローディアが眉を寄せたのと、与えられた痛みに驚いた公爵が顔を離したのは、恐らく同時だったと思う。そして口内に広がるのは、微かな鉄の味だ。

　初めて味わう他人の血の味を不快に思いながら、はあはあと肩を大きく揺らすクローディアが、濡れた唇もそのままに目の前の恐ろしい公爵をぼんやりと見つめる。決して整わない荒い呼吸とともに、美しい亜麻色の髪が胸元で揺れる。

　どうやらいつの間にか、纏められていたはずの髪が解けてしまっていたようだ。けれど、今のクローディアには気づく余裕など欠片もない。

　──逃げなければ。

　ただ、それだけを思った。でも、状況は最悪だった。

　逃げようと身を捩った途端、背中に冷たい何かが当たる。窓だ。唇を奪われている最中、クローディアの身体は公爵によって、窓際まで追い詰められていたのだ。

　──どうしよう。どうやって逃げればいいの……!?

　焦りつつも逃げ道を探すクローディアが答えを見つけるよりも早く、公爵の手が動いた。そうして再び腰を抱かれ、衝動的に公爵の顔目掛けて振り上げた手も掴まれる。

　身動き一つ取れない状況に追い込まれる中、クローディアは思った。

　──どうしてこうも敵わないのだろう。

　言い表せない思いから、止まる術を知らない涙が幾粒もこぼれ落ちる。

　けれど、クローディアの抵抗など全く意に介さない公爵は、再び唇を重ねようと顔を近づけてくる。

　心のどこかでは諦めそうになりながらも、それでもどうにか避けようと精一杯横に反らしたクローディアの頬に、その時、公爵の濡れたような漆黒の髪が触れた。

「──……っ」

　今度はなぜか、頬に唇を落とされる。それと同時に、公爵の手がクローディアの背中を妖しく撫で始めた。

　ゆっくりと肩から腰へ、滑らかな曲線を確かめるようになぞられると、奇妙な感覚が湧き起こり、身体がふるりと震える。その間も唇は、頬から耳元へと丁寧に肌をなぞっていく。

　そして耳みみ朶たぶに唇を押し当てられた瞬間、クローディアの身体がピクリと跳ねたことに、公爵も気がついたのだろう。何度も集中的にそこを狙って繰り返される口づけに、段々と感じたことのないような何かが下腹の奥に溜たまり始める。

「んっ……ふ、ぅ……ぁっ」

　やめてほしいと叫ぼうとした唇から甘える子猫のような高さの、けれど可愛いだけではなく、どこか艶を孕んだような聞いたこともない声がこぼれ落ちる。

　その声を聞いた公爵が細い腰を抱く腕にぐっと力を入れ、クローディアの身体を自身の方へと強く抱き寄せた。

「愛しているんだ、ディア……」

　深い愛情を注ぐように、低く少し掠かすれた甘やかな声で公爵が愛いとおしげに囁く。熱い吐息が耳にかかり、身体はまた勝手にピクリと反応する。

　けれど、クローディアの頭の中は真っ白だった。

　そして彼女が呆然としているのをいいことに、公爵がクローディアの髪を触り始める。結んでいたリボンはもう完全にほどけており、美しい亜麻色の髪が胸の下まで緩やかなウェーブを描いている。









[image: ]











　公爵はその髪を大切そうに撫でてから、触り心地を楽しむように指を滑らせた。何度も何度も、まるで一本一本の毛先まで指先で味わうかのように、ただそれだけを繰り返す。

　そうしてその中から一束掬すくい上げると、クローディアに見せつけるかのように、髪へ一つキスを落とした。

　軽く触れるだけのキス。それなのに酷ひどく艶美で、どうしてか目が離せない。

　それ故に、目を開けたまま何の反応も示さないクローディアを、公爵は不思議に思ったのだろう。彼女の顔を覗き込もうと、公爵が屈んだところで──破裂音のようなものが、辺りに響き渡った。

　ようやく冷静さを取り戻したクローディアが、手を振り上げた結果だ。

　頬を叩かれ驚いている公爵を、濡れた瞳で睨みつつ突き飛ばせば、彼は力を抜いていたのだろう。あれほどクローディアを苦しめていた腕も、呆あっ気けないほど簡単に外れた。

「ひどい……最低だわ……！」

　新たな雫が一粒頬を伝い落ち、冷たい床に吸い込まれていく。そのままクローディアは、服の裾が翻るのも気にせず、ただただ自室へと走った。

　その最中、後ろで公爵が何を叫んでいたかなど知らない。そんなものは、知りたくもなかった。




　静かな廊下をひたすら走り、飛び込むように自室へと入る。閉めた扉に背を預けながら、クローディアはずるずるとその場に座り込んだ。

　涙の筋が幾つも出来ている頬が、もう随分と冷たい。

「どうして……」

　公爵は、あのようなことをしたのだろう。

　公爵が愛しているのは、王妃であるディアナだ。その事を遠い昔、クローディアに教えてくれたのは、他ならぬ公爵自身であるというのに。

　なぜ、クローディアがこのような目に遭わなければならないのだろう。

　瞬まばたきをする度、先程の事が鮮明に思い出され、身体が酷く震える。両腕で自分の身体を抱きしめても治まらず、段々と呼吸も浅くなってくる。自分の手も、もう恐ろしく冷えている。

　──どうしてなの？　やっぱり、そういうことなの……？

　混乱の中、それでもクローディアには一つだけ気づいたことがある。

　それは、公爵のクローディアの髪に対する恐ろしいほどの執着だ。公爵は異常とも思えるほど長く、何より不気味なくらい愛おしそうに髪を触っていた。その理由が、クローディアには嫌という程に思い当たってしまう。

　──……そう、ディアナお姉様と同じ色だもの。

　クローディアの持つ母親譲りの亜麻色の髪は、この国ではとても珍しい。そしてその珍しい髪は、姉のように慕う大好きなディアナとお揃いだ。

　そう、公爵の愛する王妃ディアナと同じ、亜麻色の髪。

　その髪を愛おしそうに撫でた公爵を見た時、クローディアは気がついた。恐らく酔った公爵は、クローディアに王妃を重ねているのだと。だから愛しているなどと告げたのだとも。

　──……私はディアナお姉様じゃないのに。私を身代わりにしないで……。

　身勝手な男の愛情を身代わりとしてぶつけられた自分が、あまりに惨めで、悔しくて、悲しくて。

　これ以上泣きたくなどないと思うのに、涙が止まらない。

　例えアルコールのせいで見間違えたのであったとしても許せない。

　好きでもない相手に抱きしめられ、思うように唇を奪われたクローディアのこの悲しみは、一体どこへぶつければ良いのだろう。

　涙のあとも拭かず、ふらふらとベッドに倒れ込んだクローディアは、未いまだ震える身体をぎゅっと抱きしめた。

　──今夜のことなんてもう、全て忘れてしまいたい……。

　そうしてクローディアはその夜、気を失うように眠りについたのだった。




【翌朝の襲来】







　──頭が痛い……。

　二日酔いのような酷い頭痛のせいで、クローディアは目が覚めてしまった。

　襲う頭痛は眉間に皺しわが寄るほど不快で、目の奥からも鈍痛を感じる。だが、痛みの原因を考えるよりも先に枕元の時計に手を伸ばし、時刻を確認すれば、まだ夜が明けたばかりであった。

　始業時刻までには、まだ大分時間がある。しかし一向に治まらない頭痛の中では、もう一度眠ることも出来そうにない。

　それ故にクローディアは怠い身体を起こし、ベッドを降りてからシャワーを浴びた。




　温かい湯のお陰で少しは頭痛が和らいだものの、問題は顔だ。

　充血して真っ赤になっている目に、腫れぼったい瞼と赤くなっている眦。

　鏡に映る自分の顔は、何か良くないことがあったと十分に物語ってしまっている。

　──……そうだ。昨日の夜、私は……。

　震え出した身体を抑え込むように、クローディアはその場に蹲った。それでも治まらない震えに、改めて気づかされる。あれはただの悪い夢ではなく、現実に起こったことなのだと。

　その証拠に、掴まれていた手首には公爵の指の痕がくっきりと残っている。

　どうして昨夜、兄の部屋を訪ねてしまったのだろう。兄の部屋さえ訪ねていなければと、何度後悔したところで、今さら昨夜の恐怖が消えてくれたりなどはしない。

　それよりも今はこれからの事を考えなければと、クローディアは震える手を一度だけぎゅっと握りしめてから早めの支度に取り掛かった。

「これなら、何とか気づかれずに済みそうね……」

　鏡に映る化粧で誤魔化した自分の顔に、ほっと安堵する。

　皮肉なことに、侍女としての経験が大いに役立ってしまった。それでも充血している目だけはどうにも出来なかったが、その他の部分は中々の出来栄えだと思う。あとはいつも通りに髪を纏めれば、王妃付きの侍女であるクローディアの完成だ。

　そうしてクローディアは鏡に映る自分と相談するように、これからのことを考え始めた。

　まず、名門の伯爵令嬢とはいえ今は一介の侍女として生きているクローディアと公爵の間には、殆ど接点がない。だから、所用で政務の執り行われている中央棟に行く時さえ気をつければ、公爵と顔を合わせてしまう恐れもそれほどないだろう。

　本当は、ぶつけたい言葉がある。叫び出したい感情も、山ほどある。

　けれど、もう二度と会いたくないという気持ちの方が勝っているのだからと、このまま時間が解決してくれる日を待つことにクローディアは決めた。

　しかし、そこまで考えたところでクローディアは、あっと思い出した。

　昨夜クローディアは、勢いに任せて公爵の頬を叩いてしまっている。もちろん非は公爵にあるのだが、問題は公爵の身分がクローディアよりも遥かに高いという点だ。

　そして、その事実に思い至ったクローディアの顔が段々と青くなっていく。

　──どうしよう……私、昨夜とんでもないことを……。

　貴族の多くは、驚くほどに矜持きょうじが高い。尤も公爵は噂を聞く限り狭量ではなさそうだが、それでも七歳も年下の娘に頬を叩かれてまで許せるほど器が大きいかは不明だ。今回の場合は自業自得だと言ってしまいたいが、それを言わせないのが身分というものである。

　──でも、昨夜は酔っていらっしゃったのだから……きっと大丈夫だわ……。

　思い出すだけでも辛いのに、これ以上の面倒など勘弁願いたい。やはりもう早く忘れてしまおうと思ったクローディアが、髪を纏めるリボンを手に取ろうとしたその時だった。

　──こんな時間に誰かしら……？

　室内に、扉をノックする音が響いた。

「……どちら様ですか？」

　早朝の訪問客に首を傾げつつ、扉に近づいたクローディアが問いかける。

　だが返事はない。もしかして気のせいだったのかと不思議に思えば、再びノックされる。

「あの、どなたですか？」

　昨夜の出来事により警戒心の強まっているクローディアは、扉から一歩下がり、少し強めに尋ねた。

　しかし、またしても返事がない。

　──誰なの、こんな朝早くに。何だか、少し気味が悪いわ……。

　不気味な来客は無視してしまおうと決めたクローディアの鼓膜に、三度目のノック音が届いて来た。ここまで続くと、何か声を出せない事情でもあるのではとすら思えてくる。

　そうしてしばし悩んだ末にクローディアは、意を決してそうっと扉を手前に開けてみた。いざという時は大声で叫べば、近くの部屋の侍女達が駆けつけてくれると思ったからだ。

　というのに、扉の前には誰も立っていなかった。

「……誰もいないの？」

　開いた扉の隙間から辺りをちらりと窺うかがうが、歩いている人もいなければ、音もしない。不思議な状況に眉を顰ひそめつつ、扉を閉めよう思ったクローディアが何気なく下を向いたその時。

「──ひっ！」

　想像すらしていなかった足元にて、クローディアは大きな塊を発見してしまった。

　その瞬間、石のように固まってしまったクローディアが、ハッと我に返り叫び声を上げるよりも先に、大きな塊が声を発する。

「アルトリア嬢、昨夜は本当にすまなかった」

　──……え？　今、アルトリア嬢って聞こえたような……。

　それ以前にこの塊が人間であったと知り、心臓がバクバクと激しく脈を打っている中、クローディアは足元で床に頭を擦りつけている人物が一体誰なのか、必死に考えを巡らせた。

　その際引っ掛かったのは、この見覚えのある濡れたような黒い髪だ。

　そして、もしやというクローディアの勘は幸か不幸か当たってしまった。

「悪いのはすべて私だ。言い逃れをするつもりはない」

　顔を上げた男は予想通り、昨夜クローディアを襲ったオルブライト公爵だったのだ。

「だからまずは、君の気が済むまでいくらでも罵ってくれ」

　クローディアの足元に座り込む公爵が、再び頭を床に擦りつける。

　しかしクローディアは、目の前のあり得ない光景についていくことが出来ずにいた。

「何をして、いらっしゃるんですか……？」

「……謝罪のつもりだが、そうは見えないということだろうか？」

　なるほど、謝罪だったのか。と、心の中でどこか他人事のように納得する。

　それからクローディアの顔は急速に青ざめていった。

「お、おやめ下さい、公爵様……っ」

「しかし私の自制心が足らないせいで、君に多大な迷惑を掛けてしまったのは紛れもない事実だ」

　硬い声音と表情の公爵に頷きかけてから、今はそういう場合ではないと慌てて首を横に振る。

「だからといって、このような場所でそのようなことをなさらないで下さい……！」

　ここは公爵の屋敷でもなければ、クローディアの実家でもない。いつ誰が通るかもわからない、王宮内の廊下だ。もちろん近くの部屋には他の侍女達が眠っており、公爵がクローディアの部屋の前で床に頭を擦りつけているところなど目撃された日には、大変な騒ぎになるに違いない。尾ひれのついた噂が飛び交う様子は、想像するだけで寒気がしてくる。

「もういいですから、どうか……っ」

　一刻も早く立ち上がり、この場から去ってほしい。その一つだけが今のクローディアの脳内を占めており、悲しみも恐怖も怒りも全て、今はどこかに吹き飛んでしまっている。

「いや、それでは私の気が済まないんだ」

「いえ、昨夜のことはもうお忘れになって頂いて構いませんから……」

「──それは出来ない」

「え……？」

　なぜ出来ないのか。その理由を問おうとした刹那、静かな廊下に物音が響いた。

　誰かが部屋から出てくるのかもしれない。見られたらどうしようと焦るクローディアに反して、公爵は何も気にしていないのか、悠然と床に座り続けている。

　仕方ない、今はとりあえず扉を閉めてしまおうと取っ手に手を掛けて、しかしクローディアは思い止まった。このまま閉めたところで、公爵が潔く去ってくれる保証などないことに気がついてしまったからだ。

　そうして、もしも部屋の前で公爵がひれ伏し続けたらと考えたクローディアに悩む暇はなかった。

「──っ、とりあえず一旦私の部屋にお入りになって下さい……！」

「い、いや、しかし、今の私が君の部屋に入るというのは……」

「お願いですから！」

　誰かに見られる前に早くと切羽詰まったクローディアの声に、ようやく腰を上げた公爵が室内へと足を踏み入れる。それから急いで扉を閉めた直後、他の部屋の扉の開閉音が微かに響いて来た。

　どうやら、間一髪で間に合ったようだ。

　はあぁと大きく安堵の息を吐き出して、けれど今度は自分が恐ろしい選択をしてしまったことに、クローディアは気がついた。

　焦っていたとはいえ、有ろう事か昨夜自分を襲った相手を自室に招き入れてしまったのだ。

　何をしているのだろうと自らの迂う闊かつな行動を悔やむとともに、昨夜の恐怖がぶわりと甦ったクローディアの手が、尋常ではないほど震え出す。それでもどうにか足に力を入れたクローディアは、少しでも公爵から離れようと、急いで窓際まで走った。

「アルトリア嬢……？　一体何を……」

「そこを動かないで下さい……っ！」

　背中を窓に貼り付けたクローディアが、震える手を握りしめつつ公爵に向かって叫ぶ。

　その行動に傷ついたらしい公爵はしばし呆然とした後、ゆっくりと降参するように両手を上げた。

「信じてもらえないかもしれないが、君を怖がらせるようなことは二度としないと約束しよう」

「…………」

　けれど、昨夜の今日でそのような話を信じられるはずもないクローディアが、失礼を承知で無言を貫く。

　その様子にまた悲しそうな顔をした公爵は、再び床に膝を突き、徐に頭を下げた。

「……アルトリア嬢、改めて昨夜は本当にすまなかった」

　目の前で土下座をしている真摯な公爵と、昨夜の恐ろしい公爵は、本当に同一人物なのだろうか。

「君にあのようなことをしておいて、簡単に許してもらえるとは思っていない。だから私に、昨夜の責任を取らせてほしい」

　強い覚悟を秘めた眼まな差ざしに、思わずごくりと息を呑む。

「クローディア・アルトリア嬢──どうか、私と結婚していただけないだろうか？」

「──お断り致します」

　室内の空気とともに、目の前の公爵が文字通りピシリと固まった瞬間であった。




【食い下がる公爵】







　室内に沈黙が広がる。その中であまりにも愕がく然ぜんとしている公爵を前に、クローディアは今一度、先のやり取りを思い返した。

『結婚していただけないだろうか？』

『──お断り致します』

　この会話の一体どこに、公爵は衝撃を受けているのだろう。昨夜自分を襲った相手から責任を理由に結婚を申し込まれて、それでもすぐに頷くようなクローディアだと思っていたのだろうか。

　それはそれで腹立たしいが、そもそも責任自体考える必要がないと思う。

　何せ、昨夜奪われたのは唇だけだ。感じた恐怖はさておき、唇だけで責任を取る人間の話など、クローディアはこれまでに一度も聞いたことがない。これが仮に純潔であれば、相応の責任も発生するが、昨夜公爵はクローディアの服の下には指一本触れてもいない。

　だから謝罪は公爵の誠意だとしても、責任を取って結婚というのは流石に話が飛躍しすぎだ。

「……せめて、もう少し考えてはもらえないだろうか」

　ようやく気を取り直した公爵が、なぜかクローディアに乞うような視線を向ける。

　無下にするのも心が痛みそうなその視線に、思わずクローディアはうっと言葉に詰まった。

「で、ですが……昨夜、公爵様は……」

　無理矢理唇を奪っただけで、決して純潔を奪ったわけではない。

　そう言いたいところではあるが、年相応の恥じらいからはっきりと口にすることが出来ない。

　だからといってこのまま結婚の話が続いても困ると、クローディアはとりあえず話題をずらすことにした。

「そもそも……公爵様は昨夜、なぜあのようなことを？」

「それは……」

　公爵が口籠る。一転して、今度ははっきりとしないその態度から察するに、余程疚やましい気持ちがあるようだ。

　そしてようやく会話の主導権を得たクローディアは、確認の意味も込めて、昨夜から感じていた疑問を投げかけてみることにした。

「もしや、見間違えをなさったのでは？」

「……いや、すまない。幸せな夢でも見ているのかと思っていたんだ」

　クローディアの問いに一瞬びくりと身体を揺らした公爵が、がっくりと項うな垂だれる。

　確かに昨夜、公爵からは微かにアルコールの香りが漂ってきていた。それが失恋の痛みによる自や棄け酒ざけであったかどうかはともかくとして、見間違えたのは事実なのだろう。

「でも……酔っていらっしゃったのに、髪色だけで……」

　王妃だと思い込み、ぞっとするほど執拗な口づけが出来るなど、募らせた恋心というのは厄介だ。

　本当に恐ろしいと思いつつ、小さな声で呟いたつもりのクローディアに、公爵が「ああ」と頷く。

「本当に美しい、亜麻色の髪だからな」

　紫紺色の瞳がまたしても、クローディアの髪を眩しそうに見つめる。ただ、その褒め言葉はクローディアへのものではなく、クローディアを通してもう一人の同じ髪を持つ人間へと向けられているものなのだろう。

「そこまで強く、思い続けていらっしゃったのですね……」

　本当に一途な人だとある意味感心したように呟いたクローディアに、公爵が顔を赤らめる。次いで、その顔を隠すように口元を手で押さえた。

　だが、その姿が既に肯定を表している。

　──だから見間違えても仕方がないとは、流石に思えないけれど。……でも、ご自分の非をしっかりと認めて謝罪されたんだもの。もう、流してしまうのが一番だわ。

　やはりもう忘れた方が良いと結論付けたところで、クローディアは一つだけ思い出した。

「公爵様。私も昨夜は、大変失礼なことをしてしまい申し訳ありませんでした」

　クローディアは昨夜、公爵の頬を叩いた。多少不本意ではある上にこれきりの関係ではあるが、一応謝罪はしておくべきだろう。

　そう思い、謝罪の言葉を告げたクローディアの予想に反して、公爵はなぜか首を捻る。

　これはまさか、アルコールのせいで覚えていないということだろうか。それなら、このまま誤魔化してしまった方が良いだろうかと一瞬だけ考えたものの、やはりそれは良くないだろうと、正直に話してからクローディアは頭を下げた。

　しかし、真実を話したクローディアに対する返答もまた、予想とは大きく違っていた。

「そんなことは気にしなくていい。君の小さな手は、柔らかいから問題もない」

「……お許し頂き、ありがとうございます」

　よくわからない理屈だが、公爵が問題ないと言うのならもうそれでいいだろう。あとはこのまま、責任などといった話を忘れて帰ってくれたらというクローディアの願いは、けれど公爵によってまたしても砕かれてしまった。

「それで、先ほどの件だが……」

　どうやら公爵は何一つ忘れてなどいなかったようだ。

「考え直してもらえただろうか？」

「いえ……責任などとお考えになる必要はありませんので」

「しかし、私は君の大切なものを奪ってしまっただろう」

　確かに、誰かと唇を重ねるのは初めてだった。それを大切なものと言われればそうかもしれない……と思えば思うほど、段々悲しくなってくる。例えこの先クローディアが誰とも結婚しないとしても、だからといってこのような失い方はあんまりだ。

　その大切なファーストキスを無理矢理奪った相手と、結婚など絶対にしたくはないという気持ちが、どうして公爵には伝わらないのか不思議で仕方がない。

「……もしや、まだあの男が忘れられないということか？」

「え……？」

　だが、いきなり飛び出てきたあの男という言葉に、クローディアの心臓はドクリと跳ね上がった。

　──……公爵様は、何をご存じなの……？

　公爵の言うあの男とは、一体誰を指しているのだろう。

　まさかと考えて、しかしそれほど接点のない公爵が知るはずもないと、クローディアはその考えを消すようにゆるりと首を横に振った。

「いや、やはり言わなくていい」

　そして、一方の公爵もまた不愉快そうに眉を顰める。その姿にクローディアは首を捻ったが、公爵の心などわかるはずもないと早々に諦め、この話を終わらせるべく口を開いた。

「それでは、あの……昨夜のことはもう、お互い水に流すということで……」

「──だめだ！」

　瞬間、公爵の大きな声が室内に響き渡った。

　それに驚いたクローディアの目が丸くなる。

　──なに、いまの……。公爵様よね……？

　まるで駄々を捏こねる子供のような台詞せりふが、本当にこの艶めかしく大人の色気溢れる公爵の口から飛び出してきたのだろうか。

　あまりの衝撃に呆然とするクローディアに、気付いた公爵が一つ咳せき払ばらいをする。

「いや、このままでは君に申し訳ないだろう」

「いえ、私は……」

「それでは私が嫌なんだ、頼む」

　何かしらの強い覚悟を秘めた公爵の瞳に気圧されたクローディアは、それ以上の否定の言葉を口にすることが出来なかった。

　その後も責任を取る、必要ないといった二人の応酬は続き、平行線を辿る中クローディアは思った。度を越えた誠実さは、時として物凄く厄介であると。




【予期せぬ提案】







　押し問答を始めてから、もうどれくらい経たったのだろう。いや、実際にはそれほど長い時間は経過していないはずだ。けれど、そうは思えないほどクローディアの精神は疲弊していた。

　──……もう、そろそろ諦めていただけないかしら。それとも、私が折れるまで終わらないの？

　応酬のせいで疲れているクローディアだが、それでも自分が折れて結婚を受け入れるという選択だけは出来なかった。もちろん拒否したい一番の理由は結婚相手が公爵という点だが、何もそれだけの理由で断り続けているわけではない。

「あの、公爵様。先ほどからお話ししていますように、本当に責任などとお考えになる必要はありませんので……」

「しかし、それでは……」

「そもそも、私はどなたとも結婚する気がありませんから」

　特に今は絶対にである。貴族の結婚というのは通常、諸々の準備に膨大な時間と労力を要する。つまり結婚が決まった時点で、当然侍女の仕事も辞めなければならなくなるわけだが、王妃の出産を前に彼女の側を離れるなど、クローディアには到底考えられない。

　その揺るぎない意志を栗色の瞳から感じ取ったのか、やがて公爵は小さなため息を吐いた。

「やはり、敵わないか……」

「え……？」

「わかった、ではとりあえず今は諦めよう」

　公爵のとりあえず今はという言葉に一抹の不安を覚えるが、それはもう、この際聞かなかったことにしてしまおう。

　そうして何とか決着がついたことに安あん堵どするあまりクローディアは、公爵が責任に対して異常なまでに頑かたくなだったことを失念していた。

「代わりに、何か欲しいものはないだろうか？」

「……へ？」

　公爵の予期せぬ問いかけに、クローディアの口から何とも間抜けな声がこぼれ落ちる。

「ドレスや宝石などはどうだろう？　君が気に入るものなら、私はいくらでも──」

「オルブライト公爵様」

　言葉を止められ不思議そうに瞬きをした公爵に、目の前で思い切りため息を吐きそうになる。だが、ぐっと堪えたクローディアは暴走する公爵を静かに諭した。

「そのような高価なものを頂くわけには参りません。それに、今の私には必要のないものですから」

「……そうだったな、今の話は忘れてくれ」

　何気ない台詞に、しかし公爵は複雑そうに眉をよせる。その姿に内心首を傾げながらクローディアは、申し出が撤回されたことに安堵のため息を吐いた。

「君は本当に、欲がなくて困るな」

　心底残念そうな公爵に肯定も否定も出来ないのは、クローディアにも人並みに欲が存在するからだ。ただ、それを言う相手が公爵ではないというだけの話である。

　とはいえ公爵が諦めてくれた今、あとはもうクローディアが昨夜のことを忘れてしまえば良いだけだ。時間はかかるだろうが、いつかは記憶も薄れることだろう。

　そうして話を終えた公爵に退出を促すべく、クローディアが口を開きかけた時だった。

「では、次で最後にしよう」

　公爵は、未だに諦めていなかったらしい。

　しかし、これでようやくこの不毛な会話が終わるのだ。そう思うと心がふわりと軽くなってしまいそうになる中、クローディアはあと少しだけだからと気を引き締めた。

「君の願いを叶えるというのはどうだろうか？」

「願い、ですか……？」

　確実に叶えられるとでも言いたげに頷く公爵に、クローディアが目をぱちりと瞬く。

　──……何を仰っているのかしら。いくら公爵様でも、魔法使いにはなれないでしょうに……。

　その時、ふと気がついた。願いだからといって、何もそれが壮大である必要はない。それならば一つだけ、公爵にしか頼めないことがあるではないかと。

　これを頼めるのならとクローディアはゆっくりと息を吸い込み、腹に力を入れた。

「……本当に、何でも宜しいのですか？」

「ああ、もちろんだ」

「──では、王妃様に関してお願いしたいことがあります」

　胸の中の罪悪感には見て見ぬ振りをして背筋を伸ばし、公爵を正視する。

「王妃様にとって、今はとても大切な時期です。……ですから、これ以上王妃様とのお噂が加速しないよう、ご自身の行動にくれぐれも気をつけて頂きたいのです」

　間違っても昨夜のような迂闊な行動など二度と取らず、また、噂が加速していかぬよう出来る限りの注意を払ってほしい。

　そのような願いが、失恋したばかりの人間にとってどれだけ残酷か理解してはいるつもりだ。それでも後悔はしていない。だから公爵も、王妃を愛しているのなら今後の平穏のためにどうか受け入れてほしいと、クローディアは深く頭を下げた。

　二人の間に流れる沈黙が、永遠にも感じられる。それほどにずしりと重たい空気の中、公爵から小さな呟きがこぼれ落ちた。

「……やはりな」

「え？」

「いや、王妃陛下の信頼を一番に得る君らしい願いだ」

　これは純粋な誉め言葉か。それとも皮肉か。どちらにせよ受け入れてもらわなければと、クローディアは不安を紛らわすように手を握りしめつつ、公爵の返事を待った。

　そして真剣な表情で悩んでいた公爵は、ようやく静かに一つ頷いた。

「わかった。善処しよう」

「ありがとうございます……！」

　公爵の心を傷つけたクローディアの願いを、それでも受け入れてくれる。その寛大さに感謝したクローディアであったが、次の瞬間、公爵から思いも寄らぬ言葉が返って来た。

「──しかし、それだけでは不十分だろうな」

「え……？」

「もちろん、今後の行動には気をつけるとしよう。だが、それだけでは今既に流れている噂を消せはしないだろう」

　確かに公爵の言う通りだ。流れた噂は放っておいても消えはしない、けれども。

「今のままでは、王妃陛下の腹の子について、良からぬ噂を流す者が出てくる恐れがあるだろうな」

「それは困ります！」

「私はもちろん、陛下も当然否定するが、人の口に戸は立てられないからな。王妃陛下の耳に一切入らぬよう、遮断出来るかどうか……」

　結局噂が残っている限りは何の解決にもならないのだと、改めて突きつけられたクローディアは、思わず公爵をきっと睨にらみつけた。

　──そこまでお気づきなら、どうして今まで……！

　放置していたのだと、クローディアは公爵に怒りをぶつけたくなった。しかし、既の所でそれは少し違うだろうと、残っていた理性がクローディアを止めた。

　口さがない者達の噂を止めることなど現実的には不可能な話であり、例えそれがどんなに不本意であろうと、結局放置せざるをえないのだ。公爵が他の女性との浮き名を流してくれさえすれば良かったのだが、王妃に横恋慕している以上それも無理な話だったのだろう。横恋慕する公爵を恨む気持ちは多少あるが、だからといって人の心にまで言及する権利は誰にもない。

　ではどうしたら打開できるのかと、俯きながら悩んでいたクローディアの耳に、その時、よく通る凛とした声が響いてきた。

「私に考えがある」

　考えとはどのようなものなのだろう。

　小さな希望に縋すがるように、パッと顔を上げたクローディアは、自分に向けられている公爵の強い感情を秘めた瞳に驚いた。

　あまりにも強い視線に、まるで心臓を鷲わし掴づかみされたかのような感覚に陥ってしまったのだ。

　そして、クローディアが無意識に唾を呑のみ込む中、公爵はゆっくりと唇を開いた。

「──アルトリア嬢、君に私の恋人役を頼みたい」

　──……そうか。私が、公爵様の恋人の振りをすれば噂も…………、わたし……!?

「無理です……！」

　予期せぬ提案に、クローディアの目がこぼれ落ちてしまいそうなほどに見開かれる。

「しかし、これ以上の良策はないと思うが？」

「そのようなことは……っ」

　ないだろうと咄とっ嗟さに否定しようとして、けれど出来ずにクローディアはその続きを飲み込んだ。

　確かに、公爵の初めての恋人という存在は、社交界に大きな衝撃をもたらすことになるだろう。そうなれば周囲はすぐさまその話題に飛びつくに違いないし、何より王妃との関係を邪推しようとする者の数もぐっと減るはずだ。公爵が、孕ませた相手を忘れて平気で次の色恋を楽しめるような不実な人間でないことは、周知の事実である。

　──……けれども。

「私には公爵様の恋人役など……」

「君以外に頼める話ではないだろう」

　公爵の返答にクローディアはぐっと詰まり、次いで困ったように眉尻を下げた。

　公爵の言う通り、何の事情も知らない人間に理由すら説明せず偽りの関係を頼むのは、確かに至難の業だろう。

　それ故に反論することも、また他の提案をすることも出来ないクローディアは唇を噛みしめた。

「──何があっても必ず私が君を守る」

　先程と同じ凛りんとした声音で的外れなことを言う公爵に、クローディアは困惑のあまり眉を思いきり寄せた。

　頭では良策だとわかっているのに頷けない最大の原因は、他ならぬ公爵である。昨夜の恐怖が忘れられないクローディアにとって、その提案は容易に受け入れられるものではないのだ。

　しかし公爵は、クローディアの心を揺さぶるのだけは上手いらしい。

「……もし君がその役を無事に務めあげれば、王妃陛下も心穏やかに過ごすことが出来るだろうな」

　全てはクローディア次第だと暗に告げる公爵に、クローディアは何も言い返すことが出来なかった。そのまま、またしても二人の間に重い沈黙が流れる。

「──残念ながら時間だ」

　そうして暫く見つめ合った後告げられたその言葉に、ハッとしたクローディアが時計を見る。

　どうやら、いつの間にか大分時間が経っていたようだ。時計の針は、もうすぐ皆が活動を始める時間を指している。

「あの……」

　でも、何を言えば良いのだろう。覚悟の決まらないクローディアの方へ、サッと立ち上がった公爵が部屋を出る寸前、顔だけで振り向いた。

「また連絡をする。──昨夜は泣かせてしまい、本当にすまなかった」

　化粧で誤魔化しきれていなかったのだろうか。

　動揺するクローディアへ、申し訳なさそうに告げた公爵は、外の様子を慎重に窺いながら静かに部屋を出て行った。

　そうして室内はまた静寂を取り戻す。閉められた扉をぼんやりと見つめながら、クローディアは自分の頬をきゅっと抓つねった。

　──わかっているわ、これは現実なのよね……。

　いきなり謝罪にやって来た直後、結婚を申し込み、そして恋人の振りを提案して去って行った公爵。あまりにも立て続けに起こった出来事に、頭も心も追いついてきていない。出来ることなら、今から時間を掛けてじっくりと自分の心と相談したいところだ。

　だが、クローディアにも時間はない。

　それ故、適当に掴んだリボンで髪を纏めると、クローディアは朝食を取るべく早足で食堂へと向かったのだった。




【平穏という幸せ】







　平素のクローディアは混雑前の静かな食堂で一人ゆっくりと朝食を取り、混雑し始めた頃には食事を終えて食後の紅茶を楽しむといったゆとりのある朝を過ごしている。侍女になってからもうすぐ三年となる昨日までは、それがクローディアの変わらぬ毎日であったのだが。

「あら、クローディアったら珍しいじゃない。貴女でも、寝坊することがあったのね」

　驚いた様子のヘレナは賑わっている食堂の入口付近の席で、そろそろ食事を終えようとしているところのようだ。

「ええ、まぁ……うっかり寝過ごしてしまいまして……」

　いや、本当は寝過ごしたどころか、いつもより早い時間から起きていた。だが、まさか公爵との話を伝えるわけにもいかず、曖昧に受け流したクローディアは食堂の奥へと進んだ。

　それから次々とよそられている具沢山の温かいスープやサラダ、焼き立てのパンをトレーに載せていく。今朝のパンは胡桃くるみ入りのようで、辺りには甘く香ばしい香りがふわりと漂っているが、あまり食欲は湧いてこない。

　それも全て昨夜からの精神的な疲労が原因なのだが、だからといって朝食を抜いてしまえば仕事に支障をきたしてしまうだろう。立ち仕事中心の侍女は、見かけ以上に体力を要するのだ。

　だからどうにか自分を叱しっ咤たして普段と同じ量の食事をトレーに載せ終えたクローディアは、空いた際に確保してくれていたヘレナの目の前の席に腰を下ろした。折角の焼き立てパンを一口大にちぎっては口に運び、味わえないまま機械的に咀そ嚼しゃくして水で流し込む。

　その繰り返しの合間にヘレナから振られた話に頷いていると、何かを思い出したように「そういえば」と、それまでよりも高い声が彼女の唇から飛び出してきた。

「私達がよく行くカフェに、新作のケーキが出たらしいわよ」

　ヘレナからもたらされた嬉しい情報に、パンをちぎっていたクローディアの手がピタリと止まり、目がきらりと輝く。

　もちろん、その先が気になるのだろうと言いたげに、ヘレナの口元もにやりと笑う。

「秋限定のモンブランと葡萄のタルトですって。──そう、貴女の大好きな葡萄よ！」

　良い情報だろうと得意気に話すヘレナに、クローディアは咀嚼していたパンを急いで飲み込んだ。

「さすがヘレナさん！　いつも素敵な情報をありがとうございます」

「ふふ、どういたしまして。疲れた時には甘いものって言うから、今度の休みにでも行ってきたら？　そしてぜひ、私に感想を聞かせてね」

「ええ、もちろんです。楽しみに待っていて下さいね」

　クローディアの顔に、今日初めての笑みが浮かぶ。それと同時にヘレナの気遣いに感謝しつつ、クローディアは残りのスープを口へと運んだ。




　広い居室内に、心地よい暖かな日差しが降り注いでいる。昨日とは違い、今日の時間の流れは緩やかだ。

　穏やかな時間の中で、王妃から昨夜の大舞踏会の話を聞きつつクローディアが紅茶の準備をしていると、少しの沈黙の後、ほうっと安堵したようなため息が彼女の方から聞こえてきた。

「どうかなさいましたか？」

　紅茶の準備をするその手を一旦止めたクローディアが、大きなソファにゆったりと座っている王妃の方へ身体ごと振り向く。

「……そうね」

　一言だけ返した王妃が、ゆっくりと両目を閉じる。瞼まぶたを閉じて、何かを思い浮かべている様子の王妃の言葉を、クローディアはただ静かに待った。

「……これほど心穏やかに過ごせる日が来るなんて、あの頃は想像も出来なかったわ……」

　王妃の声音は穏やかだが、それでも思い出しているだろうあの頃が決して楽な日々ではなかったことを、侍女として誰よりも側にいたクローディアは十分過ぎるほどに知っている。

『側室制度を採用してみてはどうか』

　それは、王家に嫁いで二年以上懐妊の兆しのない王妃の存在に目をつけた、適齢期の娘を持つ高位貴族達からの進言だった。

　当然、陛下はその話を一蹴した。

　王家の辿たどってきた歴史の中には子に恵まれなかった国王夫妻もいたが、その時も側室制度は採用されていない。そもそもこの制度には問題点も多々あり、過去には王位継承権争いの隙をつかれて滅ぼされたという他国の例もあるのだから、採用しないというこの国の選択もまた一つの考えだろう。

　陛下がそう返して、全てが終わるはずだった。それなのに、進言は一度では終わらなかった。

　まるで陛下の心変わりを待つかのように、娘を側室にと企たくらむ者達は定期的にその話を持ち出したのだ。

　だが、そもそも国王夫妻の結婚は一ひと目め惚ぼれした陛下がひたすらに彼女を求めた末の結果であり、愛する妃は王妃一人だけだと宣言している以上、側室の話など受け入れられるはずもなかった。また、そのように王族の機嫌を損ね、ともすれば不敬になりかねない状況だったにもかかわらず貴族達が怯まなかったのには訳があった。

　その前年に相次いで起きた不測の事態──先代の国王陛下の崩御、そして先代のオルブライト公爵の急な病による宰相の交代である。それ故の不安定な情勢の中でも国が荒れることはなかったが、中枢では熾し烈れつな権力争いが繰り広げられており、側室の話もまたその一端だったのだろう。

「ねぇ、クローディア」

　いつの間にか目を開けていた王妃がそっと、扉付近で待機している侍女達には届かないような小さな声で、クローディアの名を呼ぶ。

　何か内密にしておきたい話でもあるのだろうか。

　クローディアは王妃の側へ数歩近寄ると、自身の膝に手を置いて腰を屈めた。

「──ありがとう」

　この三年の間には一度も見ることが出来なかった、けれど遠い昔にはよく見ていた心から幸せそうな王妃の微笑みに、クローディアの胸が温かくなる。同時に目頭も熱くなる。

「貴女がわたくし付きの侍女になって、どんな時も側にいてくれたから、わたくしは今ここでこうして笑っていられるのよ」

「そんなこと……」

　ないと答える前に、王妃が人差し指をクローディアの唇にそっと添えた。

「本当よ」

　ふわりと笑った王妃が、クローディアの唇から紡がれかけた否定の言葉を封じる。

「……勿もっ体たいないお言葉です」

　こみ上げる涙を抑え込むように目を閉じてから、クローディアは深く頭を下げた。

　──お礼を言うのは私の方だわ。ディアナお姉様のおかげで私は……。




　それはまだ、クローディアが王妃付きの侍女になる前のこと。

　社交界で心に傷を負い、屋敷に閉じこもったクローディアを、王妃は真っ先に心配して何度も手紙を寄越し、とりあえず顔だけでも見せるようにと幾度も王宮に呼び出し続けた。けれど会えば王妃は他愛もない話をするだけで、決してクローディアにその理由を問おうとはしなかった。

　どうして急に社交界から姿を消したのか、笑わなくなったクローディアに一体何が起きたのか。

　気にならないはずがないのに、王妃はそんな素振りなど微み塵じんも見せず、昔に戻ったかのように振る舞い、ただの話し相手として忙しい公務の合間にクローディアを王宮へと呼び続けた。

　その優しさに、どれだけクローディアの心が救われたことか。

「……いつまでも、わたくしが独占していては駄目ね」

　ティーセットの横に置いてある砂時計の砂が落ちきったようだ。クローディアは王妃の柔らかな呟きを聞きながら、蒸らし終わった紅茶の入るティーポットを持ち上げた。

　──どうか、この平穏な日々がこれからも続きますように。

　クローディアは切なる願いとともに、芳醇ほうじゅんな香りのする紅茶をティーカップへと注いだ。




【抱えた花束】







　長く感じられた一日が、ようやくもうすぐ終わる。

　仕事を終えたクローディアは、早く自室のベッドに転がりたいと思いつつ階段を昇り、そして廊下へと足を踏み出したところで、急いで反転して引き返した。

　──今のは……。いいえ、きっと見間違えたのよ。

　疲れているせいで見間違えたのだと自分に言い聞かせるように首を振り、もう一度廊下へ出たところで、しっかりとその存在を視界に捉えたクローディアは再び階段まで戻った。

　──ど、どうして、私の部屋の前に公爵様がいらっしゃるの……!?

　驚きのあまり、口から心臓が飛び出してしまいそうになる。なぜか公爵が廊下の突き当たり、一番端にあるクローディアの部屋の前に立っていたのだ。

　混乱する頭で必死に考える。公爵はなぜそこにいるのだろう。仮にクローディアへ用があって来たのだとするならば、それは一体。

　ううんと首を唸りつつ考えたところで、クローディアはあっと思い出した。

『また連絡をする』

　そういえば公爵は今朝、帰り際にそう言っていたではないか。そして、その言葉通りだとすれば。

「あの提案に、私は……」

　何と返事をするのだろう。自問しても答えは出て来ない。

　頭では良策だと理解しているが、そもそも手の震えすら抑えられなかったクローディアに、果たして恋人の振りが務まるのだろうか。他に良い案はないか、もしないのなら受け入れる覚悟をするだけの時間が欲しかった。

　しかし公爵は、その時間を与えてはくれないようだ。

　明日も仕事が控えている中、自室に戻る以外の選択肢はなく、逃げられない状況に大きくため息を吐いたクローディアは、不承不承反転して廊下へと足を踏み出した。そして、公爵の様子を窺いながら一歩ずつ慎重に歩いていく。

　けれど、すぐに公爵の紫紺色の瞳がクローディアの姿を捉えた。

「──アルトリア嬢」

　かけられた声にドキリとしたクローディアであったが、公爵が抱えているものに目を丸くするや否やピタリと足を止め、無意識に一歩後ずさった。どうやら人は、驚きすぎると声が出ないらしい。

　だが、クローディアが固まっている隙に長い足で素早く近づいてきた公爵によって、二人の距離はあっという間に縮められてしまった。

「君に、これを」

　その言葉とともに、大きな花束が目の前に差し出される。

　顔に触れそうなほど近づけられたあまり、クローディアはついうっかりそれを受け取ってしまった。そして、ゆっくりと花束に視線を落としたクローディアの目が徐々に見開いていく。

　──この薔ば薇らは……。

　クローディアが幼い頃から大切にしてきた、伯爵家の領地にある屋敷の温室に咲いていたものと非常によく似ている。

　ドレスのフリルのように、幾重にも重ねられた花弁。内側から外側に向かって白からピンクへと淡いグラデーションを描くそれは、王都では見かけることの少ない珍しい品種だ。

　数年帰れていない領地ののどかな風景や懐かしい思い出が次々と甦よみがえり、自然とクローディアの口元が綻んでいく。

　花束を通して懐かしいあの頃に思いを馳せていると、ふいに視線を感じた。
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　何とはなしに顔を上げてみれば、それはそれは満足そうにクローディアを見つめている公爵と目が合った。

　その瞬間、クローディアの頬はカアッと燃えるように熱くなった。

「こ、このようなものは受け取れません……っ」

　何をしているのだろう。流されるままに、うっかり貰ってしまいそうになった自分が恥ずかしい。

　クローディアは慌てて抱えている腕を伸ばして、公爵に花束を返そうとした。

　しかし公爵は、やんわりと片手でそれを押し返す。次いで困ったように眉尻を下げ、首を傾けながらクローディアの顔を覗き込んできた。

「もしや、この花が気に入らなかったのか？」

「いえ、そうではありませんが……」

　むしろ、花束自体は大変好ましいものである。

　けれど、理由もわからずに贈られたものを易々と受け取れるほど、クローディアは不用心ではない。ましてや異性からとなれば、伯爵家に生まれ育った娘としての観念がそれを止めた。

「いただく理由がありませんので……」

　だから受け取れないのだと再び花束を返そうとしたクローディアに、公爵がふっと目を細める。

「そう難しく考える必要はない。見返りは今、十分にもらったからな」

「……え？」

　困惑したクローディアは、今の言葉の意味を考えながら大きな目で公爵をじっと見つめた。

　公爵に渡した覚えのない見返りとは、一体何を指しているのだろう。

　答えを探るように瞳を覗き込んでいると、口元に手を当てた公爵がわざとらしく咳払いをした。

「……頼むから、あまりそういう顔はしないでくれ」

「申し訳ありません……」

　反射的に謝罪の言葉を口にしてから、クローディアはふと首を捻った。

　今の会話は、どこかおかしい気がする。自分はどういう顔をしていたのだろうと考えたが、それほど変な表情をしていたという自覚はない。それなのに、どういうことなのか。

　ようやく失礼なことを言われたのだと気がついたクローディアは、少しムッとしたように眉を寄せながら公爵を見上げたところで、今度は驚きに目を見張った。

　公爵の頬が、気のせいとは思えないほど赤く染まっていたのだ。

「あの……どうかなさいましたか？」

「……いや、君のその……君が、あまりにも……」

　口籠る公爵からは、肝心の続きが聞こえてこない。

　だからこそ、クローディアがどうしたのだとその先を促すように公爵の目をじぃっと見つめれば、なぜか彼はさらに狼狽うろたえだしてしまった。その際、自身の変化に気づいたらしい公爵は、大きな手で隠すように頬から口にかけては覆ったが、流石に耳までは覆いきれていないために、徐々に赤くなっていく様子がクローディアにははっきりと見えてしまっている。

　──いきなりどうなさったのかしら。私には覚えがないのだけれど……。

　気づかぬうちに、自分は何かしてしまったのだろうか。

　何と声をかければ良いかわからず戸惑うクローディアと、未だに顔を赤くしたままの公爵との間に、何とも言えない沈黙が流れる。

　居いた堪たまれない空気の中、腕に抱える花束を見つめつつもクローディアが思い倦ねていた時だった。

「あら……そこにいらっしゃるのは、クローディアかしら？」

　遠くの方から、誰かがクローディアの名を呼んだ。同時に足音が段々と近づいてくる。

「そのようなところに立ち尽くして、どうかなさいました、の……」

「ああ、エリザさん。遅くまでお疲れさまで……」

　この声は先輩侍女であるエリザだ。そう思い、何気なく振り返ったクローディアが、ハッと気づいた時にはもう遅かった。

　エリザが驚きに目を丸くし、両手で口元を押さえた刹那、現状を理解したクローディアの顔からサァッと血の気が引いていく。

「クローディアと……オルブライト公爵様？」

　クローディアの腕の中には大きな薔薇の花束、すぐ後ろには顔を赤らめている公爵。

　さてこの状況、クローディアはどのようにして切り抜けたらいいのだろう。




【埋まる外堀】







　今この場に流れているのは、クローディアの鼓動が聞こえてしまいそうなほどの恐ろしい沈黙だ。

　驚きのあまりエリザは未だ微動だにせず、一方のクローディアもまた、心臓の激しい動きに反して体はピシリと固まってしまっている。

　──ど、どうしよう……。

　本音を言えば、今すぐ逃げ出してしまいたい。ついでに、エリザの記憶も消してしまいたい。

　けれど実際にはそのようなことなど出来るはずもなく、見られてしまった以上、まずは確実にしているだろう誤解を解かなければとクローディアは慌てて口を開いた。

「あの、エリザさん。これはその……えっと、つまりですね……」

　だが、虚むなしくなるくらいに何一つ上手い言い訳が浮かんでこない。

「ええと、特にその、大した理由はなく……」

　エリザに追及の機会を与えないようにと、とりあえずぽろぽろと言葉をこぼしながら繋いではいるものの、それが的を射ていないことくらいクローディアにも十分にわかっている。

　むしろ、言いながら自分でも首を傾げたくなっているほどだ。

　理由のない、これほど大きな薔薇の花束とは何なのだろう。それも夜に、わざわざクローディアの部屋を訪ねて来てまで渡すその意味とは一体。

　おまけにクローディア自身も、なぜ公爵が花束を渡しに来たのか今一つ理解出来ていない。

　──ああもう、何と言えばいいのかわからないわ……。

　時間、場所、物。全てにおいてただならぬ関係を示している中で、何を言えばエリザに信じてもらえるのだろう。どう言えば、彼女の誤解を解くことが出来るのだろう。

　良い案も浮かばず、途方に暮れたクローディアは助けを求めるべくちらりと後ろを窺ったが、公爵は驚くほどに平然としており、何を考えているのかさっぱり伝わってこない。けれど、とりあえず頼れそうにないということだけは残念ながらわかってしまった。

　そうして身の置き所のない空気の中、どうすれば打開できるのだろうとクローディアが必死に考えていると、突如として静かな廊下にぽんと手を打ったような音が響き渡った。

「まぁまぁ！　そういうことでしたのね……！」

　そういうこととは……と顔を青ざめさせつつ再び振り向いた先にいるエリザの目が、今までに見たことがないくらいにきらきらと輝いている。

　その姿に、嫌な予感がしたクローディアの頬は引き攣つった。

「もう本当に、クローディアったら隠すのがお上手なのだから」

「エ、エリザさん……？」

「そのうえお相手が公爵様だなんて、わたくし本当に驚いてしまいましたわ！」

「誤解です……！」

　やはりエリザは、クローディアの予想通り、思い違いをしているようだ。

　慌ててクローディアが否定する。だが、目の前に立つエリザの表情を見ているうちに、段々と冷や汗が流れてくる。

　どうしてそこで、彼女はうふふと楽しそうに笑うのだろう。

「あらあら、他人に知られるのが恥ずかしいだなんて、初々しくて可愛らしいですわね」

　予想外の斜め上の解釈に、思わずクローディアの口がぽかんと開いた。

「それにその見事な花束。深い愛情の証ですわ」

　クローディアと公爵をうっとりしながら交互に見ているエリザには、先ほどのクローディアの否定の言葉など全く届いていないようだ。しかし、これはまずい。

　焦ったクローディアは、普段よりも声を張り上げた。

「エリザさんっ、ですからそれは間違いで──」

「失礼、そちらはアルトリア嬢の朋ほう輩ばいでしょうか？」

　にもかかわらずなぜ、今このタイミングで公爵は口を開いたのだろう。

　歩を進めた公爵が、後ろから遮られたあまり目を見張るクローディアの隣に並ぶ。

「ご挨拶が遅れてしまい申し訳ありません。彼女と同じ王妃様付きの侍女をしております、エリザ・トラスと申します」

「トラス……ああ、騎士団に所属されているトラス男爵の奥方ですね」

「ええ、いつも主人がお世話になっております」

　現状には関係のない話をする二人のあまりの和やかさに、先ほどまでの焦りを忘れてしまいそうになる。けれど流石に会話に入る余裕はなく、だからといってその場から立ち去ることも出来ずに一人取り残されている状態のクローディアは、花束に視線を落としながら思った。

　もうどうかこのまま忘れてはもらえないだろうかと。

　けれどそれは当然、無理な話だった。

「ところで、お二人はいつから……？」

　再び元の話へと戻したエリザが期待から瞳をきらきらと輝かせつつ、クローディアと公爵に向かって小首を傾げてくる。

　可愛らしく好奇心溢れる彼女の姿にぐっと詰まり、眉を寄せて悩むクローディアの肩に、ぽんと温かい手が乗せられた。

　──公爵様……？

　隣にいる公爵を見上げれば、クローディアを安心させるかのように柔らかく微笑まれ、知らぬ間に強こわ張ばっていた体からふっと力が抜ける。恐らくこういう場合、クローディアよりも公爵の言葉の方がエリザにもしっかり伝わるだろうと、ようやくほうっと安堵のため息を吐いた時だ。

「私の方はもう、十三年ほど前から思い焦がれていましたが。彼女の方は……」

　さらりと告げた公爵の隣で、クローディアは予期せぬ答えに目を瞬いた。

　──え？　……え？　公爵様は今、何と仰ったの……？

　今の言葉は何なのだろう。想像とはあまりに違う発言に、頭がついていかない。

　それでも目が回りそうなほどに考えを巡らせ、少しずつ理解し始めたクローディアの目が、こぼれ落ちそうなほどに見開かれていく。

　その隣で公爵は、続きを匂わせるようにふっと嬉しそうな笑みをこぼした。

「……っ、なぜそのような──」

「まあぁ！　それはおめでとうございます！」

　どうしてそのような嘘を吐くのだというクローディアの言葉が、エリザの高く大きな声に隠される。これではもう、何を言っても誤解を解くことなど出来そうにないではないか。

　嬉しそうに手を叩いているエリザのことも忘れて、公爵に今のはどういうことかと問いただそうとしたその時、小さな呟きがクローディアの耳に届いた。

「あらでは……あのお噂は……」

　ぽつりとこぼしてしまってから、エリザがハッとしたように手で口を押さえる。

「ああ、私が王妃陛下に横恋慕しているという噂ですか？」

　瞬間、クローディアはひゅっと息を飲んだ。

　そして目の前では、それについて何と答えるべきか迷うようにエリザが目を泳がせている。

「お気になさらず。あれは、ただのつまらない嘘です」

「……嘘、ですか？」

「私は昔から、アルトリア嬢一筋ですので」

　それこそ嘘だ。というのに、公爵の言葉を信じてしまったエリザが、再び瞳をきらりと輝かせた。

「やはり公爵様は誠実なお方でしたのね。となると、長い間歯は痒がゆい思いをされていたのでは？」

「ええ、それはもう。ですが王妃陛下が懐妊されて、彼女もようやく私の方に目を向けてくれるようになりましてね」

　公爵が然さも愛おしそうな眼差しを、クローディアに向ける。

「ですが、彼女はその根も葉もない噂を大分気にしているようでして……」

　エリザとの会話中、公爵が何かを伝えるようにクローディアへと目配せをしてくる。

　──……あぁ、そうか。これは、そういうことなのだわ。

　公爵がどこまで計算していたかなどわからない。けれど今ここでクローディアが否定してしまったら、もう先日の公爵の提案に乗ることは不可能だろう。

　エリザは今、公爵の偽りを完全に信じている。それならば自分も覚悟を決めるべきなのかもしれない。

　クローディアは、これまでに浮かんでいたすべての否定の言葉をぐっと飲み込んだ。

「まぁ……では、わたくしにお任せ下さい！」

　ぽんと手を打ったエリザが、自信満々に言い放つ。

「侍女の情報網を侮ってはいけませんわよ。お二人のことは王宮中、いいえ社交界中にあっという間に広げてみせましょう」

「それは頼もしいですね。トラス男爵夫人、ぜひとも宜しくお願いします。それでは、私はこれで」

　そう告げた公爵だが、すぐには立ち去らずクローディアの耳にサッと顔を寄せる。

「詳しい話は、また明日に」

　無言でこくりと頷いた直後、公爵がクローディアの顎に手をかけ、自身の方へと向かせた。それと同時にクローディアの目の前に、ふっと影が落ちる。

　視界いっぱいに公爵の顔が広がり、先日と同様に、唇に他人の柔らかな熱が感じられる。

　その瞬間聞こえたエリザの黄色い悲鳴が、クローディアにはどこか遠くのことのように思えた。




【思わぬ誤算】







「──ですわね！　……あら、クローディア？」

「……え？」

　エリザに呼びかけられ、ようやく遠のいていた意識が戻ってきた。

　そしてどうやら、クローディアが呆然としている間に公爵は去っていったようで、辺りにはもう姿どころか気配すら全く残っていない。

「もう、仕方がありませんわね」

　聞いていなかったことを咎とがめるような口振りとは裏腹に、エリザの表情は実に楽しそうだ。

　次いでエリザはサッと胸元で両手を組むと、夜空の星々のように目を爛々とさせた。

「それにしても去り際にキスだなんて、わたくしまでドキドキしてしまいましたわ！」

「……っ！」

　それまではどこかぼんやりとしていたクローディアの頭が、水を被ったかのように急速に冷える。

　溢れてくる感情が口からこぼれだしそうになり、慌てて唇を噛み締め、花束をぎゅっと抱えて抑え込む。

　──あ、あ、ありえない。公爵様は一体何をお考えなの……！

　昨夜とは違い、今夜の公爵は酔ってなどいなかったはずだ。

　つまり公爵はクローディアを王妃と見間違えたわけではなく、むしろ目の前にいるのがクローディアであると確実に認識していたというのに、一体なぜ口づけなどしたのだろう。

　考えてもわからない暴挙に、目頭がカアッと熱くなる。

　──もう、何で……今夜もまた、公爵様に……。

　唇を奪われた。決して許したわけではなく、さらりと掠め取られたのだ。

　これは、油断していたクローディアが悪いのだろうか。

　いやそうではないと、手の早い不埒な公爵の方に問題があるのだと頭では理解している。

　けれどやはり防げなかった悔しさや悲しみから、クローディアの瞳が自然と潤んできた。

　──……でも、だめよ。今ここで泣いては。

　この場で涙を流してしまったら、エリザはきっと不審に思うだろう。恋人関係にある人間から口づけられただけで泣く人間などいるはずもないのだから。

　泣いてしまったら折角得た好機が無駄になってしまうだろうと、クローディアは目に力を入れて浮かんだ涙を必死に抑え込んだ。

　そうしてようやく治まった頃、ほうっと満足そうな息を吐いたエリザがうっとりと呟いた。

「十三年前からだなんて素敵ですわね。まるで、わたくしの大好きな恋愛小説のようですわ」

　恋に憧れる少女のように、うっすらと紅色に染まった頬に手を当てているエリザから、居た堪れずクローディアはそっと目を逸らした。

「ええと、それは……」

　紛れもない嘘である。

　公爵が思い焦がれているのは王妃であり、なおかつクローディアが公爵と初めて出会ったのは十年前だ。その時公爵が、王妃であるディアナの婚約が決まったことにより失恋の涙を流していた様を、クローディアは今でもよく覚えている。

　それなのに公爵は何とも面倒な嘘を吐いたものだ。これでは誤魔化し辛いではないか。

　完全に信じている先輩侍女に何と言おうかクローディアが悩み、眉を寄せていると、それを見たエリザは驚くほどに良い方向へと勝手に解釈した。

「どうやら、それはお二人だけの秘密にしておきたいようですわね」

　うふふと笑い、わかると言いた気にエリザが頷く。

　その反応に一瞬迷いはしたものの、追及されたところで答えられそうにないクローディアは、もうそういうことにしてしまおうと頷き返した。

「では、公爵様のあのお噂はわたくしに任せて下さいな。その代わりクローディアは、公爵様を信じてさしあげなくては駄目ですわよ」

　エリザが頼もしい声音で、胸を反らしつつ自信たっぷりに言う。

「……そうですね。宜しくお願いします、エリザさん」

　彼女に任せておけば、公爵の横恋慕の噂も少しは下火になるだろう。

　これで少しだけ安心出来そうだと頭を下げたクローディアがゆっくりと顔を上げた刹那、エリザは可愛らしく片目をぱちりと瞑って見せた。

「恋人らしいお熱いキスまで見せて頂けましたもの、わたくし頑張りますわね！」

「え……」

　思わず間抜けな声を漏らしたクローディアに、エリザが茶目っ気たっぷりに笑う。それから「では、おやすみなさい」と告げて、エリザは自室へと帰っていった。




　彼女の後ろ姿を呆然と眺めつつ、一瞬の間を置いて理解したクローディアの目が大きく見開いた。

　──そうだわ、目の前にエリザさんがいたのに……！

　公爵に、人前で恐ろしくはしたない真似をされてしまった。

　いや、人気がなかったとしても許せはしないが、それでもやはり見られた故の羞恥心から肌が焼けるような熱さを持ち、じわりとまた目が潤み始める。

　けれどその時クローディアは、信じられない事実にはたと気がついてしまった。

「恋人らしいって、まさか……」

　羞恥からそれまで真っ赤に染まっていたクローディアの顔が、見る見るうちに青ざめていく。

　もしやこれも……この口づけすらも、公爵の考える恋人の振りというものに入っているということだろうか。いや、それは流石に冗談だと思いたい。そうでなかったとしたら、クローディアの考えていた恋人の振りと、あまりに解離しすぎである。

　ここまでの接触など全く想定していなかったクローディアは、頭を抱えてその場に蹲りたくなってしまった。

　そもそも、あれほど一途に愛する相手がいるというのに、王妃以外の何の感情も抱いていない人間にキスが出来るなど、クローディアには到底考えられなかったのだ。

　だからこそ心のどこかで、素面の公爵ならそういうことはしないだろうと安心してしまっていたことが裏目に出たのだろうか。それとも、自分が浅はかなだけだったのか。

「私、この先大丈夫かしら……」

　大丈夫だとはとても思えない。

　けれどもう、今さら否とは言えないのだ。エリザに知られた今、きっとこれからクローディアと公爵の噂は物凄い速さで広められていくのだろう。

　自身の考えの甘さを、今さらになってまざまざと突きつけられたクローディアは、青い顔のまま花束を抱え直し、鍵を開けてから暗い自室へと入ったのだった。




【再びの薔薇】







　翌日の夕食時、早くもクローディアは好奇に満ちた視線を感じ始めていた。

　エリザに二人の関係を知られてから、まだ一日と経っていないにもかかわらずである。

　それはエリザの仕事が早いからか、それともやはり噂の主が公爵であるからなのか。

　恐らくその両方だろうと考えるクローディアは、一晩眠ったことで多少なりとも気持ちの整理がつき、顔を青くしていた昨夜よりもいくらか落ち着きを取り戻していた。

　そして仕事を終えた今、自室の前に公爵の姿はなく、身構えていた体からふっと力の抜けたクローディアは自室に入るなり、行儀が悪いと思いつつもぼふりと音を立ててベッドに倒れ込んだ。

　何だか、建国記念日に行われた大舞踏会が、もう大分昔のことのように感じる。

　それほどこの二日間は目まぐるしく、また気苦労の多いものでもあったと、クローディアは溜まった疲れを取るようにふうと長く息を吐いた。

　──……そうだ、気分転換に明日のお休みはどこかへ出掛けよう。

　折角、明日は仕事が休みなのだ。王宮から目と鼻の先にある王立図書館で、一日ゆっくりと本を読んで過ごすのはどうだろう。以前読んだ推理小説の続きも気になるし、また新たな冒険小説を探してみるのも良いかもしれない。あるいは、この機会にじっくりと古い歴史書を読んで知識を深めるというのも悪くないだろう。

　そういえば、大通りにある行きつけのカフェに新作のケーキが出たと、先日ヘレナが話していた。

　騎士が巡回しており、治安も良いあの通りなら、一人で行っても問題はないだろう。

　秋限定のクローディアの大好きな葡萄を使ったケーキとなれば、きっと美味しいに違いない。それなら図書館を訪れた後、カフェにも寄ってみようか。

　明日の予定に心が弾んだクローディアは起き上がり、天気を確かめるべく夜空を見ようと窓に近づいたところで、ふと窓辺に飾ってある薔薇の花に目を留めた。

　昔から大好きなその薔薇に吸い寄せられるように顔を近づけていくと、甘やかな香りが鼻孔を擽り、自然と口元が緩んでいく。

「……不思議ね、何だか香りまで似ている気がするわ」

　さらに近づいて目を閉じ、胸いっぱいにその香りを吸い込めば、瞼の裏に幼い頃の大切な思い出が甦ってきた。

『──この薔薇は、お姫様へ愛を捧げる様子を表しているんだ』

　内側から外側へ、白からピンクへと淡いグラデーションを描くその薔薇が載る図鑑をクローディアに見せながら、低くはないが掠れた声で教えてくれたあの少年の姿が思い出される。

　眼鏡のよく似合う利発そうな顔つきに、クローディアの兄達よりも小柄に見えた体躯。

　けれど王宮の庭園で開かれた茶会で香水に酔い、挙げ句の果てには木の枝に髪を引っかけ身動きが取れなくなっていたクローディアを、まるで絵本の中の王子様のようにサッと助けてくれた人。

　そこまで思い出してクローディアは、はあとため息を吐いた。

　──……だめね。結局いつも、最後にはこうだもの……。

　あの時、クローディアは少年の名前を聞き忘れてしまったのだ。

　あとから両親や兄達に尋ねてはみたものの思うような答えは得られず、社交界デビューした後、再会を期待して参加した夜会でも、ついぞ見掛けることはなかった。

　少しだけ悲しい思い出まで甦ってしまい、落ち込んだ心を上向かせるように薔薇から視線を外し、窓の向こうの夜空を見上げる。

　輝く星々を見るに、明日も晴れるのだろう。

　それならやはり明日は出掛けようと夜空を眺めている最中、コンコンと扉がノックされた。

「アルトリア嬢、遅くなってすまない。今から少し良いだろうか？」

　公爵の低く、けれど聞き取りやすいはっきりとした声に呼ばれたクローディアは、まず自分を落ち着かせるようにゆっくりと深呼吸をした。

「……ええ、大丈夫です。今開けますね」

　それから、今夜公爵と話すべき内容を今一度頭に思い浮かべる。

　広まりつつあるクローディアとの噂を裏付け、出来ることなら加速させ、そして王妃への横恋慕の噂を払拭するために、今自分が取るべき行動とは何か。

　一瞬だけ脳裏を過った過去の淡い恋心に、ぎゅっと唇を噛み締めたクローディアが扉を開けた瞬間、甘やかな香りがふわりと漂い、白やピンクの何かが視界を埋めつくした。

「きゃっ…………あ、これは……」

　驚いたあまり咄嗟に両手で受け取ってしまったクローディアは、差し出されたそれが何であるか、抱え直してから気がついた。

「二日続けて同じものを贈るのも、正直どうかと思ったが……。やはり、君にはその花が一番似合うな」

　クローディアを見つめる公爵が、ふっとどこか嬉しそうに目を細める。

　それと同時に告げられた台詞に一瞬小さな違和感を覚えたクローディアであったが、それよりもと思う。

　──昨日も良くわからないまま受け取ってしまったのに、また今日も……。

　よくわからないまま受け取ってしまった。

　そしてまた胸元からふわりと漂う甘やかな香りにうっとりとしそうになり、慌てて首を横に振る。

「で、ですから……こういうものを、理由なく頂くのは──」

「もしや、他のものの方が良かったか？」

「え……？　いえ、私はこの薔薇が一番好きですけれど……、あ……」

　ついうっかり本音を告げてしまった。

　だがもう取り消すことは出来ず、何より公爵の瞳はとても嬉しそうに輝いている。

「では、どうかそのまま受け取ってほしい」

　うっかり本音をこぼしてしまった恥ずかしさからクローディアの頬は紅色に染まり、目も僅かに潤む。

　加えて何かを言おうと一度は口を開けたものの何も言葉が出て来ず、諦めるように閉じたクローディアは、心の中で自分に言い訳をした。

　──ええと、今日だけよ。今日だけだから……。

　だから今日だけは受け取ろうと、自分を納得させるように一つ小さく頷く。

「……ありがとうございます、公爵様」

　そうっと見上げてからふんわりと頬を緩めた瞬間、目を見開いた公爵が石のように固まった。

「……え？　あの、公爵様……？」

　いきなりどうしたというのだろう。

　声を掛けても何ら反応のない公爵に、クローディアは首を傾げた。

「もしやどこか、具合でも……？」

　あまり悪そうには見えないがそれでも、こうも微動だにしないと少々心配になってくる。

　それ故に大丈夫だろうかと不安げに眉を寄せたクローディアが、しばし公爵の顔を覗き込んでいると、ようやくぱちりと目が合った。

「良かった、何だか急に動きを止めてしまわれたので──」

「すまない、今夜は無理そうだ」

　動き出した公爵に安堵したクローディアが、穏やかな笑みを浮かべる。

　その姿を目にした刹那、頬をぶわりと赤らめ、クローディアから勢いよく視線を外した公爵がくるりと反転し、彼女に背中を向けた。

　急な態度の変わりように戸惑うクローディアをよそに、公爵は必要事項を早口に告げる。

「アルトリア嬢。明日の十三時、西門を出たところで待っていてほしい」

「え……？　あ、ええと、明日は……」

「では、良い夢を」

「えっ、あっ……お待ち下さいませ、公爵様……！」

　逃げた。逃げ出してしまった。

　思わずそのような感想が頭に浮かぶほど素早く去っていった公爵に、クローディアはその場に呆然と立ち尽くした。

　一体何が起きたというのだろう。先ほどまでは普段通りの余裕が感じられたというのに、公爵は急にどうしたのか。

　思い返してみてもさっぱりわからない公爵の不可解な行動に、クローディアはううんと首を捻った。捻ってみたが、やはりわからなかった。

　それにしても、なぜ明日なのだろう。

「私の、明日の予定が……」

　図書館を訪れることも、カフェでケーキを味わうことも恐らく出来ないだろう明日を思い、がっくりと肩を落としたままクローディアは自室の扉を閉めた。




【馬車にご用心】







　つばの広い帽子を押さえて、高く澄み渡る空を見上げる。秋の心地よい晴れ空からは、まだ冬には程遠い暖かな日差しが降り注いでいる。

　それと同時に爽やかな風がふわりと柔らかく頬を擽る中、クローディアは一人指定された西門へと向かっていた。

　王宮の門は東西南北の四ヶ所にあり、西門を出た先にあるのは貴族の居住区域だ。

　ここのところ、王妃の体調や大舞踏会の準備等で慌ただしい日々を過ごしていたために帰れていないクローディアの実家も、もちろんそこにある。

　ただ、東門からすぐの王立図書館や、南門の先の大通りにあるカフェは一日の休みで行くことが出来るため、クローディアも日頃から頻繁に利用していた。

　クローディアの歩みに合わせて、被っている帽子の下に隠れている後ろで一つに纏めた髪やシンプルなワンピースの裾がふわりと小さく揺れる。

　──公爵様とのお話が終わったら、今日はそのままカフェに行こう。図書館は、また今度ね。

　そのためにクローディアは、必需品の入ったポシェットを肩から掛けて来ていた。

　日が落ちるまでには帰ってこようと王宮の敷地内をサクサク歩き、西門を守る衛兵に名を伝えて外へ出る。

　それから、公爵はもう来ているだろうかと辺りを見回そうとしたその時だった。

「アルトリア嬢、こちらだ」

　突然声をかけられ、振り向いたクローディアは、その先の光景にぎょっとした。

　──馬車だ。

　けれど、一般的なものよりも明らかに値の張る大きく荘厳な箱馬車に、クローディアはついぽかんと開きそうになる口を慌てて両手で押さえた。

　これほどのものは相応に裕福な実家の伯爵家でも所有しておらず、三年ほど前に出席していた夜会ですら、殆ど見掛けたことがない。

　家格を表すような立派な馬車にはオルブライト公爵家の家紋が描かれており、隣に立つ仕立ての良いラウンジスーツを身に纏った公爵共々、当然多くの人目を引いている。

　その内の一人として、ついしげしげと馬車を見てしまっていたクローディアの元へ近づいてきた公爵が、身を屈め、目の前にスッと手を差し出した。

「さあ、行こうか」

「……どこへ？」

　公爵はクローディアをエスコートしたいようだが、果たしてどこへ連れて行くつもりなのか。

　いきなりの行動に頭も心も付いて行けず、ゆっくりと首を傾げたクローディアを見るや否や、公爵が驚くほど素早く動いた。

「──きゃっ、……え、ちょっと一体何を……っ」

　驚く心とは裏腹に、足が一歩、二歩と前に出る。

　だが、それもそのはずだ。クローディアの横に立っている公爵が、彼女の腰に手を添える……というよりも、抱えるような形で少々強引に歩かせようとしているのである。

　とはいえそのような状況でも転ぶ心配がないのは、公爵のもう片方の手が彼女の手を捕らえるように握っているためであり、同時に身を捩ることすら出来ないクローディアの足は止まることなく前へ前へと進んでいく。

　公爵の洗練された振る舞いにより、端から見れば誰もが羨むようなエスコートだが、逃げ道を失ったクローディアは混乱からまともな抵抗も出来ないまま、馬車まで歩いてきてしまった。

　そんな二人の姿を温かく見守るように目を細めつつ待っていた御者が、扉を開け、恭しく頭を下げてから離れていく。

　その後ろ姿を見るともなしに眺めていると、突如として吐息に耳朶を擽られた。

「──君の恋人は私だろう？」

　途端に、心臓が大きく跳ね上がる。

　咄嗟に握られていた手を振り払い、熱い耳を押さえる。それから後ろを振り向きつつ仰げば、眉尻を僅かに下げ、悲しそうな色を宿した紫紺色の瞳がクローディアをじっと見つめていた。

「それは……」

　確かにクローディアは一昨日から彼の恋人役を担ってはいるが、それがどうしたというのだろう。

　悲しそうに自分を見つめる公爵の真意が読めず、首を捻ったところでクローディアは、あっと気がついた。

　──……そうか、今は人前だもの。公爵様は、もっとそれらしく振る舞うべきだと私に仰りたいのだわ。

　ようやく公爵の質問の意図を理解出来たクローディアは、小さく息を吐き出すと、一昨日決めた覚悟を思い出すようにしっかりと頷いた。

「そうですね、公爵様」

　自分の役目を改めて理解したと伝えるように、公爵の瞳を強く見つめ返す。

　それに対して公爵が満足そうな笑みを口元に浮かべたため、やはり自分の解釈は当たっていたのだとクローディアは一人納得した。

「では、乗ってくれ。馬車の中で話をしよう」

「ええ、わかりました」

　けれど、即答してから思った。いや、でもそれは少し考えさせてほしいと。

　純潔を重んじる貴族の間では通常、未婚の男女が人目につかないような密室で二人きりになる事態は、避けるべきだと考えられている。尤も、婚約者が相手の場合は多少目を瞑ることもあるようだが、クローディアも淑女教育の一環として、家庭教師から厳しく教えられてきていた。

　しかし、密室であると同時に、大事な移動手段でもある馬車は果たしてどちらなのだろう。

　それともう一つ。

　──この馬車に、乗るの……？

　間近で見ればより一層立派な馬車と、自分の至ってシンプルなワンピースとを交互に見やる。

　その結果尻込みしたクローディアを不思議そうに見ていた公爵が、ふと何かに気がついたように「ああ」と呟いた。

「……そうか、服の裾を踏んでしまわないか心配なら、私が君を抱え上げよう」

　思いもよらない申し出に、クローディアは思わず自分の耳を疑った。

　だが、公爵が反対側に回り込み、片手は背中に、もう片方の手は膝裏へと向かうのを見た瞬間、慌ててその手を追いかけ、パシリと掴んだ。

「その必要はありませんので……っ」

「いや、遠慮しなくていい。君の一人や二人、抱え上げられる程度には私も鍛えているからな」

　淡々とそう述べ、掴まれている手からそっと自分の手を抜こうとする公爵に、クローディアはその手を離すまいと強く握りしめた。

「いえ、遠慮ではなく本当に、結構です」

「確かに気にする女性は多いだろうが、小柄な君に重みなど感じるはずもないのだから、安心して任せてほしい」

　全く噛み合わない会話に頭を抱えてしまいたくなるが、今手を離せば公爵は間違いなく自分を抱え上げるだろう。

　衆目の中で抱きかかえられてしまうくらいならもう、この際家庭教師の教えは一旦忘れて馬車に乗ってしまった方がいいだろうと、クローディアが意を決して足を踏み出そうとした時だった。

「──君の手を離すのは、非常に名残惜しいが……失礼」

　ふわりと地面から足が離れ、目線が急に高くなる。

　驚きのあまり声も出ず、ひゅっと息を吸い込んだまま身を固くしたクローディアを抱え上げた公爵が、そっと彼女の身体を奥の座席へと下ろした。

　それから彼女の隣に公爵が座ったところで、馬車の扉は外から閉められた。




　荘厳な馬車は内装も素晴らしく、全体的に品のある落ち着いた色合いで纏められており、窓には細かな刺繍の施された美しいカーテンも掛けられている。また、広い座席はふかふかと柔らかく、座り心地も良さそうで、これなら長旅も苦ではないだろうとも思うが、正直今のクローディアにそれらを感じられるだけの余裕はない。

　心臓は飛び出してしまいそうなほどに早鐘を打ち、瞼も閉じたり開いたりと忙しなく動いている。

　それほど久方ぶりに感じた浮遊感に、クローディアは驚いたのだ。

　──た、確かに頼りなくはなかったけれど……。

　不意打ちは、いくら何でも心臓に悪すぎる。

　そのうえ羞恥心も相俟って、未だ鼓動が速いままのクローディアを、隣に座る公爵が心配そうに呼ぶ。

「アルトリア嬢？」

　黙り込むクローディアを不自然に思ったのだろう。

　大丈夫かと問うような視線に、クローディアは眉尻を下げつつ首を横に振った。

「酔わないか心配なら、その帽子は脱いで外の景色でも見ていた方が良いのではないか？」

　とりあえず一言くらい言っておこうと開きかけていた口のまま、ぱちりと目を瞬く。

「景色、ですか……？」

　確かにクローディアは幼い頃、馬車に酔うことが多かった。

　社交界デビューをした辺りからはそれも大分少なくなったが、流石に他家の馬車には自信がない。

「そうですね、その方が……」

　公爵の助言通り脱いだ帽子を膝に置き、そう言いかけたところではたと気がついた。

「この馬車を、走らせるおつもりですか？」

「そう長くはかからないが、気分が悪くなったら我慢せず、すぐに言ってくれ」

「ありがとうございます。──……っ、そういうお話ではなく、行き先はどちらで？」

「それは……」

　公爵が何と答えるべきか迷うように顎に手を当てる。

　その様子に、クローディアは段々と不安を抱きはじめた。この人は一体自分をどこへ連れて行こうとしているのだろう。

　中々その続きを話そうとしない公爵に焦ったクローディアが、もう一度問おうと体ごと振り向いた瞬間、動き出した馬車の影響で突然視界がグラリと揺れた。

「──きゃっ！」

　思わずぎゅっと目を瞑る。それと同時に、揺れた身体が引っ張られるままに何かに倒れこんだ。

　幸い痛みはないが、ふかふかとした柔らかな座席とは違うこの適度な固さは一体何なのだろう。

「大丈夫か？　どこか打ったところは？」

　公爵の酷く心配そうな声が、なぜか真上から降り注ぐ。

　そうしてゆっくりと目を開ければ、視界いっぱいに上質な黒い布地が広がっており、背中から腰にかけては太く逞しい腕が回されているようで、重みを感じる。

　この状況は、まるで。

「あ、わ、わたし……」

　大舞踏会の夜のことが、瞬く間に脳裏に甦る。

　けれどあの時とは違い今は昼間で、廊下ではなく馬車の中で、公爵は酔ってなどいなくて、何もかもが異なっているというのに。それなのに思い出した心は制御出来ず、身体が震え出し、目にも涙が溜まっていく。

　それでも早く離れなければと、上手く力の入らない手を座席について起き上がろうとした時、クローディアの体がふわっと浮き上がった。

「──ひっ……！　あ……」

　幼い子供にするように、両脇の下に手を入れてクローディアの身体を持ち上げた公爵が、窓のすぐ側へ、まるで壊れ物でも置くかのように彼女をそうっと下ろした。ついでに床に落ちてしまっていた帽子を拾い上げ、向かいの座席に置く。

　そして放心状態のクローディアから離れるように、反対側の窓の側へと公爵は座り直した。

　それ故に、二人の間には先ほどよりも大きな隙間が出来てしまっている。




【吐露する思い】







「……すまない、痛みは？」

　心臓の鼓動すら聞こえてしまいそうなほどの静寂の中に、先ほどと同じ公爵の心配そうな声が落ちる。

　それまで放心していたクローディアは、その問いかけでやっと我に返った。

「……いいえ、ありません」

「そうか、良かった」

　安堵したのか、隣からほうっと息を吐く音が聞こえてくる。

「……だが、本当にすまなかった」

　その一言でわかった。きっと公爵は気がついたのだ。

　クローディアの身体が震え出した、その理由に。

「どれだけ詫びても、足りはしないだろうが……」

　すまない、と公爵が再度謝罪の言葉を口にする。

　──……でも、もうこれ以上謝罪がほしいわけではないのに……。

　心ではそう思っていても、中々返す言葉を紡ぐことの出来ないクローディアが、俯き悩む。

　けれど、どれだけ悩んだところで今の複雑な心境を簡潔に言い表すことなど出来そうにない。故に暫くしてから諦めたように顔を上げると、公爵はクローディアに向かって深く頭を下げていた。

「あ、頭を上げて下さい……っ」

　思わず目を見張り、次いで飛び出た声が馬車内に響き渡る。

　声は思いの外大きかったようで、公爵以上にクローディア自身が驚いてしまった。

　そして余計に感じる気まずさから視線をさ迷わせ、膝に乗せた手までゆるゆると落としていく。

　永遠にも感じられるほどの息苦しい沈黙を、先に破ったのは公爵だった。

「……良ければ君が今思っていることを、恨み言でも構わないから全て教えてくれないか？」

　静かな声にゆっくりと目線を戻せば、真剣な表情をした公爵が一言も逃すまいと、クローディアをしっかりと見つめていた。

　心臓がドクリと脈を打ち、思わず腰を引けば肩が窓にあたり、それ以上は下がれそうにない。

　故に諦めたクローディアは一つ息を吐くと、小さく頷いてから、未だどう言い表せば良いのかわからない胸の内を吐露し始めた。

「……あの夜のことはもう、水に流したつもりでいました」

　公爵の提案を受け入れた時点で、クローディアも覚悟を決めたはずだった。

　だからエリザの前でキスされた時も、馬車に乗る際に抱え上げられた時も、内心動揺してはいたものの、それほど取り乱すことなくやり過ごせたのだと思っていた。

「それなのに、思い出してしまって……」

　似た状況になり、甦った恐怖が心を覆い尽くし、クローディアから冷静さも理性も全て奪い取った。震える体も溜まる涙も、自分のことだというのに止める術がわからなかった。

　クローディアの心の奥底には、まだ公爵への恐怖心が残っていたということなのだろう。

　そのことに、幾らか落ち着きを取り戻し、あの夜とは違うのだと理解出来た今、クローディアはようやく気がついた。

「……けれど、恨み言なんて言いません。公爵様は、私への償いにこの関係を提案されたのですから」

　許したかと問われれば否と答えたいけれど、それを言うのは道理に合わないことぐらいクローディアとてわかっている。自分の願いを叶えてもらっているのだ。だから恨み言は言わない。

　しかし一つだけ、どうしても困ってしまうことがある。

「どうしたら良いのでしょう……」

　ぽつりとこぼれた呟きは、他の誰でもない自分への問いかけだ。

　この恐怖心を払拭するには、一体どうすれば良いのだろう。どうしたら良いのかわからないけれど、それでも、いつまでも持ち続けていては公爵と偽の恋人関係を続けていくうえで、いつか足手まといになりそうだ。

　そうならないためにはと悩み、きゅっと眉を寄せるクローディアに恐る恐る公爵が口を開いた。

「……何がだろうか？」

「ですから、その……」

　促されるままに続きを言いそうになり、ハッとしたクローディアが慌てて口を閉じる。

　まさか、そのままの事実を──公爵への恐怖心をどうにかしたいなどと言えるほどの度胸はない。

　それをやんわりと、しかし間違いなく伝えるにはどう言えば良いのだろうか。

　とりあえず今は少しずつ言葉にしていこうと、クローディアは心の中で一つ頷いた。

「ええと、つまり……」

「つまり？」

　すかさず聞き返す公爵の声は、どうしてか物凄く硬い。

「出来れば、どうにかしたいのです」

「それは私に抱く恐怖心をか？」

「はい。……あ、いいえ、その……」

「良かった……」

　クローディアは「え？」と首を傾げた。

　公爵は今の会話のどこに、良かったと感じたのだろう。むしろうっかり本音を告げてしまったことで、傷つけたのではと思っていたクローディアの心に疑問符が浮かぶ。

　それ故に訝いぶかしむクローディアに対して、公爵は再び「良かった」と言いながら、心底安堵したような表情で深いため息を吐き出した。

「公爵様……？」

「もしや、この関係を解消されてしまうのではないかと思ったが……。──ありがとう、クローディア」

　これまで以上に柔らかな眼差しと、少しだけ下がる目尻。

　その中に輝く紫紺色の瞳が、名を呼ぶ声が、クローディアにしっかりと公爵の感じている喜びを伝えてくる。それと同時に、なぜかクローディアの心臓もまた跳ね上がる。

　──どうして……。

　急に呼び方が変わったのだろう。それほどまでに嬉しそうな顔をするのだろう。

　訳もないのに気になってしまう。理由を知りたいとも思ってしまう。

　けれど頭の中に浮かぶ疑問は、見惚れるような微笑を前に声にはならなかった。

「君がそう思ってくれるだけで今は十分だ」

　相変わらず嬉しそうに言う公爵が不思議で仕方ない。

　しかし、クローディアはゆるりと首を横に振った。

「ですが、このままでは……」

「──夜会で上手くやる自信がない、か？」

　ハッと息を飲む。

　それは今、自分が続けようとして思い止とどまり、飲み込んだ言葉だ。告げて理由を追及されては困るからと封じた言葉を、言い当てられてしまったクローディアの目が驚きに丸くなる。

「無理はしなくていい。君を今すぐ夜会に引っ張り出したりなどはしない」

「けれど……」

　噂を確実なものにするためには夜会に出席し、そこで仲睦まじく過ごすのが一番手っ取り早いだろう。もちろん王宮での噂話というのも広まるのは早いが、やはり目撃者は多ければ多いほど良いはずだ。それも、噂好きの貴族達が集まる場が最も望ましいと言えるに違いない。

　また、そのことに気づかぬ公爵ではないだろうになぜ、と問うような視線をクローディアが向ければ、顔を曇らせた公爵からどこか不安そうな眼差しが返ってきた。

「……君はまだ、忘れていないのだろう？」

　その瞬間、無意識にごくりと唾を飲み込んだ音が自分の喉から発せられる。

　それはただ単に、公爵への恐怖心のことを指しているのだろうか。それとも、もしや。

「何を……」

　クローディアの心にどのような傷が残っているのか、公爵はやはり知っているのだろうか。

　ただ、呟いた声は小さいうえに掠れており、公爵に届くことはなかった。

　代わりに、よく通る凛とした声が馬車の中に響き渡る。

「──アルトリア嬢、私に考えがある」

　その台詞は恋人の振りを提案した時と同じではあるが、クローディアにはどうしてか、少しだけ違うように感じられた。




【薄紅色に染まる一時】







　柔らかな甘さとともに淑しとやかさを醸し出す、落ち着いた色合いのピンクベージュのワンピース。

　丁寧に編み込まれた亜麻色の髪と、軽く直されたことにより華やかな顔立ちに見せる化粧。

　全身を映す大きな鏡の中にいるのは、久方ぶりに見る着飾った自分だ。

「大変良くお似合いです」

　側で満足そうに微笑むのは、先程クローディアを採寸した年とし嵩かさの女性である。

　その女性に促され、クローディアも再度、鏡に映る自分をじっくりと眺めた。

　着心地の良いワンピースは上質な生地で仕立てられており、襟元には白いレースや可憐なリボンが。裾には細かな花の刺繍が施されていて、とても美しい。また細く絞られた腰から裾へと徐々に広がっていくフレアは、乙女心を擽るような素晴らしいシルエットだ。そして顔を動かす度にキラキラと輝くリボンの髪飾りには、まるで夜空の星々のように小さな宝石がたくさん縫い付けられており、同系色の靴も含め、全体的に大変品良く纏まっている。

　──こういう装いは久しぶりだからかしら……何だか、そわそわするわ。

　そのせいだろうか。似合っていると言われても、あまり自信が持てそうにない。

　けれどその反面、いつも以上に心を踊らせている自分もいる。

　可愛らしいワンピースに靴や髪飾り、丁寧に編み込まれた髪と化粧。

　その一つ一つにやはり、妙齢の女性としてときめきを覚えずにはいられない。

　そしてまたクローディアが、果たして本当に自分に似合っているのだろうかと考え始めてしまった時だった。

「クローディア様、背筋が曲がっていらっしゃいますよ。もっと堂々となさって宜しいのです」

　ピシャリと告げられ、すぐさまクローディアの背筋が伸びる。

　その姿を見た年嵩の女性が、宜しいと言わんばかりに頷く。

　次いで、少しだけ側を離れると告げた彼女の後ろ姿を見送ってから、クローディアはふうと息を吐き、肩の力を抜いた。

　──……相変わらずのようね、モントン夫人は。

　数年前と全く変わっていないその姿に、思わず苦笑いがこぼれる。

　貴族御用達店の並ぶこの大通りの中で、最も歴史ある高級な仕立屋を夫とともに切り盛りするモントン夫人は、貴族の間でも特に有名だ。

　辛辣な物言いと媚びない姿勢は、本来なら貴族達に厭われそうなものだが、それにもかかわらず多くの客が訪れるのは、偏に彼女のセンスの良さが群を抜いているからだろう。彼女が一から仕立てるドレスは、着た人の魅力を最大限に引き出してくれるため、身に纏って社交の場へと赴けば、たちまち称賛や羨望の的となるのだ。

　もちろん、クローディアの社交界デビュー用のドレスを仕立てたのも彼女である。

「いかがです？　オルブライト公爵様」

　いつの間にか戻って来ていたモントン夫人に促された公爵が、徐にクローディアの元へと近づいてくる。

　そして斜め後ろに立ち、鏡に映る自分の姿をまじまじと見つめる公爵の熱い視線に、クローディアの頬は段々と火照り出した。

　当然だろう。着飾った姿についての感想を、それも男性に求めるというのはとても恥ずかしく、思わずこの場から逃げ出して、どこかへと隠れてしまいたくなるほどである。

　けれどまさかそのようなことが出来るはずもなく、耐えきれなくなったクローディアはその視線から逃れるように目を逸らし、公爵の感想を待った。

　しかし、どれだけ待っても公爵は感想を口にしない。それなのに、ただただクローディアの姿をじっと見つめ続けている。その間流れ続ける沈黙が、さらに居た堪れなさを助長する。

　もうこの際、あからさまな世辞で良いから何か言ってほしいとクローディアが願ったその時、側から厳しい声が飛んできた。

「公爵様、女性への誉め言葉を欠かすなど紳士にあるまじき行いですよ」

　一瞬、自分への叱責かと思ったクローディアの背筋がピシリと伸びる。

　だが、それはクローディアではなく公爵に向けられたものであった。

「いや、すまない。そういうつもりでは……」

　厳しいモントン夫人に気圧され、たじろいだ公爵が口元に手を当てる。それから、気を取り直すように公爵は一つ咳払いをした。

「……いや、本当に良く似合っている。出来ることなら、私以外の誰の目にも触れさせたくないくらい……可憐だ」

　薄うっすらと顔を赤らめ、甘い熱の籠った声音でそう告げる公爵に、クローディアの目が大きく見開いていく。それと同時に、頬が勝手にぶわりと紅潮し始めた。

　公爵は何て台詞を吐くのだろう。全く耐性のないクローディアの心臓は、もう兎うさぎのように跳ね続けてしまっている。

　それでも一欠片の理性が、これは新手の世辞なのだからと訴えてくるが、あまりにも大きい言葉の威力に、治まらないクローディアの激しい心臓の鼓動が公爵やモントン夫人にまで聞こえてしまいそうで困る。

　対してモントン夫人は当然だろうと言うように頷くと、静かにまたその場を離れた。

　そうして取り残された二人の間に流れる空気の何とも言えないようなこそばゆさに、段々と耳まで熱くなってくる。いや多分、もう赤くなってしまっているのだろう。

　クローディアはその熱を誤魔化すように首を振ると、身体ごと公爵の方へ向き直った。

「あの……ありがとうございます」

「……ああ」

　しかし、そこでぷつりと会話が途切れる。お互い目が泳ぎ、視線も思うように合わない。

　故にまたしても流れそうな沈黙と、その後の気まずさを想像したクローディアは、焦りながらも必死に次の言葉を並べたてた。

「で、ですが、その……本当に頂いてしまって宜しいのでしょうか？」

「もちろんだ、そういう約束だろう」

　頬を紅色に染めるクローディアの方へ、目元を同色に染めている公爵が一歩近づき、小さな声で返してきたその言葉の意味は、先程の馬車の中まで遡る。




『私に考えがある』

　そう告げた公爵の案は、クローディアには思いもよらないものだった。

「王都をともに散策しよう」

「散策、ですか……？」

　王都を？　と呟いたクローディアが、きょとんと目を丸くする。

　するとその姿に一瞬、艶やかに目を細めた公爵が続けた。

「ああ、南門の先の大通りや王立歌劇場、植物園に美術館。他にも多くの貴族が訪れるような場所がこの王都にはたくさんあるだろう？」

「ええ、まあ……」

　確かに、この王都には貴族が頻繁に足を運ぶ場所も多い。

　だが、それと散策に何の関係があるのかと問おうとして──クローディアは、そういうことかとすぐに気がついた。

　二人の関係を目撃し、噂を流す者は、何も必ず夜会で得る必要はないのだ。ただ噂話と言えば夜会と思うあまり、それ以外の行動で広めることなど考えもしなかった。

「──それに、君を楽しませたい」

　公爵の素晴らしい提案に賛同すべく、視線を上げたクローディアの目が大きく見開かれる。

　クローディアを楽しませたいとそう思う、その心には何が隠れているのだろう。

　しかし、そう話す公爵の瞳はまるで小さな悪戯を仕掛ける子供のように清らかに輝いている。

「お気遣い頂き、ありがとうございます……」

　初めて見る少しだけ可愛らしい表情に驚きながらも返答すると、公爵が「ああ」と何かを思い出したように呟いた。

「それと、君は気にするだろうから前もって取り決めておこうと思うのだが……」

　勿体ぶるようなその言い方に、何の話だろうとクローディアが小首を傾げる。

　それを見た公爵は軽く咳払いをすると、先ほどとは打って変わって真剣な表情をした。

「これからはどうか、私に恋人らしく贈り物をさせてほしい」

「恋人らしく……」

　ぽつりと繰り返す。恋人らしくということはつまり、先日の花束のようなことを指しているのだろうか。

　しかし、とクローディアは思った。

「偽りの関係に、そこまでお金をかける必要は……」

　普通に考えれば必要ないだろう。だが、言い切ることなくクローディアは口を閉じた。

　言いかけただけでなぜか公爵ががっくりと肩を落とし、目に見えて落胆してしまったからだ。

　──どうしてかしら……何もそこまで、贈り物に拘こだわらなくてもいいのに……。

　公爵のあまりの落ち込みぶりに、クローディアは内心首を捻った。

　恋人らしく贈り物をしたところで、公爵にどのようなメリットがあるというのだろう。先日のエリザの時のように、贈り物の授受の瞬間を目撃されることなど稀だ。それに、受け取ったあの花束はクローディアの自室に飾ってあるため、存在を知る者はエリザを除けば他には誰もいない。

　掛かる費用の割に得られる効果が少ないのは、些か不経済ではないだろうかと疑問に思う心は、どうやらそのまま顔に出ていたようだ。

「どうしても気になると言うのなら、そうだな……対価だと思うのはどうだろうか？」

「それは……何に対するものでしょうか？」

　対価と聞き、咄嗟に身構えるクローディアの鼓膜を、公爵の堂々とした声が震わせる。

「私が貰う君の時間だ」

　多分、この瞬間のクローディアの顔は恐ろしく間抜けだったに違いない。

「そう、ですか……それは何だか、お仕事のようなお話ですね……」

　だからだろう、咄嗟に出たのは何とも惚けた感想だった。

　時間や対価という言葉から給金を思い浮かべたクローディアの思考はいつになく短絡的で、口にしてすぐに取り消したくなったくらい浅慮なものであったが、それでももう遅い。

　一瞬虚をつかれたような顔をした公爵が、ふっとどこか安堵したように笑った。

「それで良い。今はとりあえず仕事でも契約でも構わないから、必ず全て受け取ってくれ」

「……わかりました」

　観念したクローディアは、失言による羞恥から赤らむ顔を隠すように頷いた。

　そうして公爵と王都を散策するに相応しい格好に着替えるため、この仕立屋の前で馬車は止められたのだった。




　突然耳に届いたわざとらしい咳払いに、クローディアの身体がビクリと動き、ハッと我に返る。

　気づけばモントン夫人が戻ってきており、クローディアは慌てて公爵から一歩離れた。

「ネックレスはいかが致しますか？」

　モントン夫人が、恐らく近くの宝石店から委託されているであろう数本のネックレスを並べたトレーを、クローディアの目の前に差し出す。

　眩いほどに光輝くそれらは、宝石の色や形、デザインの違いはあれど、皆一様に値が張りそうだ。

　──これは、さすがにちょっと……。

　いくら何でも、偽りの関係である恋人から贈られるというのは気が引ける。

　あまりに高価すぎるそれに躊躇しているクローディアだが、その姿は選び取れず迷っているようにも見えてしまったのだろう。

　モントン夫人がクローディアから、今度は公爵へと視線を移した。

「それとも公爵様がお選びになりますか？」

　話を振られた公爵が、トレーに並ぶネックレスとクローディアを、顎に手を当てながら交互に見やる。

「そうだな……どれも彼女の白く美しい肌によく映えそうだ。それなら、この際全て購入してしまうというのも……」

「……っ、お待ち下さい、そのようなご冗談は──」

「公爵様」

　いきなり何を言い出すのかと焦ったクローディアの声に、モントン夫人の厳しい声音が被される。

「装飾品というのはその都度、最も似合うものを選ぶことが大切なのですよ。決して宝石箱に蓄えるものではございません」

　暴走しかかった公爵を諌めてくれたことに感謝する反面、クローディアは公爵に対して少しだけ申し訳なく思った。

　モントン夫人の言葉は正論のあまり、時折心にぐさりと刺さるものがあるのだ。

「では、やはりクローディア様にお選びいただきましょう」

　返す言葉もなく心なしか打ちひしがれた様子の公爵を尻目に、モントン夫人が再びクローディアへとトレーを差し出す。そして、しっかりじっくり選びなさいと、声に出さずとも彼女の目が語った。

　クローディアはトレーに並べられたネックレスを一本ずつ見てから、最後に公爵をちらりと窺った。本当に購入してしまっても良いのかという、確認のためだ。

　すると、その視線に気づいた公爵がクローディアの頭にぽんと手を軽く乗せてから頷いた。

「君の好みはどれだ？」

「ええと、私は……これが素敵かと思います」

「なるほど、では今後の参考にしよう」

　嬉しそうに頷く公爵の口から飛び出てきた今後という言葉が気になりはしたものの、恐らく聞かない方が良いだろうと判断したクローディアは、とりあえず聞き流すことにした。

　モントン夫人がトレーからネックレスを取り、公爵に手渡す。

「クローディア、反対側を向いてくれ」

「はい……」

　自分の首元にネックレスを飾る公爵の様子を、鏡越しに見るクローディアの脈が、緊張からどんどん速くなっていく。指先が首筋に触れ、身体がピクリと揺れる。

　その間の公爵の表情は、まるで本物の恋人に向けるもののように甘ったるい。

　──公爵様の演技がお上手すぎて……私も、もっと頑張らないと。

　公爵の恋人の振りは、完璧と言っても過言ではないほど素晴らしい。浮名一つ流したことがないような人物だとはとても思えないほど、その表情も声音も甘く熱い。

　一体何を参考にしたら、それほどまでに本物らしく振る舞えるのだろうかと思っているうちに、ネックレスがパチリと首の後ろで留められた。

「良く似合っている、君のその……天使のような愛らしい雰囲気に」

　鏡越しに目を合わせながら、公爵が耳元で囁く。その言葉は多分、クローディアにだけ聞こえる音量だ。

　それでは意味がないだろうと思う自分がいる反面、頬は抑えようもないほどに熱くなっていく。
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「あ、あの、ありがとうございます。本当に素敵ですね、このネックレス」

　紫紺色の瞳に熱い何かを宿らせ、まるで本物の恋人を見つめているかのような公爵の視線に居た堪れず、ネックレスへ目を向けさせるよう慌てて口を開く。

　次いでクローディアは、意図的に自身の赤い頬を目に入れぬよう、敢えて自分の首元をじいっと見つめた。粒の大きさはそこそこに、多くの光が集まるようカッティングされたダイヤモンドは、パッと目を引くような派手さこそないものの、洗練された美しい輝きを放っている。

　シンプルだけれども存在感は十分にあり、クローディアの白い肌にもよく馴染んでいるようだ。

　そうしてもう一度ちらりと目線を上げれば、鏡に映る薄紅色に染まった自身の頬が目に入る。

　クローディアにとって公爵の誉め言葉は恥ずかしい反面、嬉しくもあった。

　それが例え世辞であろうとそう思ってしまうのはきっと、公爵がきちんとクローディアに適した言葉を選び取ってくれているからだろう。

　夜会で掛けられていた下心の見え見えなありきたりの世辞とは違う公爵の言葉のお陰で、クローディアは少しだけ着飾った自分に自信を持つことが出来た。

「では行こうか。クローディア、手を」

　それから支払いを終えた公爵に再度礼を言い、店を出ると、公爵がエスコートをするためにサッと手を差し出した。

　クローディアが小さく頷いてから、自分の手をふわりとその大きな手に乗せる。

「──はい、エリオット様」

　恋人ならいつまでも『公爵様』と呼んでいては不自然だろう。クローディアももう少し、公爵のように恋人らしく振舞っていかなければならない。

　そう考え、公爵を──エリオットを見習ってクローディアが実行した彼女なりの恋人の振りは、もしかすると何かが間違っていたのかもしれない。

　なぜならその瞬間、エリオットが目を大きく見開き、文字通り息を止めてしまったからだ。




【甘いタルト】







「ど、どうなさったのですか……？」

　エリオットの急な異変に、クローディアの顔が不安から見る見るうちに曇っていく。

　何があったのだろうと考えて思い当たるのは、今自分が彼の名を初めて呼んだということだけだ。とはいえ一体それのどこに問題があったのか、クローディアにはさっぱり見当もつかないが、エリオットにとってはもしかすると何か重大なことだったのかもしれない。

　そして肝心のエリオットは呼吸こそ再開したものの、未だ心ここに在らずといった様子である。

「……もしや、お名前を呼ばれるのはお嫌いでしたか？」

　まさかと思いつつも、躊躇いがちにそうっと問いかける。

　もしも頷かれたら多少傷つきはするが、だからといって相手の意に添わないことをするのはクローディアの本意ではない。

　だからはっきり答えてもらって構わないと瞳を揺らすことなくじっと見つめれば、ようやくハッと我に返ったエリオットが焦点を合わせてきた。

「……っ、いや、そのようなことなどあるはずがない。むしろ、夢のようで……」

「夢……？」

　明らかに失言をしてしまったとでも言うように、エリオットがサッと自身の口元を覆う。

　次いで目を泳がせてから、彼はクローディアに懇願するような視線を向けてきた。

「その、つまり……君さえ良ければ、これからは是非そう呼んでほしい」

　そう話すエリオットは平静を装っているつもりのようだが、どこか恥じらいを隠しきれておらず、目元も赤く染まってしまっている。

　けれどその余裕のない姿は少しだけ可愛らしく、何よりクローディアは親近感を覚えた。

「わかりました、エリオット様」

　どうやら先ほどは完璧に恋人の振りをこなしていた彼も、不意打ちには弱いらしい。

　自分と同じように焦り、照れることもあるのだと知ったクローディアは、エリオットに気づかれぬようそっと笑みをこぼした。




　そうしてまた公爵家の馬車へと乗り込み、次に二人が向かった先は美術館だった。

　涼しくなりつつある秋は、芸術鑑賞にも適した季節だ。予想通り賑わう館内へと入れば、瞬時に多くの視線が寄り添う二人を捉えた。

　まずはエリオットを、次に隣にいるクローディアを、最後に繋いだ二人の手を見るなり、皆一様に目がこぼれ落ちそうなほど大きく見開いていく。

　年齢、性別問わず衝撃を受けている様子は想像通り、いやもしかするとそれ以上かもしれない。

　やがて徐々に状況を飲み込みはじめた人々の視線が、驚愕から好奇、羨望、嫉妬といった様々な感情へと変化していくのを肌で感じる。

　クローディアは顎を引き、背筋を伸ばして、エリオットの振る話題に相あい槌づちを打ちながら順路に従ってゆっくりと飾られている絵画を鑑賞していった。

　知らぬ間に昔より神経が図太くなっていたのだろうか、それとも握られた手から伝わってくるほっとする温度のお陰か。思ったよりも雑音に惑わされず心穏やかに絵画を楽しめている自分がいる。

　しかしその途中、クローディアの心を揺さぶるような妙な噂が聞こえてきた。

『まあ！　あのオルブライト公爵様が、若い女性をお連れになっていらっしゃいますわよ』

『おや、本当だ。では、隣の亜麻色の髪の女性は……ああ、確かアルトリア伯爵家のご令嬢ですな』

『あら、彼女と言えば先日の大舞踏会で……』

　その瞬間、心の赴くままにそちらを振り向いてしまいそうになったが、既の所で思い止まる。

　代わりに意識だけそちらに集中するも、他の人々の会話に遮られ、肝心の続きを聞くことは出来なかった。

　それ故に一人、絵画を見ながら黙考する。

　今し方、『大舞踏会』のことを口にした女性は、その後何と続けたのだろう。

　一瞬、まさかその夜酔って王妃と見間違えたエリオットに襲われかけたことを話しているのではと冷やりとしたが、それはないはずだとすぐさまその恐ろしい考えを否定する。

　何せあの時辺りには人気などなかったし、仮に目撃されていたのであれば、今頃王宮内で噂になっているだろう。それもきっと、かなり酷い醜聞としてだ。

　その醜聞が、当事者であるクローディアやエリオットの耳に入らぬところで流れるというのは些か考えにくい。悪意を持って本人に教えてくる者も、この貴族社会には多く存在するからだ。

　では、他に何かあったのだろうか。それも、クローディアといえばと言われるような何かが。

　考えても出ない答えについ眉を寄せ始めたその時、繋がれていた手をぎゅうっと握りしめられた。

　大きな手が、手のひらや細い指先までしっかりと包み込むような力加減で、安心させるかのように自身の温もりを伝えてくる。その手が温かい。温かいと思えるくらいに、急速に自分の手が冷えてしまっていたということなのかもしれないと気付いたクローディアの心臓が、ドクリと嫌な音を立てる。浴びせられる他人の視線が、急に酷く恐ろしいもののように思えてしまう。

　しかし、エリオットはまたしてもクローディアの心の機微を、繋いだ手から敏感に感じ取ったようだ。

　まるでクローディアは一人ではないのだと教えるように、さらにしっかりと握りしめられる。それは、この関係を提案された時に言われた通り、クローディアを守ろうとしてくれているかのようにも感じられた。

　そのことに、凍りつきかけていたクローディアの胸がじんわりと温まる。エリオットが隣にいるのだから大丈夫だと、背筋を伸ばし、顔を上げることも出来た。

　強こわ張ばりかけた心がエリオットの温もりによって解されたクローディアは、和いでいる胸の中でそっと一度だけ首を横に振った。

　王宮に居れば、いずれクローディアの耳にも入るだろう。もしも入らなければ、それは然したる問題ではなかったということだ。どのみち今この場で気にすべきことではないと結論づけ、頼もしさを覚える温かな彼の手をきゅっと握り返してから、クローディアは再び絵画鑑賞の方へと意識を集中させた。




「ここに寄ってから帰ろう」

　美術館を出た後、再び大通りへと馬車を走らせ、最後に二人が訪れたのはカフェだった。

　女性客向けのような可愛らしい外観のカフェの入り口まで歩き、木目調の扉を開けたエリオットが、店内へとクローディアをエスコートする。

　顔見知りの店員により案内された席は広い大通りを見渡せる、眺めの良い二階の窓側だった。

　ふかふかのソファに腰を下ろし、メニュー表を見つつ注文を済ませてから店員が下がった後、クローディアは着いた時から頭に浮かんでいた疑問を口にした。

「エリオット様もよく、こちらにいらっしゃるのですか？」

「いや、今日が初めてだ」

「え……」

　その言葉には違和感を覚えずにいられない。

　この辺りには似たようなカフェが何軒も存在している。そのうえ、この近くには高位貴族向けのティールームもあるのだ。人の注目を集めるのならそちらに入った方が確実であり、むしろ貴族以外の人間でも入りやすいこの店に来るメリットは、彼にはあまりないような気がする。

　にもかかわらず彼はなぜ、何の迷いもなくこの店の前で馬車を止めたのだろう。

「では、どうして……？」

「君は頻繁に訪れているのだろう？」

　質問に質問で返され、驚いたクローディアはぱちりと目を瞬いた。

　彼の言葉を反芻してから、もう一度瞬く。

　確かにここはクローディア行きつけの店だ。ケーキがとても美味しいこのカフェには、休みの日に一人で訪れるくらい通い慣れている。店員にも既に顔を覚えられているほどだ。

　けれどどうして、エリオットがそのことを知っているのだろう。

　自分から話した覚えはないし、彼に聞かれたこともない。クローディアが出入りするところを偶然見かけたということも考えられなくはないが、それにしてはやけに確信しているようにさえ感じられるのはなぜなのか。

「エリオット様は一体……」

　しかし、尋ねようとしたところで注文したものが運ばれてきたためクローディアは口を噤つぐんだ。

　クローディアの目の前に芳しい香りのする紅茶と葡萄のタルトが静かに置かれる。それは先日ヘレナから聞いていた、秋限定の新作だった。

　──きれいね……まるで宝石箱のようだわ。

　敷き詰められた深い紫色と鮮やかな黄緑色の葡萄は、一粒一粒が艶々と光り輝いており、眺めているだけでも十分幸せな気持ちになれる。その下に見えるたっぷりの濃厚そうなカスタードクリームはきっと、甘酸っぱい葡萄との相性も良いのだろう。香ばしく焼かれたタルト生地は、口に入れた時の歯触りを想像しただけで頬が勝手に緩み出す。

　クローディアがつい我を忘れてうっとりとそのタルトを眺めていれば、向かいからふっと小さな笑い声が聞こえてきた。

「君は相変わらずのようだな」

「え……？」

「葡萄が好きなのだろう？　片手で数えられる年の頃から」

　その言葉でクローディアは、先程からの疑問の答えにようやく辿り着いた。

　恐らくエリオットは、誰かからクローディアについての情報を得ていたのだ。偽りの関係にどうしてそこまでの苦労をと思わなくもないが、それでも幼い頃の話まで知っているような非常に近しい者から事前に聞いていたのだろう。

　だとすれば、その相手は。

「君の話はフェリクスからよく聞いている」

「え……？　フェリクス……お兄様から、ですか？」

　予期せぬ答えにぽかんとしたクローディアへ、エリオットが穏やかな眼差しを向けながら頷く。

「ああ、寄宿学校時代から頻繁に」

「そう、でしたか……」

　まさか情報源が長兄であったとは予想外である。クローディアはてっきり、王妃であるディアナがエリオットに話したのだろうと思っていたのだ。

　そして、答えを知ったクローディアの頬が急激に熱くなる。きっとフェリクスはエリオットに、聞けば顔から火が出るような妹自慢をしていたに違いない。自他ともに認めるほど妹のクローディアを溺愛しているフェリクスの言いそうなことなど、容易に想像がつく。

　けれど羞恥を覚えながらもクローディアには、どうしても一つだけ聞いてみたいことがあった。

「……では、もしやあの薔薇も？」

「いや……ああ、まあそうだな。あれは、フェリクスのお陰でもある」

「そうだったのですね……。先日はありがとうございました」

　やはりあの薔薇は偶然ではなかったのだ。クローディアの好みを知ったうえでわざわざ用意してくれたのだと、抱いていた微かな違和感が解消され、同時に心がじんわりと温かくなる。

「そのタルトは秋限定なのだろう？」

「ええ、そのようですね」

「それならば、私のことは気にせず心行くまで堪能すると良い」

　エリオットの心遣いを有り難く思いながらクローディアは、逸はやる気持ちを抑えつつ銀色のフォークを手に取った。そして念願の葡萄のタルトを一口掬い、徐に口へと運ぶ。

　ぱくりと一口頬張ればサクッといい音がして、すぐさまクローディアはきらりと目を輝かせた。

「美味しい……！」

　弾けるような瑞々しさの甘酸っぱい葡萄。とろけるように濃厚でなめらかなカスタードクリーム。噛めばふんわりと香ばしい香りが鼻へと抜けるサクサクのタルト生地。全てが一つに纏まり、喉を通る瞬間、心身が幸福で満たされる。これならいくらでも食べられそうだ。

　そうして幸せそうに一口、また一口と頬張っていたクローディアであったが、ふと視線を感じたところでその手をぴたりと止めた。次いで名残惜しさを覚えつつタルトから視線を外し、顔を上げれば、エリオットがこちらをなぜか至福そうに眺めている。
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　もしや、今までずっと見つめられていたのだろうか。

　そう思うと急に気恥ずかしくなってきたクローディアは、慌てて咀嚼していたものを飲み込んだ。

「エ、エリオット様はお召し上がりにならないのですか……？」

　葡萄のタルトを半分ほど腹に収めたクローディアに反して、彼はまだ頼んだモンブランに手をつけていない。しかしこのカフェのことだ、タルトと同じく新作のそれもきっと美味しいのだろう。

　だから早く食べてみてはと促すように見つめ返せば、エリオットが徐にフォークを手に取った。

「君はモンブランは好きか？」

「え……？　そうですね……私は甘いものでしたら、何でも好きです」

「そうか。──では、クローディア」

　エリオットがモンブランをフォークで掬い、そのままクローディアの顔の前へと差し出す。

「ええと、これは……」

　どういうことなのだろう。クローディアは今何を求められているのだろう。もしや気のせいだろうかと数回瞬きしてみたが、フォークは変わらずクローディアの眼前にある。

「あの、エリオット様……？」

　これも彼なりの恋人の振りなのだろうか。だとしたら、中々に乙女心を理解している男性だ。恋愛小説の中にも度々こういう場面は存在しているのだから、彼の行動も決して間違ってはいないと思う。頭ではそう、理解しているのだけれど。

「ほら、早く口を開けてくれ」

「い、いえ、そのようなことは……」

　不意打ちを食らい、焦ったクローディアの口から拒否の言葉がこぼれ落ちる。

　確かにこういう場面は、恋愛小説でなら幾度も見掛けたことがあった。クローディアだって、そういう恋愛小説が人並みには好きだ。

　しかし現実において男性に手ずから食べさせてもらうなど、父や兄達を除いては誰からもされたことがないクローディアにとって、これはあまりにも難易度が高すぎる。恥ずかしくて顔から火が出てしまいそうで、とても食べられそうにない。

　だが、他の客からの生温い視線をひしひしと背中に感じる中、それでもエリオットに諦めて引き下がるという選択肢はないようだ。

　クローディアにも本当は諦めるという選択肢など存在しなかった。それでもさらに諦めようとせず、どこか期待するように見つめられてはもう引き下がるしかなかったのだ。

　ようやく腹を括くくったクローディアがゆっくりと口を開いてフォークを受け入れ、すぼめたのと同時に、今度はするりと唇の隙間から抜けていく。

　身体が焼けてしまいそうなほどの羞恥から即座に俯き、雑念を吹き飛ばすように義務的に咀嚼した。

「味はどうだ？」

「……美味しいです」

「そうか、それは良かった」

　エリオットが今度は同じフォークで自身の口へとモンブランを運び、頷いたのがちらりと見えた。

　恐らく彼の口には合ったのだろう。やはりモンブランも美味しかったようだ。

　というのも実のところ、クローディアには味などさっぱりわからなかったのである。どうやら極度の緊張と羞恥の中では、味覚というのは全く機能しないらしい。

　照らし始める夕日と同じ色に頬を染めながら、クローディアは残りのタルトを黙々と口へ運び続けたのであった。




【長兄と葡萄酒】







　エリオットと王都を散策してから、数日が経った。

　クローディアの想像以上に彼の策は功を奏したようで、偶然見掛けた者の話も加わり、噂はそれまで以上の広がりを見せているらしい。

　もちろんクローディアも、ヘレナや他の侍女達からは質問攻めを、王妃からは見守るような温かみ溢れる眼差しを向けられた。

　そのことに多少の罪悪感はあれど、クローディアは彼女達に対して冷静沈着を合言葉に概おおむね及第点の返答が出来たのではないかと思っている。つまり計画は今のところ順調と言えるだろう。

　──……と考えた辺りから、もしかすると気が緩み始めていたのかもしれない。




　昨日までしとしとと降り続いていた雨が止み、今宵の空にはいくつかの星が瞬いている。

　近頃は夜になると気温も下がり、段々と深まりつつある秋を肌で感じるようになってきた。先日終えた衣替えも、季節の移り変わりを表していると言えるだろう。

　クローディアはぼんやりと窓の外を眺め、次いで窓辺に飾ってある薔薇へと視線を落とした。

　大好きな薔薇の花が徐々に萎れ始めている。少しでも長持ちさせようと出来る限りこまめに水を替えていても生花だ。やはり限界があるのだろう。

　それを残念に思いながら、クローディアは贈り主のことを考えた。

　数日前まであれほど頻繁に顔を合わせていたエリオットだが、ここ数日は──というよりも先日の王都の散策以降、クローディアは一度も彼に会っていない。

　彼が夜に部屋を訪ねて来ることはなく、またクローディアも政務の行われている中央棟に出向く用事は無かったため、姿すら見掛けていないのだ。

　しかしよく考えれば、長兄のフェリクスと同じく宰相の補佐官を務める彼は、本来忙しい身である。

　──……まぁ、当分は大丈夫そうだものね。

　噂を確固たるものにするためには、いずれまた二人で王都へ出向く必要もあるかもしれないが、今はまだ先日の目撃談だけで十分だろう。多忙そうなエリオットの居場所を探し出してまで時間を割かせるというのは、計画のためといえどクローディアも流石に申し訳なさを感じる。今はまだ、手が空いた時に訪れるかもしれない彼を待つだけで十分なはずだ。

　心の奥底に芽生えている微かな寂しさには気づかず、そう結論付けたクローディアが静かにカーテンを閉めた時だった。

「こんばんは、クローディア。まだ起きているかな？」

　コンコンと扉を叩く音に続いて、廊下から声を掛けられた。

「その声は……フェリクスお兄様よね？」

「うん、ちょっと今良いかな？」

「ええ、大丈夫よ。でも、少しお待ちになって」

　今着ている夜着の生地は秋冬用の厚みのあるもののため、肌や下着が透けるということは全くない。けれどその格好で兄の前に出るのもどうかと思い、クローディアはナイトガウンを羽織ってから扉を開けることにした。

「ごめん、もしかしてもう寝てた？」

　開けた扉の向こう、人のいない静かな廊下にて申し訳なさそうに問いかけるフェリクスに、クローディアが首を横に振る。

「いいえ、まだ起きていたから平気よ。それよりこんな時間にどうなさったの？」

「クローディアに渡したいものがあってね」

「渡したいもの……？」

　何だろうと小首を傾げるクローディアの目の前に、フェリクスが見慣れたボトルを差し出す。

「はい、これ君の好きな葡萄酒」

「まぁ……ありがとうお兄様」

　渡されたそれは、クローディアの大好きな──何より、あの夜兄の部屋を訪ねた目的でもあった葡萄酒だ。それと同時に脳裏にあの夜のことが過よぎり、クローディアの顔が僅かに強張る。

　そしてもちろん、それに気づかぬ愚鈍なフェリクスではなかった。

「ああ、ひょっとして僕がいない間に部屋まで取りに来たのかな？」

「あ……ええと、そうなの実は……」

「そっか、ごめんね。ここ数日、所用で王宮を離れていてね。僕もさっき帰ってきたところなんだ」

　聡い兄に一瞬遅れた返事を不自然に思われなかっただろうかと、不安になったクローディアであったが、その心配は無用だったようだ。

　フェリクスが慰めるように、クローディアの頭にぽんと手を乗せる。フェリクスはどうやら、クローディアが部屋を訪ねたのはこの数日の間のことだと思ったらしい。

　兄の勘違いにほっと安堵したクローディアは、無意識に握りしめてしまっていた手を開いた。

「……ところで、お兄様」

「うん？　どうしたの？」

　不思議そうに首を傾げるフェリクスに、クローディアは困ったように眉尻を下げる。

「あの、そろそろ頭から手を離して下さらない？」

　先程からフェリクスは、ずっとクローディアの頭を撫で続けている。

「どうして？」

「どうしてって……私もう子供じゃないもの。それに、誰かに見られたらまた噂されてしまうわよ？」

「妹を溺愛しすぎだって？　別に事実だから良いよ」

「まぁそうね……いえ、そういう問題ではないのだけれど……」

「それに案外、君といる時の僕を好む人も多いらしいからね。確か……甘く蕩けそうな笑み、だったかな？」

　面白いことを言うよねと、おどけたように話すフェリクスにクローディアは目を見張るほど驚いた。それは先日、侍女達の会話に出てきた話と全く同じだったからだ。

　彼女達はその笑みを、フェリクスの人気の所以ゆえんとでも言っていたような気がする。

「お兄様は、相変わらず情報収集に長けていらっしゃるのね」

　他人の噂ならともかく、自分の噂をここまで正確に把握出来る人間は中々いないだろう。耳の早さと良さに、我が兄ながら凄い人だとクローディアは改めて思った。

　──そう、兄の耳に入らぬ噂話など無きに等しいのだ。

「まあ、そういうのも仕事のうちだからね。──ということで、クローディア」

　名を呼ばれた瞬間、クローディアの体がビクリと揺れた。それと同時に、辺りの空気が気のせいとは思えないほど急激に冷え始める。

　冷気の発生源は間違いなくフェリクスだ。目の前にいる兄は今、柔らかい微笑を浮かべながらも目だけが全く笑っていないのである。

「何か僕に話すことがあるよね？」

「は、話すことなんて……」

「ないとは言わないよね？」

　クローディアの脳内に警告音が鳴り響く。

　恐らく兄は今、物凄く怒っているのだろう。しかし、そうであるとすればその原因は何なのか。

「……あ」

　クローディアは、ようやくその原因に思い至った。

「わかった？　じゃあ最近のあれは一体どういうことか、僕にきちんと説明してくれるよね？」

「いえ、それは……その……」

　怖い。出来ることなら逃げ出したい。けれど頭の上に置かれたフェリクスの手が、逃げることを許してくれそうにない。

　クローディアは、気が緩んでいた先程までの自分を叱りつけたくなった。

　フェリクスがこのような夜分にクローディアの部屋を訪れた理由は、間違いなくこれだ。葡萄酒など、きっとついででしかない。なぜ今まで気がつかなかったのだろう。

　動揺を隠しきれず目を泳がせているクローディアに対して、フェリクスが大きなため息を吐き出した。

「ねぇ、クローディア。悪い狼おおかみってさ、愛らしい子羊を食べるんだよ？」

「悪い狼……？　ええと、まあそうね……」

「いつでも、食べられる機会を狙っているんだよ？」

「それは、きっとそうでしょうね……」

　本で読んだことしかないが、狼にとって羊は餌なのだから当然だろう。ただその狼に対して、良いも悪いもないような気がする以前に、兄はなぜ今その話を持ち出したのか。

　意図がわからずクローディアが眉を寄せながらううんと首を捻っていると、フェリクスは再びわざとらしいほどに大きなため息を吐いた。

「……まあ、その話は今はいいや。それで、エリオットとはいつ出会ったの？」

「ええと、先日の……」

　大舞踏会の夜にとまで言ってしまう前に、ハッと気がついたクローディアは慌てて口を閉じた。

　兄のフェリクスは怒ると怖いが、基本的に妹のクローディアにはとても甘い。加えて、クローディアと王妃であるディアナが幼い頃からどれだけ仲睦まじく育ってきたかもよく知っている兄のことだ。仮にこの計画について知ったとしても、きっと渋々許してくれるに違いない。

　──……けれど、それはきっかけを知らなければの話である。

　事の発端が、酔って王妃と見間違えたエリオットに襲われかけたことだと知られたら、兄は確実に彼に鉄槌を下すだろう。それも恐らく非人道的にだ。

　相手の公爵という身分と、クローディアの名誉を考えれば『仕方がないよね』と笑う兄の姿など、いとも容易く目に浮かぶ。家族のためなら残酷になれる頼れる兄の存在を、クローディアは妹として十分過ぎるほど知っているのだ。

　もしもフェリクスに知られたら、最早計画の破綻どころの騒ぎではなくなるだろう。

　フェリクスの妹として過ごしてきた年月により確信したクローディアは、隠し通すことに決めた。

「あ、でも、元々顔見知りではあったから……」

「うん、そうだね。でもさ、些か急すぎるよね？」

「そ、そうかしら？　ええと、恋ってそういうものでしょう……？」

「なるほど。まあ確かに、そうかもしれないね」

　フェリクスの目を見たら全てを見透かされてしまいそうだ。だが、それ故にひたすら兄の口元を凝視している時点で、フェリクスはもう妹の嘘に気がついてしまっている。

　そして聡い兄は一瞬だけ後ろを振り向き、それからふっと愉快そうな笑みを口元に浮かべた。

「じゃあ、僕に教えてくれるかな？　ねえ、クローディア。君はあいつのどこが好きなの？」

　その瞬間、クローディアは思わずぽかんと口を開きそうになった。

　兄は妹に向かって、何てことを聞くのだろう。

　もし本当にエリオットを好きだったら、きっと今頃クローディアは羞恥から燃え尽きて灰になっていたかもしれないというのに。

　しかしそう思うクローディアも、クローディアだ。

　顔が赤らむどころか、冷や汗を流しそうになっているのだからもう完全に誤魔化しきれていない。

「お、お兄様ったら……どうしてそんなことをお聞きになるの？」

「そうだなぁ……クローディアはどうしてだと思う？」

　頭上から余裕そうな笑い声が降り注ぐ。

　──どうして……って、それは多分……。

　クローディアの嘘には気がついた上で、さらにフェリクスは二人の接点を探ろうとしているからではないだろうか。

　つまり今迂闊なことを言えば即座に兄の追及の手は伸び、エリオットが非常に危険な目に遭う可能性も高まるということだ。

　それは彼のためを思っても、生家であるアルトリア伯爵家のことを考えても、避けなければならないだろう。

　焦る中、クローディアは必死に頭を働かせた。そして思いがけず良い案が閃く。

「……全て、そう全てよお兄様。私ね、彼の全てが好きなの。だから……」

「──待ってくれ。彼とは誰だ？」

　急に響いてきた地を這うような低い声に、クローディアは思わず飛び上がった。

　次いで気がついた。兄の向こうに、眉を顰め、どこか悲しみに耐えるような表情をしたエリオットが立っていることに。




【夜分の来訪者】







「エリオット様、それは……」

「頼む、教えてくれ。君の言う彼とは誰なんだ」

　エリオットの気迫に満ちた懇願に、クローディアの顔が引き攣る。

　──なぜ、エリオット様がそこをお聞きになるの……？

　誰も何もない。実情はどうあれ、世間的にはクローディアの恋人はエリオットただ一人だ。だから恋情を抱いていると口にする相手など彼以外あり得ないというのに、一体エリオットは何を勘違いしているのだろうか。

　何よりどうしてそれほど必死なのか、クローディアには不思議で仕方がない。

　──それにいくら何でも、本人を目の前にしてもう一度言うのはちょっと……。

　遠慮したい。そこに思いが込められていようがいなかろうが、エリオットを目の前にして『好き』と口にするのは、やはりどうしても抵抗がある。必要に迫られているとわかっていてもだ。

　しかし、迷っている余裕もまたあまり無さそうだ。

　この場にはエリオットとクローディアだけでなく、兄のフェリクスもいる。

　──お兄様はもうお気づきかもしれないけれど、でも……。

　これをきっかけに、全てを白状させられてしまう事態に陥ることだけは避けたい。

　それ故にクローディアはぎゅっと手を握ると、すうっと息を吸った。

「ですから、それはその……好きというのは、つまりですね……私が……」

「──そこまでだよ、クローディア」

　え、と声にならない掠れた音がこぼれ落ちる。

　ようやく覚悟を決めて言いかけたクローディアを止めたのは、何と兄のフェリクスだった。

　驚いたクローディアは、目を瞬きながらフェリクスを見る。

　けれど兄はクローディアの頭から手を離すと、エリオットの方へ振り返った。

「君も随分と可お笑かしなことを聞くんだね。君達はもう恋人同士なんだろう？」

「……そうだ」

「だとしたら、君以外にいるはずもないじゃないか。それとも君は、まさかクローディアを不実だとでも思っているのかな？」

　吐き捨てるような兄の言葉にクローディアは、あっと気がついた。

　確かに恋人に対してあの台詞を吐いては、心変わりを疑っているかのようなものだ。ともすれば侮辱ともとれる言葉に、クローディアはまず怒るべきだったのではないだろうか。

　事実、妹を貶された兄の声音は恐ろしいほどに冷たい。

　そしてこちらも同様に気づいていなかったらしいエリオットが、ハッと目を大きく見開いた。

「……っ、すまない。私としたことが、つい慌ててしまい……。ああ、もちろん君を不実だと思ったことなど決してない。だからどうか許してくれ、クローディア」

「ええと、わかりましたから、そうお気になさらず……」

　対外的には恋人に疑われたのだ。本当なら拗ねておいた方がより恋人らしいのかもしれないが、一気に悲愴感を漂わせ始めたエリオットにそのような追い討ちをかけることなど出来そうもない。

　だからこそのクローディアの返事にエリオットは、安堵したように表情を緩め、しかし今度はなぜか少しだけがっかりしたように肩を落とした。

　その様子を見ていたフェリクスが、クツクツと笑い出す。

「お兄様……？」

「いや、クローディアは心が広くて偉いね」

　再びクローディアの方を向いたフェリクスは先程と打って変わり、実に愉快そうだ。むしろ、どこか面白がっているようにすら見える。

　それでも、兄の纏う空気が急に柔らかくなったことに安堵したクローディアは、内心首を傾げつつもその理由を尋ねることはやめておいた。

「ところで、その花束と箱は何かな？」

　一ひと頻しきり笑い終えたフェリクスが、エリオットに問いかける。

　花束を乗せた大きな箱を両手で抱えているエリオットは、その問いにふっと口元を緩めた。

「ああ、これは彼女への贈り物だ」

「そっか、じゃあ悪いけど……とりあえず向こうを向いてくれる？」

　フェリクスの突然の指示にエリオットが困惑し、なぜだと問うような視線を返す。

　一方のクローディアも兄の真意がまるでわからず、小首を傾げた。

　こちらに背を向けろというのはつまり、帰れという意味だろうか。しかし、それならそうとはっきり言うはずだ。二人は気が置けない仲なのか、先程から遠慮のない兄が今さら遠回しに言うとはどうにも考え難い。では、兄は一体彼に何をさせようとしているのか。

　全く理解していない二人を見たフェリクスが、またしても残念そうに大きなため息を吐いた。

「エリオットはともかくとして……ああ、いや、そういえばクローディアもかなり……」

　ぶつぶつと一人呟きながら、疲れたようにフェリクスが眉間に手を当てる。

　複雑そうな兄の表情にクローディアは眉尻を下げ、どうしたのだろうと益々首を傾げた。

「……あのさ、別に帰れって言いたいわけじゃないんだけど……でも今、夜だよ？」

「ああ、そうだな」

「それに、もうそろそろ就寝時間でもあるよね。……いや、だから……つまりね、今のクローディアを君が見るのはどうなの？」

　フェリクスが、ちらりと妹に視線を向ける。

　クローディアが目を見開いたのと、エリオットがごくりと喉を鳴らしたのは恐らく同時だったように思う。

「すまない！　決して、期待しながらこの時間を狙って訪れたわけでは……！」

「こ、こちらこそお見苦しい格好で申し訳ありません……！」

　クローディアがくるりと背を向けた後ろで、どうやらエリオットも勢いよく反対側へ身体ごと振り返ったようだ。

　──ああ、もうどうして今まで気がつかなかったのかしら……！

　穴があったら入りたいとは正にこのことだ。

　今の自分の姿は他人、それも異性に見せて良いものではない。

　夜着にナイトガウンという格好は元より、化粧を落とした素顔に櫛で梳かしただけの適当に下ろしている髪。

　これは淑女として云々以前の問題であり、どこまでも気が緩んでいるらしい今日の自分がほとほと嫌になる。

　深いため息を吐いたクローディアは、しっかりしようと、片手で熱くなっている頬を軽く叩いた。

「あのさ……二人とも、もう少し静かにしようか。そもそもエリオットは、さっき帰ってきたばかりなのに焦りすぎだよ」

　後ろで呆れたようにフェリクスが話す。

「仮に恋人同士だとしても、就寝前の未婚の令嬢を訪ねるのは駄目だよね？」

「……本当にすまない」

「大体どうするのさ？　もしも、クローディアに君との不名誉な噂が立ったりなんかしたら……」

　フェリクスが言いかけて、ふと何かに気付いたように押し黙った。

　その直前に「しまった」と小さく呟いた声が聞こえたようにも思えたが、クローディアの気のせいだろうか。

「……やっぱり、今のは無しだ。いいか、エリオット。そんな最終手段だけは絶対に使うなよ」

「もちろんだ。そのような卑劣な行いはもう二度としないと、心に固く誓ったからな」

「もう二度と……？」

「……いや、それは言葉の綾だ」

「へぇ……ふうん……そっか、なるほどね」

　傍はたから見ると掴み所のない会話に思えるが、それでも二人の間では成立しているようだ。

　現に何かが兄の怒りを再燃させたらしく、背後から感じる冷気がまたしても増したように思う。

　まだ秋だというのに真冬のような寒さを感じ、クローディアはぶるりと身体を震わせた。

「ああもう……仕方がないな、クローディアにそれを渡したいんでしょ？」

　冷気を僅かに抑えたフェリクスが、わざとらしくため息を吐く。

　次いでエリオットから花束と大きな箱を受け取った兄は、それらをクローディアの目の前に差し出した。

　だが、フェリクスはクローディアが抱えている葡萄酒に目を止めると、そのボトルを室内へ置いてくるよう彼女に促した。

「あの、この箱は……？」

　ボトルを室内に置き、再び廊下へと戻ってきたクローディアは、フェリクスから受け取った箱に目を落としながら呟いた。ちなみに花束は先日と同じ、クローディアの大好きな思い出の薔薇だ。

「明日の休みにまた出掛けよう。その際に、良ければ着て来てほしい」

「明日ですか？　それは構いませんが……」

　どうして彼は、クローディアの仕事が明日は休みだと知っているのだろう。もしやこれも誰かから情報を得ているのだろうか。だとすれば薔薇や葡萄に引き続き、フェリクスが情報を提供したということなのか。

　しかしなぜか兄は、素知らぬ振りをしている。

　そのことを不思議に思いながらも、クローディアはまあいいかと一つ苦笑を浮かべた。

「時間と場所は、前回と同様で頼む」

「わかりました。ありがとうございます、エリオット様」

　本当はまだ、贈り物に対して遠慮したい気持ちがある。それでも、その気持ちに目を瞑ったクローディアは、先日の取り決め通り彼からの贈り物をそのまま受け取ることにした。

　二度目の散策についてもまだ早いような気がするけれど、ここは多忙そうなエリオットの都合に合わせた方が良いのだろう。

　先ほど帰ってきたばかりで疲れてはいないのだろうかとも思いはしたが、本物の恋人でもないクローディアがそのようなことを言うのは烏お滸こがましい話かもしれない。

　エリオットの背中を見ながら色々なことを考えていると、再び頭に重みを感じた。

「じゃあ、僕達はもう帰るね」

　フェリクスがクローディアの頭をぽんぽんと撫で、そして一瞬だけ真顔になる。

「クローディア、一応身の回りには気をつけるんだよ」

「お兄様……？」

「と言ってもまぁ、可愛い妹が心配なだけなんだけどね」

　すぐに悪戯な笑みを浮かべてクローディアの頭から手を離すと、フェリクスはエリオットを連れて去っていった。

　二人の後ろ姿を見送るクローディアの顔には戸惑いが浮かんでいる。兄の今の言葉は、何となく冗談ではないような気がしたのだ。




　自室の前へ辿り着き、鍵を開けようとしたエリオットにフェリクスが問いかけた。

「そういえば、明日の約束は何時？」

「十三時だ」

　答えたエリオットは、一見すると普段通りである。

　しかし内実天にも昇る心地であり、だらしなく緩んでしまいそうな頬を引き締めるのに必死だ。

「そっか、じゃあちょっと付き合ってよ。葡萄酒を取ってくるからさ」

「いや、私は遠慮しておこう」

　きっぱりと言い切ったエリオットはあの夜以来、一切の酒類を控えていた。

　けれどそれも当然のことだろう。事も有ろうに、自分はこの世で最も愛する女性を襲ってしまったのだ。

　幸せな夢でも見ているのかと思ったなど、所詮言い訳に過ぎない。夢であろうと現実であろうと、常にそうしたいと──あの甘い薄紅色の唇を貪り、柔らかな頬に触れ、細い腰を抱き、この腕の中に彼女を閉じ込めてしまいたいと十三年もの長い間、常日頃から思い続けて来た他ならぬ自身の抑えがたい欲望のせいである。

「いいの？」

「ああ」

「本当に？」

「酒は控えている」

「クローディアの好みの味でも？」

「……少しだけだ」

　フェリクスが揶揄するように笑い、自室へと葡萄酒を取りに帰る。

　何と脆い決意だと自嘲しそうになるが、彼女の名を出された時点で釣られてしまうのは明白だ。

　エリオットはため息を吐きながら自室の扉を開き、室内へと入った。

　王宮内に与えられている部屋には、最低限の家具しか置いていない。眠るだけの部屋に、それほどの手間を掛ける必要性が感じられなかったからだ。

　だが、その中で唯一私物らしい私物と言えるのは、ベッド脇に置いてある年代物の重厚そうな小箱だけだろう。

　長机にグラスを二つ用意してから、エリオットはベッドに腰を掛け、その小箱を愛おしそうに一撫でした。

　それから徐に小箱を開ける。

　中に入っているのは、先日彼女が落としていった紫紺色のリボンと、眼鏡。そして、幼い彼女との思い出が詰まった紫紺色の宝石が輝く髪飾りだ。

「……ディア」
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　まだ許可も得ていない彼女の愛称を、ぽつりと呟く。

　ただそれだけなのに胸も顔も、身体も熱くなる。恋い焦がれるとは正にこの事なのだろう。

　愛する人への恋心に一人浸る最中、ノック音が響き、返事をする前に扉が開かれた。

「お待たせ、さあ飲もうか」

　無許可で室内へと入ってきたフェリクスがソファに座り、長机に用意されていた二つのグラスへと葡萄酒を注いでいく。

　友人の向かいに腰を下ろしたエリオットは、渡されたグラスを傾け葡萄酒を口に含んだ。

「いつも思うけど、これ、中々に甘いよね」

「まあ、そうだな。……だが、この甘さがより彼女らしいな」

　酸味より甘味の強いそれは、口当たりもよく飲みやすい。むしろ果実水に近く、甘い砂糖菓子のようにふんわりと愛らしい彼女に大層似合いの味だ。

　今頃彼女も、この甘い葡萄酒を一人堪能しているのだろうか。それ以上に甘い唇を開き、隙間からするりと流れ込む液体を、小さな舌でおずおずと転がしながら。

　嚥下により、齧かじりつきたくなるような扇情的な喉も動くのだろう。あの細い首筋を味わうように舌を這わせ、形の良い鎖骨に唇を押し当て、きゅうっと吸い付けば綺麗な紅い痕が残るに違いない。

　白く滑らかな肌は新雪のようで踏み散らしてはいけないと思う反面、己の唇で余すことなく花弁を散らし、自分の色に染め上げてしまいたい。

　という衝動に駆られたところで、エリオットは下半身に急速に集まり始めた熱を冷ますべく、フェリクスに気づかれぬよう太股をぎゅうっと抓った。

「それにしても、君とクローディアがようやくねぇ……僕も兄として、この日が訪れたことを嬉しく思うよ」

　ふっと目を細めたフェリクスが、長机にコトリとグラスを置く。

「──なんて、言うとでも思った？」

　決してクローディアには見せないフェリクスの悪魔のような微笑みを前に、エリオットは思った。

　とりあえず命だけは死守しなければと。




【反省のその先】







　不気味なほどの静寂に包まれた室内において、目の前に座るフェリクスから放たれる殺気。

　真綿で首を絞められているかのような恐ろしい状況の中で、グラスを静かに置いたエリオットは、ぐっと姿勢を正した。

「殴ってくれ」

　膝に手を置き、覚悟を決め、静かに告げる。

　けれどフェリクスからの返事はない。それどころか、表情にすら変化がないようだ。

　それでもエリオットは目を逸らさずに、フェリクスの言葉をただじっと待ち続けた。

「……つまり、殴られるようなことをしたんだ？」

「ああ」

「とりあえずでも、弁解はしないの？」

「いや、するつもりなどない」

　クローディアは何も悪くない。悪いのは、欲に負けて彼女を襲った自分ただ一人だ。

　非は完全に自分にあるというのにここまで来て言い訳をするなど、紳士にあるまじき行いだろう。

　ぐっと背筋の伸びたエリオットに、フェリクスは笑みを消すと、心底面倒臭そうな顔で彼を見た。

「本当に潔いね、愚かだけど」

　友人の厳しい一言には、もう返す言葉もない。

　故に眉を顰め、黙りこむエリオットに、フェリクスはやがて呆れたようなため息を吐いた。

「それで、君は一体何をしたのかな？」

「……唇を」

「なるほど、奪ったわけか。ちなみに他には？」

　一瞬、彼女の落とした紫紺色のリボンが頭に思い浮かんだが、返し損ねてはいても、あれは拾ったと言う方が正しいだろう。

　エリオットが静かに首を横に振ると、フェリクスから発せられる殺気が僅かに弱まった。

「そっか。もし純潔もって答えていたら、僕は君をこのボトルで殴らなければいけなくなっていたよ」

　葡萄酒のボトルをちらりと見たフェリクスが、困ったように苦笑する。冗談のような口振りにも思えるが、この友人は間違いなく本気だろう。そして、そのボトルは殴打されれば決してただでは済まなそうな代物だ。

　早くも命の危機と隣り合わせだった状況に、エリオットは身震いした。

「とりあえず君を殴るのは後にするとして、まずあの茶番について説明してくれる？」

「ああ、あれは……」

　答えようとして、けれど思わず口籠る。

　だが、茶番と言い放った友人に隠し通すことなど不可能なのだろう。

　とはいえ、この件を話せばさらに数発殴られる回数が増えることも覚悟してから、エリオットは全てを打ち明けることにした。

　翌朝の謝罪から結婚の申し込み、そして彼女の願いを叶えるという形から始まった恋人の振りまで、全てを話し終えたエリオットに向けるフェリクスの眼差しは、体が凍りつきそうなほど冷やかなものだった。

「うわぁ……卑劣だね。そういうところで、君のその優秀な頭脳を使うのは正直どうかと思うよ」

「……もちろん、反省はしている」

　友人の厳しい言葉に肩を落とすエリオットへ、フェリクスが「まあ、でも」と続ける。

「そのままお互い水に流すことを選んでいたら、きっと君は一生クローディアの視界に入らせてもらえなかっただろうね。現にあの子は、何も言わずに君を追い返そうとしたんだろう？」

「ああ、彼女は何も……恨み言一つ言おうとしなかった」

　あれは翌朝、彼女の元へ謝罪をしに行った時のことだ。

　どのように非難されようとも真摯に受け止める覚悟で訪問したエリオットに、クローディアは何も言わないどころか忘れて構わないと告げたのである。

　それは紛れもない拒絶だった。だからこそ、エリオットは必死に追い縋ろうとしたのだ。

　彼女に拒否されず、今よりもなお近づく権利を得るためにはどうしたら良いか。

　矜持を捨て、政務以上に頭を働かせ、足あ掻がいた末に思いついたのが恋人の振りだった。

「……クローディアには昔から、特に自分のことに関しては思ったことを言わずに飲み込む良くない癖があるんだよね」

　フェリクスが再びグラスを手に取り、葡萄酒を見つめながら寂しそうに笑う。

　頷き返したエリオットと同様に、どうやら友人にも兄として色々と思い当たる節があるようだ。

「それなのにねぇ……」

　王妃陛下のためか、とぽつりとこぼしてからフェリクスが葡萄酒を一気に煽った。

「あの二人は、兄として妬けるくらいに仲が良いからね」

「きっともう姉妹のような感覚なのだろうな」

「という感情を、見事に君に利用されたわけだ」

　フェリクスの呆れを含んだ眼差しに、エリオットはぐっと詰まった。

　彼女の恋人役になれた今、後悔はしていないが、それでも己の行動の穢きたなさは痛感している。

　故に苦い表情のエリオットを尻目に、フェリクスは空のグラスを長机の端に置くと、すっと立ち上がった。

「じゃあ、そろそろいいかな？」

　フェリクスが長机に片膝を乗せ、利き手を構える。

「ああ、思いきり頼む」

「わかった。妹のためにも友人のためにも、遠慮はしないでおくよ」

　エリオットは頷き、そしてゆっくりと目を瞑った。

　フェリクスもそれなりに腕が立つ。だからかなり痛むだろうと、エリオットは奥歯をぐっと噛み締めつつ待った。

　にもかかわらず、どれだけ待ってもその痛みが訪れることはなかった。

　そして、代わりに聞こえてきたのは小さな水音だ。フェリクスは何をしているのだろうか。

　不思議に思い、片目をそうっと開いたエリオットは驚いた。

　友人はいつの間にかソファに腰を下ろし、自分のグラスに葡萄酒を注いでいたのである。

「一体、何を……」

　予想外の状況に呆然と呟くエリオットには目もくれず、フェリクスが葡萄酒の入ったボトルを長机に置く。次いで足を組み、持ったグラスを優雅に傾けるフェリクスに、エリオットは困惑した。

「殴らないのか……？」

「うん。物凄く殴りたいところではあるんだけどね、今回ばかりはやめておくよ」

　やっとエリオットを見たフェリクスの顔は、実に面白くなさそうだ。

「なぜ？」

「悔しいことに好都合だからだよ」

「……縁談避け、ということか？」

　即座に気づき、渋い顔をしたエリオットに、フェリクスが眉を寄せて頷いた。

「そうなんだよ、君の想像通り大舞踏会の次の日から騒がしくてね……」

　フェリクスが今宵最大のため息を吐く。

「僕らの従妹様もまた、大胆なことをされたものだよ」

　友人の心労は、先日の大舞踏会に起因する。




　王妃の懐妊が発表されたその夜のこと。

　会場中に割れんばかりの拍手が沸き起こり、そして挨拶もそこそこに大事を取って退出する直前、王妃は陛下とともに宰相であるアルトリア伯爵の元へと向かった。

　そうして皆が注目する中、会場中の人間に聞こえるようにわざとゆっくり告げたのだ。

『この慶事は何より宰相の、そして侍女として側に居てくれた従妹のお陰でもある』と。

　これまで貴族達の進言する側室制度を採用することなく過ごして来られたのは、偏に宰相の尽力の賜物であり、それを根底で支えていた一人が、ある種間諜のような存在でもあったクローディアだ。

　王妃への敵意に人一倍敏感な彼女は、女性のみの戦場とも言える茶会で侍女として常に王妃の側に控え、良からぬ事を画策する令嬢にいち早く気づき、父である宰相に報せていたのである。それは国の安寧を第一に考え、無用な権力争いを避けたい宰相にとって大いに役立つものであった。

　尤も彼女にとっては、ただ王妃のためという一言に尽きるような気もするが。

　そしてそのことを十分に理解している王妃が私情も僅かに挟んだ結果、皆の前で先の台詞を口にしたというわけである。

「まあ、王妃陛下も腹に据えかねていたのだろうな」

　現在の王妃を従姉に、宰相を父に持つクローディアは血筋、家柄、持参金、そのどれをとっても申し分なく、社交界デビュー当時は引っ切り無しに縁談が来ていたそうだ。

　とはいえ自分からすれば、あの愛らしい容姿に穏やかで思いやり溢れる性格というだけで、惚れぬ者などいるはずがないと思っているが。

　しかし彼女はデビューから一年も経たずして社交界から消え去り、未婚のまま王妃付きの侍女となってしまったのである。

　そんな彼女を『変わり者の使用人令嬢』と陰で嘲笑する者は未だ多い。彼女が社交界から遠のいて、そろそろ三年が経つにもかかわらずである。

　だからこそ王妃も、今が従妹を貶す彼等に一泡吹かせる絶好の機会だと思ったのだろう。

　事実エリオットも、驚き騒ざわめく人々を見て溜飲が下がった人間の一人である。

「それはもちろん僕達家族だってそうなんだけど、縁談だけが唯一ね……」

　心底煩わしそうにフェリクスがこぼす。

　恐らく王妃の一言によって手のひらを返した貴族達が、アルトリア伯爵家に縁談を持ちかけたのだろう。

　一般的に見れば若干行き遅れといえど、少しでも王家と関わりを持ちたいと考える者達からすれば、彼女は喉から手が出るほど欲しい存在だ。

「……君にも前に言ったと思うけど、あの子は縁談の話をする度に酷く傷ついたような顔をするんだ」

　悲しそうに眉尻を下げるフェリクスに、エリオットは何も言えなかった。エリオットもまだ、彼女が傷ついたその原因について確証を掴めてはいないからだ。

　そして同様らしいフェリクスはふぅと息を吐くと、鋭く目を細めつつ口端を上げた。

「まあそういうわけだから憎いけど宜しくね、公爵殿」

「ああ、彼女は絶対に私が守ろう」

　エリオットとの噂が広まれば広まるほど、クローディアを傷つけるような縁談は減るだろう。

　彼女の恋人が自分であると知ったうえで縁談を持ちかけるなど、オルブライト公爵家に喧嘩を売っているようなものだ。そして彼女のためなら自分は、売られた喧嘩にも必ず勝って見せるだろう。

　けれど、念には念を入れる必要がある。彼女が傷つく前に、二人の間に入る隙などないのだとさらに周囲に知らしめるためには、果たしてどうしたら良いのか。

　エリオットが明日の計画をあれこれと脳内で練っていると、ふいにフェリクスが呟いた。

「それにしても、君もまた随分と難儀な男だよね」

　真面目とも言えるけれど、とフェリクスがわざとらしく肩を竦める。

「何の事だ？」

「いや、だって僕だったら、どういう事情があってもとりあえず、家の力を使って社交界デビュー前に婚約しちゃうだろうなと思ってさ」

「それは……」

「まあ、それで結局あの子を襲いかけたんだから何も笑えないけどね」

「……すまない」

「でも、クローディアの恋心をしっかりと育ててからっていう君の考えだけは、僕も昔から評価してはいるよ」

　フェリクスがふっと笑う。

　けれど友人は知らないのだ。どうしてエリオットがもっと早く、無理矢理にでも彼女を手に入れようとしなかった、その理由を。手に入れようと思っても出来なかった、家庭環境故の複雑な理由を。

　それから愛らしいクローディアとの思い出話を聞きつつ、もう一杯付き合ったところで、フェリクスは自室へと帰っていった。




　既に日付は変わったようだ。だが、明日のことを思うだけで身体が昂り、今夜はまだ眠れそうにない。

　ふうと息を吐き出したエリオットはソファから立ち上がると、本棚の前へ歩を進めた。

「もう一度、目を通しておくか……」

　領地経営に役立つ経済書から、歴史書、果ては護身術の指南書まで数多くの分厚い本が並べられているその中から一冊を手に取り、ベッドの端へと腰を下ろす。

　もう幾度となく読み返しているその本は、かなり色が褪あせてしまっているようだ。

　それほど愛読して来たという事実に、エリオットは読み始めた頃を懐かしく思いながら、そっと本を開いた。




【不埒に浴する心】







　室内を淡く照らす柔らかな月明かり。天蓋付きのベッド脇に滑り落ちているナイトガウン。

　触り心地の良いシルクのシーツの上には、彼女お気に入りの薔薇の花弁が仄ほのかに香る程度に散りばめられている。また羽のように軽い身体を抱き上げ、そうっと優しく横たえれば、柔らかな亜麻色の髪がふわりと広がった。

　天使が舞い降りた瞬間を描いたようなあまりにも美しいその光景に、エリオットはごくりと唾を呑み込んだ。

「美しいな……」

　愛する女性に掛けるには、酷く月並みな台詞だと自分でも思う。

　けれど、それ以上の言葉を考える余裕など、今のエリオットには欠片もなかった。

　頬を赤らめ、恥じらいながらも嬉しそうに微笑む彼女に、心臓がドクリと大きく脈を打つ。呼応するかのように早くも熱が集まりつつある己の下半身から、まずはどうにか意識を反らすべく、エリオットは彼女の柔らかな頬へとその手を伸ばした。

「クローディア……」

　するりと頬を優しく一撫ですれば、緊張からか彼女がきゅっと唇を噛み締める。

　その仕草がこの上ないほどに愛らしく、思わずサッと掠めるように口づけたエリオットが次いで額、鼻先、耳朶、頬へと順番に唇を落としていく。そうされると擽くすぐったいのか、今度はその度に彼女の可憐な唇から小さな声がこぼれ落ちた。

　普段よりも高いその声は、まるで濃厚な蜂蜜のように甘く脳内を蕩かし、エリオットのなけなしの理性などいとも簡単に消し去ってしまいそうだ。けれどと、ぐっと気を引き締める。

　理性を失えば、自分は間違いなく思いの丈をぶつけるかのように彼女の全てを荒々しく奪い尽くしてしまうだろう。快楽から溢れる涙は見たいが、悲痛からこぼれ落ちる涙などもう二度と見てはならない。大舞踏会のあの夜、そう誓ったはずだ。

　だから落ち着け、そして焦るなと必死に自分に言い聞かせてから、エリオットは再び彼女の唇へ己のそれをゆっくりと押し当てた。

「ん……」

　まずは唇全体でその柔らかさを堪能し、次に上下の唇をふにゅりと交互に啄む。

　角度を変えながら幾度も繰り返したところで、今度は徐々に開き始めた唇の隙間からするりと舌を忍び込ませる。そのままぬるりと歯列をなぞろうとしたところで、彼女の体がピクリと揺れた。

「……嫌か？」

　唇を離し、何一つ見過ごさぬよう彼女の栗色の瞳をじっと見つめる。

「い……いいえ……」

　恥ずかしそうに小さな声で、けれど確かに首を横に振ってくれた彼女に安堵する。

　そうして今度は彼女に不安を感じさせぬよう、手のひらを合わせ、指の一本一本までしっかりと絡ませてから唇を重ね合わせた。

「ん、ぁ……ん……」

　許可を得るように唇を舐め、おずおずと迎え入れるように開いた隙間へと再び舌を潜り込ませる。

　様子を見ながら少しずつ慎重に甘いと感じる口内へ入り込み、歯列をなぞり始めると、繋いだ手に縋りつくようにきゅっと握り返された。

　その行動を愛おしいと思う心とともに、全身を燃えるような熱が駆け巡る。

　滾る欲に抗えずさらに深みを目指すと同時に、安心させようと親指で握った手の甲を撫で続ければ、己の全てを受け入れるかのように彼女の身体から力が抜けていった。

　溺れるように、貪り尽くすかのように深く口づける。

　何せ自分は、この日をもう十三年もの長い間、待ち焦がれていたのだ。

「もう一度いいか……？」

　一旦唇を離し、はあはあと荒い呼吸を整えようとしている彼女にそう乞えば、羞恥と息苦しさから目を潤ませながらもしっかりと頷いてくれる。

　それからそっと目を閉じた彼女に吸い寄せられるように、エリオットは再び唇を重ねた。

「ん……、ふ、ぅ……ん……っ」

　挿し入れた舌を絡ませ、自分の方へと少しずつ引っ張るように軽く吸い上げる。

　加えて舌先で擽るように愛撫すれば、合わせた唇の隙間から己の理性を焼き切ろうとするような声が絶えずこぼれ落ちた。

　そうしてきゅっともう一度、先ほどよりも少しだけきつく吸い上げてから、名残惜しくもその甘い舌を解放する。ぼうっと熱に浮かされたような表情の彼女をうっとりと見つめながら、夜着のボタンを二つほど外したところで早速制止の声が掛かった。

「あ、あの、エリオット様……私……」

　緊張や羞恥、そしてそれ以上の不安から瞳を揺らす彼女の眦に、エリオットがキスを落とす。

「大切にする」

　誰よりも何よりも、そしてこれから先も永遠に。

　林檎のように頬を真っ赤に染めながらも頷いてくれた彼女の額に、感謝の意を表すようにまた一つキスを落としてからボタンを外し、夜着の前を少しだけ開いた。

　現れたきめの細かい肌は薄紅色に染まりつつあり、指を這わせればその滑らかな触り心地に思わず頬が緩んでしまう。

　同時に、無遠慮にむしゃぶりついてしまいたくなる気持ちをぐっと抑えてから、エリオットは首筋へとキスを落とし、ゆっくりと舌を滑らせた。

「んっ……」

　彼女の身体が、その僅かな刺激にすらもふるりと震える。

　敏感な反応は男としてとても嬉しく、楽しむように唇や舌で喉から鎖骨にかけてなぞり、穢れ一つない真っ新な肌に赤い痕を残すように、エリオットはきつく吸い上げた。

　独占欲の証ともいえるそれを見て、笑みを浮かべそうになった自分に自嘲する。けれど愛して止まない彼女に触れて、余裕など欠片もあるはずがないのだ。

　だからどうか愚かな自分を許してほしい。そう思いながらエリオットはまた一つ、花弁を愛しい彼女の肌に咲かせた。

「あ、あまり……見ないで下さい……」

　夜着を開はだけさせ、素肌を剥き出しにすると、すかさず彼女が胸元を手で隠し顔を背けた。

　彼女の取る行動は、どうしてこれほどまでに愛らしく、己の心を鷲掴みにするのだろう。

　胸が熱くなり、目頭にも燃えるような熱を覚える中、エリオットは赤くなっている彼女の耳元で囁いた。

「見せてくれ、君の全てを」

　心からの願いを口にすれば、彼女は今にも涙がこぼれ落ちてしまいそうな目を見張り、逡巡し、やがてゆっくりと手を下ろした。

　恐らく今の自分は、恍こう惚こつとした表情をしているだろう。加えて、好物を目の前にした空腹の獣のようにも見えているかもしれない。自覚していても、喉はまた勝手にごくりと音を立てる。

　エリオットは逸る気持ちを抑えて、眼前の可憐な膨らみへそうっと手を伸ばした。

　膨らみを両手で優しく掬い上げるようにやわやわと揉み、その中に指を埋め、自分にはない柔らかさを手全体で楽しむ。

　縁に手を添え、ふるふると揺らせば、彼女が何かに耐えるように眉を寄せて唇を噛み締める。

　そして、その姿にどうしようもないほど劣情をそそられてしまう自分がいる。

　胸の谷間にまた一つ花弁を散らし、噛み殺しきれない声を聞きつつ、今度はじっくりと捏ねるように揉みしだいてから、既に存在を主張しはじめていた頂を指で擽った。

「ぁっ……ん、っ……」

「クローディア。君の愛らしい声も全て、私に聞かせてはくれないか」

　必死に堪えようとする彼女にそう乞えば、今度は無理だと言いたげに首を横に振る。

　さらに声を抑えようと、手の甲を口に当てた彼女の手のひらに、エリオットは懇願のキスを落とした。

「頼む、聞かせてくれ」

　栗色の瞳を覗き込み、暫くじっと見つめ合う。

　それから彼女の口元にある手をそっと握り、顔の横へと下ろすと、改めて感謝を伝えるように唇を重ね合わせた。

「……ぁ、や……ん、あ……っ」

　胸の中心にある薄紅色の先端を指の腹で円を描くように転がせば、彼女から鼻にかかったような甘く心地よい声がこぼれ始める。

　時折そこをきゅっと少しだけ強く摘まみ、指同士を擦り合わせるように軽く捻る。さらに痛みを感じさせない程度に軽く引っ掻き、ゆっくりと押し潰した後、エリオットはその美味しそうな果実をぱくりと食べた。

「あっ、あぁ、ん……ぅ……っ！」

　刺激に身体を震わせ、背を仰け反らせたことによりぐっと近づいた胸の蕾を舌で舐め上げ、口内で転がし、ちゅうっと吸い上げる。快感を引き摺り出そうと舌先で先端を突き、甘噛み程度に歯を立てれば、さらにびくりと大きく身体を震わせたのと同時に、黒い髪をきゅっと引っ張られた。

　それが無意識だとわかっていても、まるで『もっと』と強請られているようで、つい嬉しさから目を細める。

　そうして今度はもう片方の頂へと舌を伸ばし、先ほどと同様に舐ったところで胸から顔を離したエリオットは、いつの間にか眦からこぼれ落ちていた涙に唇を寄せた後、彼女の瞳を覗き込んだ。

「続けても？」

　これ以上先に進めば、やがて自分は決して軽くはない痛みを彼女に与えてしまうだろう。

　だから少しでも彼女が不安を感じるというのなら、今夜はここで止めるつもりだ。自身の昂りなど、いつも通り一人で鎮めればいい。

　僅かに残る理性をかき集め、ゆっくりと返事を待つべくエリオットが体を離そうとした時だった。

「好き……」

　彼女の唇が徐に動き、自身の頬にも細い指が触れる。

「好きなの、エリオットさま……」

　彼女の潤んだ栗色の瞳が、自分の紫紺色の瞳をしっかりと見つめてくる。

「ディアって……呼んで下さいますか……？」

　これは夢だろうか。目眩がしそうなほどの幸福の中、エリオットは熱い胸の内を全て伝えるように深く深く口づけた。

「……ああ、もちろんだ。私だけのディア……君を愛している」

　十三年前のあの日、いつか彼女のただ一人の王子様となる者だけに許すのだと話していた愛称を呼び、積年の思いを告げる。

「私も……愛しています。私だけのエリオットさま……」

　誓いを込めたキスが再び交わされる。喜びが胸を覆い尽くす。

　そうして夜着を全て脱がし終えたエリオットは、秘められた場所へゆっくりと手を伸ばした。
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「────っ！」

　バサリと音を立てて、色の褪せた本が床へと落ちる。

「……最悪だ」

　いつの間にか淫らな妄想に耽っていた愚かな自分を殴りたくなる。

　エリオットはぐしゃりと髪を掻き上げると、落とした本を拾ってからベッドへ仰向けに倒れ込んだ。

　このような妄想ばかりしているからあの夜も夢だと勘違いした挙げ句、何より大切な彼女を襲ってしまったのだ。そしてあれほど猛省したにも拘わらず止められない妄想は、もう如何ともし難い。

　そのうえ十五歳の頃から続くそれは大人になり、さらに本物の彼女に触れたことで、最近ではより淫靡なものとなりつつある。

　妄想の中と同様に臨戦態勢となっている張り詰めた下半身に大きなため息を吐くと、エリオットは先程落とした本をもう一度開いた。

　声の掛け方から逢おう瀬せへの誘い方、贈り物の心得に、果ては閨事についてまで事細かに書かれているその本は、エリオットにとって最早師と言っても過言ではない。

　何せ初恋が現在も継続中なのだ。十三年もの長い間クローディアただ一人を求め、数多の誘いも全てその場で断ってきたエリオットに知識以外のものなどあるはずもない。

　とはいえ、それがあまり胸を張って言えるような話ではないことくらい、エリオットとて十分に理解はしている。

　この貴族社会において純潔が尊ばれるのは女性だけだ。男性の場合、中には派手に浮き名を流す者もいるが、大抵は嗜み程度に男女の駆け引きを楽しむのが普通である。

　けれど、と最近エリオットは思い始めていた。心身ともにただ一人の女性を欲することの何を、咎められる必要があるのだろうかと。

　そうしてまた、エリオットはあの夜の愚かな自分を省みる。

　もう二度と、身勝手な自身の欲望で彼女を傷つけないように。そしていつの日か、彼女からの愛とともに『ディア』と呼ぶ許しを得られるように。

　そのためにはまず、未だ彼女の心に残り続けているあの男を越えなければならないだろう。

　そう、彼女が社交界から姿を消すきっかけとなっただろうあの男──セオドア・ノードランを。




【姦しい侍女達】







　王族の居住区域にある広い一室は今、国王夫妻への祝いの品で溢れ返っている。

　大舞踏会から半月以上が経ち、続々と懐妊祝いが贈られて来ているからだ。そしてそれは今後、国内の貴族達に加えて諸外国からも届き、ますます室内を埋め尽くしていくことだろう。

　そのような状況下で、クローディア達侍女が何をしているかといえば。

「クローディア、そっちはもう並べ終えた？」

「いえ、あと半分くらいです。ヘレナさんの方はいかがですか？」

「こっちもまだ当分終わりそうにないわね」

　重厚な長机に、祝いの品を並べている真っ最中である。

　生花に陶磁器、ガラス細工に絵画。財力を誇示しようとする者や、どうにか国王夫妻の記憶に残ろうとする者など、祝いの品は値が張るものから一風変わったものまで様々だ。

　尤も暗黙の了解により飲食物はないが、それでも運び込まれる前にはしっかりと危険物の有無について確認されている。

「それにしても、これを全て把握しなければならないだなんて大変ですわね……」

　気の毒そうに漏らすエリザに、ヘレナや他の侍女達が頷く。

　国王夫妻は、これらの贈り物とその贈り主について正確に把握しなければならないからだ。

　何かの折にその話題が出て、もしも答えられないとなれば信頼関係にひびが入る恐れすらある。

　特に政務に携わるような高位貴族は厄介だ。彼等の中には、他家に勝ろうと贈り物一つに躍起になる者も少なくない。それは父が宰相に就任した際、伯爵邸へと贈られてきた祝いの品々にも顕著に表れていた。

　そのための下準備として、公務に忙しい国王夫妻が短時間で把握出来るよう、クローディア達は贈り主の爵位順に祝いの品を並べているわけだが。

　──これを全て覚えるのは、容易ではないでしょうね……。

　数が多いうえに似通っているものまである。まるで記憶力の限界に挑戦するかのようなそれは、想像しただけで目眩がしそうだ。

　クローディアはふるふると首を振って頭からその想像を追い出すと、贈り主と祝いの品が書き記された一覧表と照らし合わせながら、一つ一つ慎重に並べていった。

「あら……もうすぐお昼ですわね。一旦休憩にしましょうか」

　エリザの一言を合図に皆が作業を止める。クローディアも手を止め、ぐぐっと背筋を伸ばした。

　それから皆とともに部屋を出た後、外に待機している騎士達に声を掛けてから食堂へと向かう。

　廊下を歩きつつ、今日の昼食は何だろうかとクローディアがぼんやり考えていれば、前を歩いていたヘレナが勢いよく振り返った。

「そうだわ！　贈り物といえば、クローディアはあれからどうなの？」

　一応、そのさらに先を歩く他の侍女達には聞こえぬよう、声を抑えているつもりではあるらしい。けれど興奮は全く隠しきれていないようだ。

　目を爛々とさせて返事を待つヘレナに、クローディアは首を傾げた。

「どう、ですか……？」

　ヘレナがエリオットとの事を聞いているというのは、何となく想像出来る。しかし具体的に何を聞きたいのかまでは流石にわからない。だからこそ、咄嗟に迂闊な事を言ってしまわぬよう気を引き締めたクローディアに、隣を歩くエリザがうふふと笑いながら問いかけた。

「やっぱりお噂通りの方でした？」

「ええ、とても誠実な方で──」

「そもそも公爵様ってどんな事をお話になるのかしら？」

「え？　あ、ええと……」

「そういえばエスコートはどれくらいお上手ですの？」

「エスコートですか？　それは……」

「あと贈り物のセンスはどうかしら？」

　二人に矢継ぎ早に質問され、段々と顔が引き攣っていく。

　それと同時に胸の奥がズキリと痛んだのは、不快な記憶が甦ったせいだ。

　まだただの伯爵令嬢として夜会に出席していた頃、クローディアは両親や兄が側を離れる度に囲まれ、不躾な質問を浴びせられていた。

　父は宰相、長兄は次期アルトリア伯爵、騎士団でめきめきと頭角を現す次兄に、王妃である従姉。その誰もに関心のない人間などおらず、そしてその誰もと近い存在でありながら与し易いクローディアは恰好の的だった。

　何せ社交界デビューしたての世慣れぬ娘だ。取り囲まれれば逃げ出すことも出来ず、かといって素っ気ない態度を取ることも許されない。それはクローディアが未婚であり、なおかつ婚約者がいないからこその制限でもあった。

　そもそも社交界において、未婚の令嬢が気をつけるべきことは主に二つだ。

　一つは異性との醜聞、そしてもう一つは自身の評判である。

　前者は純潔が尊ばれる貴族社会故のものだ。けれど後者は恐らく貴賤問わずのことだろう。誰だって評判の悪い者との結婚は避けたいし、ましてや高い持参金に釣られてそこを許容してしまう人間など以ての外である。

　だからこそクローディアは常に人目を気にし、淑女として誰かに眉を顰められるような行動を避けなければならなかった。つまり囲まれた時点でもう、鍵のついた檻に入れられたも同然というわけだ。

　もちろん両親や兄はクローディアを大層心配していた。

　だが彼等も忙しい身だ。常にクローディアの側に居続けることは出来なかった。それは当時既に侯爵夫人となっていた一つ年上の友人も、また然りである。

　そうしてクローディアが一人になった隙に取り囲むのだ。

　各々の趣味や嗜好から日常会話まで、果たしてそのどこに利用価値があるのかもわからないような話を聞き出すためだけに、それこそ延々と。

　しかし父の政敵である家の者もいる以上、常に警戒しながら応対しなければならなかった。

　代わりにクローディアはわざとドレスに果実酒を掛けられたり、ダンスの途中で足を踏まれたりといった目に見える嫌がらせを受けたことはない。言葉の中にはどれほどの棘や刃が隠されていようとも、表向きには皆友好的だった。

　尤も苦痛であることに変わりはなかったが、それだけならばクローディアは社交界から遠ざかることなく、多くの縁談の中から選んだ適当な誰かと今頃結婚していただろう。

　例えその中にクローディア自身に興味を持つ者が、誰一人としていなかったとしても。

「──……なさいましたの？　クローディア？」

「……え？」

「ねえ、もしかして具合でも悪いの？」

　心配そうな二人が、前からクローディアの顔を覗き込んでいる。

　どうやら自分は、いつの間にか足を止めてしまっていたようだ。

「いえ……何でもありません」

　決して具合が悪いわけではないのだと、二人を安堵させるように笑みを浮かべる。

　けれどそれはどこか歪だったのだろう。

　二人はますます心配そうに眉を寄せ、次いでハッとしたように目を見開くと、急に眉尻を下げておろおろしだした。

「……っ、ごめんなさい。私達ったらつい興奮しちゃって……」

「け、決して悪気などありませんでしたのよ……？」

　目に見えてしょんぼりと肩を落とす二人に、今度はクローディアが慌て出した。

「ち、違います……っ、これはお二人のせいではなくて、その……」

　しかし、そこでクローディアは言葉に詰まってしまった。

　──ああ……もうどうして、私は人前で思い出してしまったのかしら……。

　だが後悔したところで、今の状況を切り抜けられるわけでもない。だからといって不快な過去の話を二人にするというのは気が引けるし、何よりクローディア自身がそれを恐れた。

　話すことによって、その続きを──クローディアの心を傷つけたあの人の声を、姿を、そして出会いからの全てを思い出してしまうことや、その結果顔を酷く歪ませてしまうだろうことに恐怖を覚えたのだ。

「ええと……ただ、何を話したら良いかわからなかっただけなんです。でも、その……とりあえず私には勿体ないくらい素敵な方ですよ」

　エリオット様は、と不自然に感じられないよう小さな声で付け加える。

　ここはやはり、二人の興味のある話題に戻しておくのが一番だと思ったのだ。

　とはいえ些か強引すぎたような気もするが大丈夫だっただろうかと、クローディアが恐る恐る様子を窺えば、忽ち二人の顔色がパァッと明るくなった。

「あらまあ、随分と可愛らしいことを言うわねぇ」

「ええ本当に。何とも、恋する乙女らしい素敵な台詞ですわね」

　どうやら、思いの外上手く誤魔化せたようだ。

　楽しそうに笑い合う二人に、クローディアは気づかれぬよう静かに安堵の息を吐いた。

「ねえねえ、ちなみにどういうところが素敵なの？」

　食堂へ向かおうと再び歩き出せば、隣に並んだヘレナが好奇心からきらきらと輝く瞳をクローディアに向けて尋ねてくる。

「そうですね……やっぱり紳士的なところでしょうか」

　ふわりと緩く微笑みながら返した言葉は、本心からのものだ。尤も時折戸惑うほどに距離が近すぎて、つい何かを隠しているのではと疑いそうになることもあるが。

　それでも王宮にいる日は必ず部屋まで贈り物を届けてくれるし、何より偽の恋人であるにも拘わらず、彼は常にクローディアの意思を尊重しようとしてくれる。

　恋をしておらず、盲目にもなっていないクローディアから見ても、エリオットは完璧な男性と言えるだろう。ヘレナ達が話していた、彼の花嫁の座を狙う令嬢が多いという噂も、今なら十分に納得出来る。

　なるほどね、とヘレナが相槌を打てば、今度はエリザがぽんと手を鳴らした。

「そういえば、先日の花束も素敵でしたのよ？」

「花束？」

　何のことかと首を傾げたヘレナが、エリザとクローディアを交互に見やる。

「ああ、それは──」

「もちろん、クローディアへの愛の贈り物ですわ！」

　クローディアの言葉を勢いよく遮ったエリザは、うっとりと頬を赤らめながら両手を顎の下辺りで組んだ。

「そして、最後のさり気ない素敵なキス！　まるで恋愛小説を見ているようでしたのよ」

「あら、それってもしかして去り際にさらっと唇を奪っていったっていう、例の噂の？」

「え……」

「そうですわ！　あの時わたくし思いましたの。きっと公爵様は王子様ではなく王……いいえ、どこかの国の皇帝ではないかと！」

　興奮しているエリザは一体、何を想像しているのだろう。彼は皇帝ではなく、この国の公爵である。けれどクローディアもその話を聞いて、ついなるほどと思ってしまった。

　確かに、エリオットはあまり王子には見えないのだ。

　クローディアもそれなりに恋愛小説を読むが、その中に出てくる王子は大抵、春の心地よい風をその身に纏ったかのような爽やかさと、太陽が良く似合う輝かしい笑顔の持ち主である。

　対してエリオットは、色気溢れる切れ長の二重に意志の強そうな紫紺の瞳という、理知的には見えるものの、間違いなく月光の方が似合うような風貌だ。白馬よりも、きっと玉座の方が似合うだろう。だからといって簒さん奪だつ者になられては非常に困るが。

「あらあら、クローディアったら顔が真っ赤よ？」

「まぁ、相変わらず初々しくて可愛らしいですわね」

　気づいたことをそのまま口にするところが、何とも二人らしい。

　そして忘れかけていたあの日のキスの記憶が甦り、それと同時に羞恥心がぶわりと湧き上がる。恋人の振りとはいえ些か手の早い彼を紳士と評したのは、やはり早計だったかもしれない。

「恋愛に興味のなかった、あのクローディアがねぇ」

「いつの間にか成長したようですわね」

　うふふと笑い合う二人をわざと置いていくかのように、クローディアは足を速めた。

　その際、頬どころか耳まで真っ赤に染まっていたのは、もちろん言うまでもない。




【父からの命】







　クローディアは今、王族の居住区域を出て、柔らかな太陽の光が降り注ぐ中庭に面した回廊を歩き、政務の執り行われている中央棟へと一人向かっていた。

　ヘレナ達と昼食を取るために食堂へと向かっている最中、すぐに宰相の執務室へ来るようにとの伝言を受け取ったからだ。

　──お父様に呼び出されるのは、初めてだわ……。

　クローディアが中央棟を苦手としていることを知っているからか、この三年弱、父から呼び出されたことはない。それでも執務室の場所くらいはクローディアも覚えているが、父は急にどうしたというのだろう。

　呼び出された理由を考えようとして、クローディアはふと思った。

　──あれ……？　そういえば、最近お会いしていないような……。

　今さら気づく自分は、我ながら何とも薄情な娘である。

　尤も長兄のフェリクスを通して手紙のやり取りは行われていたが、頻繁に実家へと帰っていた時から考えれば驚くほど長く父と顔を合わせていない。とはいえ忙しかったのが主な理由だが、王妃の懐妊以降は茶会等も開かれていないため、父に直接伝えるべき話もなかったのだ。

　──そうか、それでお父様は……。

　呼び出された理由に、クローディアはようやく思い至った。

　恐らく父は痺れを切らしたのだ。会いに来ないどころか、異性との噂まで流し始めた娘に。

　そもそも考えてみれば、今まで父が静観していたことの方が不思議なくらいである。何せ昔から父は娘のクローディアに甘く、また時に人一倍過保護でもあるのだ……とはいえ、何にせよ。

「お父様、きっと怒っていらっしゃるわよね……」

　勝手な事をしている娘を、父はどう思っているのか。

　先程までの空腹感など、どこへやら。執務室で待ち構える父を想像したクローディアは、顔を青くしながら中央棟へと入っていった。




　ふかふかとした絨毯じゅうたん張りの長い廊下を進み、広々とした大階段を上っていく。

　穏やかな空気が流れている王族の居住区域とは違い、政務の執り行われている中央棟はどこか空気が張り詰めている。また、眉間に皺を寄せた文官達が忙しそうに歩いている様は、見ているだけで何だか息苦しさすら感じてしまうほどだ。

　それに加えて、行き交う人々の視線が肌にチクチクと突き刺さる。ある程度は覚悟してこの棟に足を踏み入れたが、気を抜くとつい下を向きたくなってしまうのは、隣にエリオットがいないとどうしても心細いからだろうか。

　誰にも握られていない手が冷たい。握られていないのだから当然のことなのに、あの温もりが今すぐにでも欲しいと思ってしまう。同じような視線を浴びせられ続けても顔を上げていられたほどの、頼もしいあの温もりが。

　誰にも繋がれていない手を堪えるようにぎゅっと握りしめつつ、何よりあの温かな彼の手を思い出しながら、それでもまだ少しだけ重い足を動かしていると、徐々に違和感を覚え始めた。クローディアへ向ける視線の中に、時折純粋な憐れみが含まれているかのように感じられるのだ。

　オルブライト公爵家へ娘や妹を嫁がせたいと思うからこその敵意や、そろそろ行き遅れのくせにという侮蔑ならわかる。けれど、なぜ自分が憐れまれているのか。

　訝しみつつもさらに階段を昇っていると、階下から何やら話し声が聞こえてきた。

『どうやらあの噂は本当らしいな』

『ああ、うちの母も、アルトリア伯爵家のご令嬢とオルブライト公爵殿が歩いているところを見たって話していたよ』

『何だ、じゃあやっぱり王妃陛下との間には何も──』

『おい、もし聞かれたら不敬罪で捕まるぞ』

　婚約以来、陛下一筋の王妃に対して失礼にも程がある。

　一体どこの家の者だと腹立たしく思ったものの、流石に声だけではわからず、クローディアはよりいっそう眉を顰めた。とはいえ、聞き耳を立てるというのは淑女として大分はしたないことだ。

　それ故にこれ以上はやめておこうと思い、その場から離れるべくクローディアが一段昇った時だった。

『それにしても、公爵殿も随分と行動がお早いことだ』

『ああ、これでさらに次期宰相の座に一歩近づいたに違いない』

『そのうえ傷心の公爵殿にとって、彼女は理想的な類似品だろう？』

『まあ確かに、あの髪色は珍しいからね』

『そう考えると、まあ気持ちはわからなくもないか……』

　そして続ける。クローディアは不憫な娘だと。

　全く予想していなかったわけではない。父は公私混同するような人ではないが、それでもと思う人間など山ほどいるし、髪色のことだって重々承知している。

　クローディアがそう思う以上、当然エリオットだって予想していたはずだ。

　──けれど、どうしてあれほど憐れまれているのかしら……。

　もしもクローディアが社交界デビューしたての娘だったら、同情の対象になるのもわかる。

　しかし実際は名門の伯爵家に生まれながら侍女として働き、そろそろ行き遅れと呼ばれてもおかしくはない、変わり者と言われる自分だ。蔑み妬まれることはあれど、同情されることなどないと思っていたのだが。

　ますます深まる疑問に首を傾げながら、それでもクローディアは執務室を目指した。




「お久しぶりです、お父様」

　通されたのは、執務室の奥にある宰相の私室だ。

　不要なものが一切置かれていない室内は、実家の父の書斎に似て大変すっきりとしており、クローディアは促されるままに座り心地の良い大きなソファへと腰を下ろした。

「息災だったか？」

「ええ、お父様もお元気そうで何よりです」

　一見すると父は怒っていないようにも思えるが、元々あまり感情を顔に出さない人だ。

　ここはもう、先に謝罪しておいた方が良いだろう。

　先手必勝だという思いから、クローディアが恐る恐る口を開きかけた刹那、執務室へと繋がる扉が開いた。

「お待たせしました。……あれ？　クローディア、早かったね」

「フェリクスお兄様……？」

　突然の兄の登場に、クローディアの目が丸くなる。

　そのうえ室内へと入ってきたフェリクスは、なぜワゴンを押しているのだろう。

「どうなさったの？　それに……」

　そのワゴンは何かと目で問えば、フェリクスが「ああ」と軽く頷いた。

「君と昼食を取りたいそうだよ」

　誰がと敢えて問わなくてもわかる。ここが宰相の私室である以上、言い出したのは父だ。

　そして冷やりとしているクローディアに気づいているのかいないのか。

　いや間違いなく気づいているだろう兄は、中央棟内の食堂から運んできた食事を淡々と目の前の長机に並べると、クローディアの隣にサッと腰を下ろした。

「好きなだけ食べなさい」

「ありがとうございます、お父様……」

「じゃあ、僕も遠慮なく」

　そう言って、誰よりも先に隣に座るフェリクスがサンドイッチに手を伸ばす。

　一方のクローディアは、未だ用件を言わない父に戦々恐々としていた。

　けれど昼食がまだである以上、所狭しと並べられた料理を見て空腹を思い出さずにいられるはずもなく、もうとりあえず食べてから考えようと、クローディアも兄同様サンドイッチを手に取り、真っ白なふかふかのパンを頬張った。

　バターの効いたふわふわの甘いオムレツに、肉汁の滴る肉厚なベーコン。たっぷりと塗られた甘酸っぱいトマトのソースはくどくなく、むしろ爽やかで後を引くほどの美味しさだ。

　隣にあるとろりと濃厚なかぼちゃのスープも、甘さと塩気のバランスが丁度良い。何よりその優しい味わいにほっと心が和らぎ、少しずつ肩の力も抜けていく。

　すると隣から、フェリクスが何かを差し出してきた。

「はい。これ、さっき届けてもらったんだ」

　うちの屋敷からね、と続けるフェリクスに、クローディアの目が星のようにきらきらと輝き出す。

「まぁ……！」

「いや、クローディアも本当に昔から変わらないね」

　フェリクスがクローディアにデザートを渡しながら、クスクスと笑う。

　けれどクローディアの目は、兄から渡されたデザートに釘付けだ。

　秋の恵みである葡萄がふんだんに使われたそれは、ゼリーとムースの二層構造になっており、例えようもないほどに美しい。むしろ一日中見続けていたいほどである。

　早速一口食べてみようとクローディアがスプーンでゼリーを掬った瞬間、タイミングを見計らったかのように制止の声が掛けられた。

「クローディア」

「何でしょう……？」

　父に呼ばれ、クローディアが顔を上げる。

　もちろんデザートもスプーンも持ったままだ。

「次の休暇には必ず、屋敷へと帰ってきなさい。──オルブライト公爵殿とともに」

　スプーンで掬ったゼリーが、デザートの器にぽとりと落ちる。それでも紅茶を飲んでいなかったのが、せめてもの救いだろう。

「お、お、お父様……それは、その……ちょっと……」

「なるほど。良い案ですね、父上」

「お兄様……!?　……っ、で、ですがエリオット様もお忙しい方ですし、そもそもまだそういう時期でもありませんし……」

　いつになく早口なクローディアの顔が急速に青ざめ、強張っていく。

　どういうことだろう。これは全くの予想外だ。噂が真実かどうか確かめるつもりだろうくらいには思っていたが、まさか屋敷に招くよう言われるなどとは考えもしなかった。

　何せ噂が流れ始めてから、まだ一月と経っていないのだ。例え本物の恋人であったとしても、些か性急すぎである。

　しかしデザートを長机に置き、この状況をどうやって切り抜けようかと冷や汗を流すクローディアの前に座る父もまた、なぜか同じくらい顔を青くしていた。

「ま、まさかお前はもう、彼のことを名前で呼ぶほどに……」

「父上、そのくらいまだ序の口では？」

「ああ、いや……そうか、そうだな……」

　納得したように呟きつつも複雑そうに眉を寄せる父に、フェリクスが頷き返す。

　それにより何とか気を取り直したらしい父が、これまたわざとらしく一つ咳払いをした。

「シア……いや、グレイシアもお前のことを酷く心配している」

「え？　お母様がですか……？」

「そうだ。だからとにかく、一度彼にも屋敷に来てもらいなさい」

　いいな、と念を押す父は相変わらず複雑そうに眉を寄せており、だからこそクローディアの胸は苦しいくらいにぎゅうっと痛んだ。

　──ああ、私、本当に酷い娘だわ……。

　きっと父はあの噂を信じ、いつか愛娘であるクローディアが嫁いでしまうと思っているのだ。

　そういう寂しさを隠すために眉を寄せる癖が、父には確かにある。そのことを母が教えてくれたのは社交界デビュー前、まだクローディアが無邪気に将来の結婚相手の話をしていた頃だった。

「……ごめんなさい」

　堪えきれなかった言葉が、狡いとわかっていながらもつい口からこぼれ落ちる。

　今さら罪悪感を覚えたところで、どうにもならない。今になって後悔するくらいなら、初めからこのような真似などしなければ良かったのだ。

　頭ではわかっているのに、胸の痛みだけがどうにも治まってくれない。

　もちろん今までだって、全く罪悪感がなかったと言えば嘘になる。けれどこの先結婚する予定もないのだから、家族に迷惑がかかるほどの醜聞にさえ気をつければ大丈夫だろうと安易に考えていたのだ。

　そう、父のこの顔を見るまでは。

「クローディア、お前は何を……」

　父が訝しむようにクローディアを見る。

　けれどクローディアは手をぎゅっと握りしめてから、首を横に振った。

「いえ……ごめんなさい、何でもないんです」

　欺いているのはエリオットも同じなのだ。クローディアだけが罪悪感に押し潰されて口を滑らすのは、勝手が過ぎるだろう。

　そう思い、そっと俯いてから握りしめる手にさらに力を入れる。

　だが胸の痛みが消えることはなく、クローディアが耐えるように眉を寄せていると、父が小さな声でぽつりと呟いた。

「まさか……まさかお前はもう、本当に彼の事を……」

「え……？　お父様、今何と……」

　上手く聞き取れず、問い返しながら顔を上げた瞬間、クローディアは驚きのあまり目を見開いた。

　父の顔がいつの間にか蒼白になっていたからだ。

「お、お父様……あの、一体何を……」

「まだですよ、父上」

　呆然とするクローディアの隣から、苦笑混じりにフェリクスが告げる。

「芽生えているかどうかはともかくとして、流石にまだ自覚はしていないと思いますから」

「……フェリクス。それは、本当か……？」

「ええ。まあ、この先については何とも言えませんが。それでも、今すぐ覚悟を決める必要だけはないだろうと僕は思っていますよ」

　柔らかい声でよくわからない事を話す兄に、しかし父は「そうか」と頷いてから僅かに安堵したように息を吐いた。

「……お父様？　お兄様……？」

「いや、何でもないよ」

「けれど……」

「ねえ、クローディア。それよりもそのデザート、いらないなら僕が食べてあげようか？」

「え……？　そ、それはだめよ……っ、お兄様……」

　慌ててデザートの皿を手に取ったクローディアに、フェリクスがくすりと笑みをこぼす。

　多分これ以上追及したところで、今の兄には答える気などないのだろう。

　そう感じさせるほど余裕そうな笑みを返されたクローディアは、眉尻を下げつつ葡萄のゼリーをスプーンで掬った。




【不可解な真実】







　結局最後まで、父がクローディアにエリオットとの関係やその経緯について尋ねることはなかった。ただ屋敷へ招くことは決定事項のようで、どうにも拒否出来なかったクローディアの心は今、ずしりと重く沈んでいる。

　両親への罪悪感に、エリオットへの憂鬱な言伝。考えただけで胸が痛み、気が滅入るそれらに、知らずとまた一つため息がこぼれ落ちる。

「何だか、大分浮かない顔をしているね」

　隣から聞こえた心配そうな声に顔を上げれば、フェリクスが少しだけ困ったように首を傾げた。

　どうやら心の内が、思いきり顔に出ていたようだ。

　クローディアは何とか誤魔化そうと、精一杯口角を上げつつ、途中まで送ると言う兄に礼を告げた。けれど、あまり上手に笑えていなかったのだろう。

　兄は目を僅かに見張り、次いで苦笑した。

「わかっているよ。君が何を憂えているのか、その理由も」

　それでも決して明言しないのは、ここが人の行き交う廊下だからだろう。

　つまり誰かに聞かれては困ると考えている時点で、やはり兄には全てお見通しというわけだ。

　そのことに気がついたクローディアは肩を落とし、小さく息を吐くと、隣を歩く兄にだけ聞こえるような小声で呟いた。

「……ごめんなさい、お兄様」

「うん。ちゃんと反省したならそれでいいよ」

　クローディアの頭に一度ぽんと手を乗せたフェリクスが、柔らかく目を細める。

　栗色の瞳はとても穏やかで、先日とは違い、今は怒っていないのだとわかった。

　だからこそ不思議に思う。兄は気づいていてなぜ、父の案に賛成したのだろうかと。

　もちろんクローディアにそのことを責める権利はないし、する気もない。罪悪感による胸の痛みも全て、自分の行いの結果だと重々承知している。

　けれど、兄とて両親を悲しませるのは本意ではないはずだ。眉尻を下げ、唇を引き結び、なおかつ首を捻るクローディアに、隣を歩いているフェリクスがくすりと笑みをこぼした。

「そうだなぁ……じゃあ、百面相していても可愛らしい妹に、一つ良いことを教えてあげようか」

「良いこと……？」

　あまり嬉しくない誉め言葉はこの際聞き流し、目をぱちりと瞬いたクローディアに兄がさらりと告げる。

「──クローディアの想像は全て、杞き憂ゆうに終わるよ」

「え……」

　今のはどういう意味だろう。もしや、新手の冗談だろうか。

　しかし兄の瞳に揶揄いの色は見えず、眼差しも先ほどと同様に穏やかだ。

　ではクローディアの聞き間違いか。それとも、ただの気休めだろうか。

　真意がわからず困惑する妹に、フェリクスはおやとでも言いたげに片眉を上げた。

「あれ？　もしかして、僕は可愛い妹にあまり信用されていないのかな？」

「そ、そんなことないわ。本当よ？　でも……」

「大丈夫だよ。父上や母上はちゃんとわかっているし、あいつは喜んで君の誘いに応じるよ」

　その瞬間クローディアは驚きに目を見張り、動揺のあまり何もないところで躓きかけた。

「おっと……足を捻ったりはしていないね？」

「え、ええ……ありがとう、お兄様……」

　慌ててクローディアの腕を掴んだフェリクスが、良かったと安堵の息を吐く。

　けれどクローディアの頭は、今までにないほど混乱していた。

　父や母がわかっているとはどういう意味だろう。エリオットがクローディアの誘いに喜んで応じると、どうして言い切れるのだろう。

　先ほどの様子を見る限り、少なくとも父は確実に噂を信じているように思えた。何せあれほど眉を寄せていたのだ。もしもこの関係が偽りだと知っていたら、父もあのような感情を抱いたりはしないだろう。

　エリオットのことだってそうだ。王都の散策とは違い、家人と使用人しかいない屋敷の中でどれだけ恋人の振りをしても、この関係に対するメリットなど殆ど存在しないだろう。双方ともに温かく見守ることはあっても、見聞きしたことを口外するとはとても思えないからだ。

　──じゃあ、やっぱりお兄様は気休めを……？　でも……。

　何となく、今のは気休めではないような気がする。

　だからといって、それが真実であるとも思えないのだが。

「お兄様……」

　本当は今すぐにでも、全ての疑問を解消したい。

　しかしここは中央棟内の廊下だ。誰に聞かれるともわからない場所で話すわけにはいかないだろう。

　そう思い、もう一度確認だけしておこうと目で問いかけたクローディアに、フェリクスがふっと微笑んだ。

「そうだね。もしも僕の言葉が間違っていたら、君に葡萄酒を百本贈るよ。けれど、もしも僕の言葉が当たっていたら、その時は君が僕に葡萄酒を──」

「わ、わかったわ……お兄様を信じます」

　そこまで言う兄は、恐らく確信しているのだろう。

　口元に笑みを浮かべながらも揺らぐことのない自分と同色の瞳に、クローディアはゆっくりと頷いた。とはいえ、今のは流石に聞き流せない。

「もしかして、お兄様は私のことを酒豪とでも思っていらっしゃるの……？」

「さあ、どうだろうね？　でもどんな君であろうと、僕の可愛い妹に変わりはないよ」

「……お兄様の意地悪」

　それほど酒に強いわけではないと知りながら笑って肯定する兄に、少しだけ拗ねた振りをするもそれは逆効果だったらしい。

　ますます笑みを深めるフェリクスに、クローディアは諦めたように肩を竦めた。

　そして行きには通らなかった静かな階段を下り、厳かな雰囲気の廊下を進む。兄曰く、最短で王族の居住区域に帰れるのがこの道だそうだ。

　それにしてもクローディアが迷わず一人で執務室に辿り着けたことが奇跡なくらい、中央棟内は広く、また入り組んでいる。あまり見慣れぬ景色に時折目を瞬かせながら歩いていると、仄かに甘い香りが風に乗ってクローディアの元へと運ばれてきた。

「何の花かしら、とても良い香りね……」

　甘い香りを胸いっぱいに吸い込んでから、行きとは別の回廊に面した中庭を見れば、小振りの花が一面に咲き誇っている。

　昼時だからか人もおらず、誰に気兼ねすることなくクローディアがその景色をうっとり眺めていると、隣から兄の軽やかな笑い声が耳に届いた。

「クローディアは母上に似て、昔から花が好きだね」

「ええ、可愛らしいものも綺麗なものも、花なら何でも全部好きよ」

「でも一番は、やっぱりあの薔薇かな？」

「そうね、たくさんの思い出が詰まっているもの」

　遠い昔に王宮の庭園で出会った王子様のような少年を思い出し、ふわりと微笑むクローディアに、しかしフェリクスは面白くなさそうに呟いた。

「……それって、主に悪い狼との思い出だよね」

「もう……お兄様ったら……」

　兄は昔から、定期的にこの話題を自分で持ち出してはなぜか不機嫌になるのだ。

「彼は狼ではなく、歴とした人間だったって、お兄様にも何度もお話ししているでしょう？」

「いや。残念だけれど、あれは間違いなくただの悪い狼だよ」

　そのうえ彼のことなど知らないと言いつつも、毎回『狼』だと言い張るのだから困りものである。

　そして兄とは対照的に、昔から彼のことを『白馬の王子様』と表現しているのが、王妃であり従姉でもあるディアナだ。

　従姉の不思議な言い表し方を思い出したクローディアがくすりと笑った刹那、いきなりびゅうっと強い風が吹いた。慌てて持ち上がりそうになったスカートを押さえ、きゅっと目を瞑る。

　それからゆっくりと瞼を上げたクローディアは、これ以上ないほどに大きく大きく栗色の瞳を見開いた。

　さらさらと風に揺れる赤みがかった茶色の髪。均整のとれたしなやかな体躯。見えずともわかる若草色の瞳。何より、忘れることの出来ない残酷なほどに柔らかな声音。

　風にそよぐ花の向こう。回廊を歩くのは、かつてクローディアが心を許し、そして無惨にも内側から粉々に破壊したその人だった。




【未だ癒えぬ心】







　傷ついた心は、どれだけの月日が経てば癒されるのだろう。もうあれからそろそろ三年が経つというのに、忘れることの出来ない憧れ混じりの大切な恋心を踏みにじられた痛みに、今もまだクローディアの心は囚われ続けている。

　それでもあの頃から比べれば人と接することを厭いとわなくなったし、思い出しては枯れるほどに涙を流すこともなくなった。

　けれど心に深く残る傷は、こうして姿を視界に捉えただけでいとも簡単に開き、再び血を滴らせる。

　それほど彼は──セオドア・ノードランという人間は、クローディアにとって特別な存在だった。




『クローディア嬢。貴女を妻にと望む権利を、僕にお与え願えますか？』

　父や兄に従姉、家柄や血筋に持参金。

　その全てを取り除いた時、クローディアには一体何が残るのだろう。

　政治面でも財力面でも所詮は道具でしかないクローディアに、耳当りの良い甘い言葉を囁く人間は山ほどいた。けれど彼らが実際に見ているのはクローディアの向こうにいる父や兄や従姉だけだとわかっていて、一体誰を選べば良いというのか。

　毎晩のように開かれる夜会で、クローディア以外の人間に興味を持ち、そして彼らの情報を得るためだけに大勢の人間がクローディアを取り囲む。そんな辛く苦しいばかりの社交界で、ただ一人だった。

『偽らざる貴女の素直な心が、僕にとっては何よりも得難く思えるのです』

　ただ一人、偶然出会ったセオドアだけがクローディア自身に価値を見出してくれたのだ。

　そしてありのままの自分に興味を持ち、柔らかな笑みを向けてくれる彼に、クローディアは当然のように淡い恋心を抱いた。

　それ以上に多分、安堵していたのだと思う。これでようやく、自分にも人並みに素敵な恋が出来るはずだと。

　けれど、彼にとってはある種の遊びのようなものだったのだろう。

　クローディア自身を欲していたはずのセオドアの中にあったのは、世慣れぬ娘を思い通りに転がせたという歪んだ愉悦だけだった。

　とある夜会の最中、偶然彼の自分に対する嘲笑を耳にしてしまったことは、客観的に考えれば僥ぎょう倖こうだったのだと思う。結婚してから気づいても、待っているのは不幸だけであったに違いないのだから。

　でも頭と違い、心はそう簡単には出来ていない。誰が味方で誰が敵かもわからない社交界で、ただ一人全幅の信頼を寄せていた人からの裏切りは、クローディアの心に大きな傷を残した。人を信じることは疎か、人と接することすら厭う時期もあったほどだ。

　それでも、どうにか少しずつ前を向き始めていたというのに。傷つけられた痛みを忘れ、過去から逃げ切ることなど、やはりクローディアには出来ないのだろうか。

「クローディア……？　もしかしてどこか具合でも悪いのかな？」

　心の古傷に引き摺ずられ、徐々に歩みの遅くなるクローディアの顔を、立ち止まり振り返ったフェリクスが心配そうに覗きこむ。

「……いいえ、どこも悪くないわ」

「本当に？　今にも倒れそうな顔色をしているけれど……」

　訝しそうに眉を寄せた兄は、自身とクローディアの額に交互に手を当てると、首を捻りながらもほっと息を吐いた。

「良かった、とりあえず熱はなさそうだね。でも念のため、医務室へ寄っていった方が良いんじゃないかな」

「……お兄様、私なら本当に大丈夫だから、あまりご心配なさらないで」

　誤魔化そうと精一杯口角を上げるクローディアに、フェリクスが「けれど……」と渋る。

　だが兄の言葉を遮るように首を振って否定すると、それ以上追及されぬようクローディアは再び歩き始めた。

　しかし一歩足を進めるごとに心臓はドクリと嫌な音を立て、握りしめた手のひらには痛いほどに爪が食い込んでいく。

　もういっその事今すぐ踵きびすを返し、走って逃げてしまおうか。その角を曲がり、彼に鉢合わせしてしまう前に。あの若草色の瞳に自分の姿が映り、嘲笑の色が浮かぶところを見てしまうよりも早く。

　──けれど、そんなこと……出来るはずがないわ。だって、走って逃げたりなんてしたら、お兄様は……。

　きっと不審に思い、クローディアに理由を問うだろう。

　兄は何も知らないのだ。いや、兄だけではない。父も、母も、次兄も、そして姉のように慕う王妃も、皆。あの夜のことを知らないのは、クローディアが誰にも話さず、何より話せなかったからだ。話せないほどに傷ついて、話し方さえわからないほどに涙を流していたためだ。

　──……大丈夫。もし顔が合っても、すれ違い様に挨拶をすればいいだけよ……。

　ただそれだけのことだと自分自身に言い聞かせるように、何度も何度も心の中で繰り返す。

　けれど効果は皆無に等しく、握りしめた手は氷のように冷たくなり、徐々に吐き気すら込み上げてくる。

　だがその一方で、驚くほど冷静にやはりと納得している自分もいた。

　彼の姿を見て、平静でいられるはずがない。そうわかっていたからこそクローディアはこの三年弱、可能な限り、特にこの中央棟を避けていたのだ。

　それでも今日までその姿を視界に捉えることなく過ごして来られたのは、偏に運が良かったお陰だろう。

　彼は侯爵であり、財務大臣付きの文官だ。当然王宮内……特に、この中央棟には頻繁に出入りしているため、クローディアが可能な限り避けていてもなお遭遇する確率は、それなりに高かったに違いない。

　そのように考えられるくらい頭は冷えているというのに、心や身体は全く別物のようだ。

　曲がり角が近づくにつれ、どんどん呼吸が浅くなってくる。

　兄はもう、クローディアの異変の理由が体調不良ではないと気がついてしまっただろうか。そしてもし問われたら、今度こそ何と答えれば良いのか。

　不安に駆られたクローディアが、出来るはずもないとわかりながら、それでも逃避をするようにぎゅっと目を瞑ったその時、耳に聞き慣れた声が飛び込んできた。

「クローディア、君がこちらの棟にいるのは珍しいな」

　予想もしていなかった声にパッと目を開き、ピタリと足を止めたクローディアの元へ、前方から早足に近づいてくる人がいる。

「……エリオット、さま……？」

　思わず見間違いではないかと何度も瞬きするが、やはりエリオットだ。

　思ってもみなかった遭遇に呆然とするクローディアの隣で、同じように立ち止まったフェリクスが呆れたように呟いた。

「もしかして、君にはクローディアの居場所がわかる能力でもあるのかな？」

「いや、それはむしろぜひとも欲しいものだが……」

　真面目な顔でそう返しかけたエリオットが、ふと何かに気付いたように目を瞬く。

　そしてぐっと眉を寄せると、彼はクローディアの頬へ手を伸ばした。

「あまり顔色が良くないな……もしや、どこか具合でも？」

　躊躇うことなく頬に触れてきた彼の手が、今はとても温かく感じる。

　どうやらいつの間にか、両手のみならず顔までもが冷たくなっていたようだ。

　エリオットから、まるで心地よい湯に浸かったかのような優しい温もりを与えられ、少しだけ落ち着きを取り戻したクローディアがゆるりと首を横に振って否定すると、フェリクスが困ったように肩を竦めた。

「実は、さっき僕も同じことを聞いたんだけどね。どうにも大丈夫の一点張りなんだ」

「そうか、具合が悪いわけではないというなら……何か他に気になることでもあるのか？」

　紫紺色の瞳が、心配そうにクローディアをじっと見つめる。

　このままでは心の内まで見透かされてしまいそうだ。彼はそれくらい、洞察力に優れている。

　でも、今のクローディアの心を彼に読まれるのは困るのだ。

　強くしっかりと見つめられ、居た堪れなくなったクローディアは目を泳がした後、視線から逃れるようにそっと逸らした。

　その最中、曲がろうとしている方向を見てしまったのは偶然か。それとも必然か。いや、やはり気になっているからこそ見てしまったのかもしれない。

　そしてエリオットは、クローディアの揺れた視線すらも見逃さなかったようだ。

　すぐに目線を追いかけ、遠くを見るように目を細めた刹那、ハッと息を飲んだエリオットが、素早くクローディアの手を取った。

「え……？　……っ、あ、あの、どちらへ……っ」

　突然手を引かれる。加えて驚き慌てるクローディアの腰を掬うように抱えながら、エリオットは躊躇うことなく、また、角を曲がることもなく足早に真っ直ぐ進んでいく。

　その間、後ろからフェリクスの驚きを含んだ制止の声が飛んできているが、彼の耳には何も届いていないのだろうか。気になりちらりと見上げたものの、彼はクローディアよりも大分背が高く、それ故に表情までは流石に見ることが出来なかった。

　ずんずんと勢いよく歩いて行き、今度はそのまますぐ近くの空き部屋へ入るようにと促される。

　そうして後ろから彼もその空き部屋へと入り、素早く中から鍵を閉めたところで、エリオットはようやく落ち着いたとばかりに大きく息を吐いた。

「数分で構わない。だから、少しの間だけはこの部屋にいてくれ」

　頭上から、どこかほっと安堵したような声が降り注ぐ。

「……エリオット様は、どうして私をここへ？」

「君のことが……いや、違うな。単に私が会わせたくなかっただけだ」

　ゆっくりと振り向き仰げば、頼りがいのある声とは裏腹にどこか悲しげな色を浮かべた瞳が、クローディアを静かに見つめていた。

　彼はどうして今、そのような顔をしているのだろう。そのような顔でクローディアを見つめる意味とは何なのだろう。そして、何よりも。

「誰に、ですか……？」

「──ノードラン侯爵だ」

　一瞬、文字通りクローディアの息は止まった。

　なぜエリオットがそのようなことを思うのだろう。彼は一体何を知っているのだろう。そして知っていたとするならば、それはいつからなのだろう。誰も知らないはずの過去だというのに。

　頭にはたくさんの疑問が浮かんでいるのに、怖くて声が出ない。誰にも知られたくない心の傷を知っているかもしれない恐怖と、それ以上の何かがクローディアから言葉を奪う。

　一方のエリオットもなぜか痛みに耐えるように眉を顰め、口を引き結んでおり、空き部屋内に立ち尽くす二人の間には重い沈黙が流れている。

　その重い沈黙をあっさりと破ったのは、扉の向こうから聞こえてきた兄の身体が震えあがるほどの怒気を孕んだ声だった。

「エリオット、今すぐここを開けるんだ」

　口調は穏やかであり、また、声量も抑えてはいるが、扉越しにもかかわらず肌にはピリピリと殺気が突き刺さって来ている。

　だが、どうやら兄の怒りの矛先はエリオットだけに向けられているようだ。

「エリオット、君はここがどこだかわかっているのかな？」

「ああ、もちろんだ」

「それなら、自分の行動がどれほど危険であるかも十分にわかっているはずだよね？」

「それも当然、承知の上でのことだ」

「……ふざけないでくれるかな。王宮内で君は一体何を考えているんだ」

　今までに一度も聞いたことのないようなフェリクスの唸り声に、クローディアの身体が思わずビクリと揺れる。

　しかし、それと同時にクローディアは兄の怒りの理由にもようやく思い至った。

　恋人関係にあるとはいえ、未婚の男女が鍵の掛かった部屋の中に籠っている。それだけでも眉を顰められるような醜聞だというのに、ここは王宮の中央棟内だ。政務の行われている神聖な場所で逢瀬を重ねているなど、もはや前代未聞レベルの醜聞になってしまうだろう。

　噂が流れればクローディアはもちろんのこと、エリオットとてただでは済まなくなるに違いない。そして、それ故に兄はあれだけの殺気を放っているにもかかわらず声を荒らげることなく、また、クローディアの名も決して呼ばないのだ。

　けれど、今のクローディアにエリオットを恨む気持ちは微塵もなかった。

　これほどの危険を彼が冒そうとした理由についてはあまり理解出来ていないが、それでも回廊を歩いていた時に比べてクローディアの心は遥かに和いでいる。最も会いたくない人間の前で醜態を晒さらしていた可能性からも逃れられた今、クローディアの心はエリオットに対する感謝で溢れてすらいるのだ。

　とはいえ、お互いの今後のためにも醜聞だけは避けなければならない。

　──どうしよう……ええと、外に出る時はお兄様に周りを見ていてもらうとして、とりあえず今は……。

　数分経ったら出るとだけ、兄に伝えておく必要があるだろう。

　もちろん一刻も早くこの部屋から出るべきだということくらいクローディアにも十分にわかっているが、それでもどうかあと少しだけ待ってほしい。

　扉の前にいるフェリクスにだけ聞こえるような小声でそう伝えるべく一歩足を踏み出したが、その言葉が兄に届くことはなかった。

「──静かに。君は何も心配しなくていい。全て私に任せてくれ」

　後ろから大きな手にそっと口を塞がれ、温かな吐息に耳朶を擽くすぐられる。

「フェリクス、あまり心配するな。ここでの用が済めばすぐに出るし、もちろん方法も考えてある」

「……待って、用って何かな？　もちろん、答えられることだよね？」

「いや、それは……」

　疚しいことはないからといって答えられるわけでもなく、エリオットが僅かに口くち籠ごもったその時。

「──おや、そこにいるのはフェリクスですか？」

　扉の向こうから、記憶の中と寸分違わぬ柔らかな声が聞こえてきた。

「え……？　ああ、何だセオドアか」

「扉の前に佇んで一体どうしたんです？　その部屋は確か、今はもう誰にも使われていなかったかと思いますが……」

「ああ、うん。いや……エリオットが中で、何やら探し物をしているらしくてね」

「なるほど。もしまだお困りでしたら時間に余裕もありますし、僕もお手伝いしますよ」

　フェリクスが動ずることなく滑らかに嘘を吐く間も足音が止むことはなく、一歩、また一歩と近づいてくる。

　悪魔のような気配にクローディアの身体は震え出し、顔からは急速に血の気が引いていく。

　しかし無情にも、足音は扉の近くでピタリと止んだ。

「エリオット、探し物はもう見つかりましたか？」

　およそ三年振りに聞いた、あの頃と何一つ変わらぬ柔らかな声に次々と当時の記憶が甦り、心臓を素手で鷲掴みされたかのような強い痛みがクローディアの胸に走る。それと同時に、かつての思い人である扉の向こうの人物がくれた甘く優しい言葉と、嘲り蔑む言葉が、綯ない交ぜになって脳内を駆け巡った。

『──素直な心など、この貴族社会では無価値に等しいと思いませんか？』

　偽りのないクローディアの素直な心が得難いと評したはずの彼の、残酷なまでに柔らかな声が脳内に甦る。クローディア自身には何の価値もないと、陰で嘲笑っていた彼の声が。

　それが嫌で咄嗟に手で耳を塞ぎ、ぎゅっと目を瞑ってもきっとあまり意味などないのだろう。頭の中では消えることのない嘲笑が響き続け、涙も勝手にぶわりと溢れそうになってくる。

　けれど今、ここで嗚咽おえつを漏らすわけにはいかないのだ。ここで泣き声を漏らせば、扉の向こうにいる男は気づいてしまうだろう。そして、その先を考えるだけで心が壊れてしまいそうに痛み始めたクローディアが、それでもどうにか堪えるように唇をきつく噛み締めた刹那だった。

「──ああ、丁度今見つかったところだ」

　事も無げな返答とともに、温もりのある大きな身体が後ろからすっぽりと、儚げなクローディアの小さな身体を包み込んだ。

「そうですか、それは良かったですね。ああ、それと例の件についてですが、後程資料を渡しにそちらへと伺いますので宜しくお願いしますね」

　扉の向こうの男がフェリクスと二、三、言葉を交わす。それから足音は遠ざかっていった。

　その足音が完全に聞こえなくなったところで、ようやく兄のフェリクスが心底安堵したように大きなため息を吐いた。

「ああもう、本当に危なかった。生きた心地がしなかったよ。……まあ、セオドアなら仮に気づいたとしても見て見ぬ振りをしてくれたとは思うけどさ、それでもだよね」

「すまない。フェリクス、恩に着る」

「はいはい、わかったからそろそろ君もいい加減籠城をやめてくれるかな。ちょっと周りを見てくるから、君は静かにそこで待っていてよ」

　呆れたようにぶつぶつと呟きながら、それでも辺りの人気を確認するためにフェリクスが扉の前から離れていく。

　兄の足音が段々と小さくなっていく中、エリオットは頭上でふうと一息吐くと、クローディアの耳に顔を寄せた。

「……もう大丈夫だ。我慢しなくていい」

　幼子を安心させるかのように、穏やかな声音でゆっくりと囁く。

　その瞬間、緊張の糸が切れたクローディアの目から一粒の涙がこぼれ落ちた。

　やはりエリオットは知っているのだ。彼が知り得るはずのない、兄さえも知らないクローディアの悲しい過去を。無残にも壊された、あの人に対する恋心を。

　それがなぜかなどわからない。想像も出来ない。

　けれど、彼の前では……エリオットの前でだけは、堪えきれず流れてしまった涙の理由を無理矢理考え出すことも、考え出せないからといって誤魔化すために必死に顔を拭う必要もないのだ。

　そのことに酷く安堵している自分がいる。気持ちが楽になり、強張っていた身体からも徐々に力が抜けていく。

　涙が流れ続けている間もエリオットは、クローディアの身体を力強く抱きしめ続けた。

　彼の両腕の中は、いつまででも居続けたいくらいに心地が好かった。
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【忘れていた約束】







　その後、フェリクスが扉の前へと戻ってくるまでの間ずっと、クローディアは大人しくエリオットの温かな腕の中に居続けた。冷静になった今思い返すと、恥ずかしさのあまり顔から火が出そうになるような、平時の自分らしからぬ行動だったと思うが、なぜかあの時は心身ともに抵抗することなく、それどころかこのまま彼の腕の中に居続けたいとすら思ってしまったのだ。

　それから周囲の確認をし終えた兄の許しを得て、扉を開けようとクローディアが動くよりも早くエリオットはまたしても思いも寄らぬ行動に出た。何と室内にあった大きな窓を開き、窓枠に足を掛け、素早く乗り越えていったのである。

　その瞬間クローディアはあまりの驚きに目を丸くし、口を押さえることも忘れてぽかんと開けてしまった。

　確かに二人のいた部屋は一階にあり、また彼が以前鍛えていると話したことも覚えてはいたが、貴族の……それも、頂点に立つ公爵ともあろう人がそのような型破りな振る舞いをするなど、一体誰が想像出来るというのだろう。

　しかし、彼が兄に告げた部屋を出る方法とは、どうやらこの事を指していたようだ。

　そうしてクローディアが呆然と立ち尽くしている間に、エリオットは扉の向こうで待つフェリクスの元へと戻った。

　もちろんその際に、兄からたっぷりと小言を浴びせられていたのは言うまでもない。




　あの一連の出来事から、また幾日か経った夜。

　就寝の準備を手伝うクローディアは、湯浴みを終えた後、鏡台の前に座っている王妃の髪を櫛で丁寧に梳とかしていた。

「あら、どうかしたの？」

「いえ……本当にお美しい髪ですね」

　ほう、と感嘆のため息をこぼしたクローディアを不思議に思ったのだろう。

　小首を傾げて尋ねた王妃にクローディアが返した言葉は、もちろん世辞抜きの本心だ。

　実際、彼女の光輝くような亜麻色の髪は、陛下が一目で恋に落ちたのも頷けるほど卓越している美貌をさらに引き立てており、さらりと背に流れる癖一つないそれには、幼い頃からクローディアも幾度となく憧れてきた。とはいえ、自分のふわふわと緩く波打つ髪もそこそこ気に入ってはいるのだが、それでもやはり一度くらい風にさらさらと靡かせてみたいとつい思ってしまうのが、乙女心というものではないだろうか。

　クローディアがそのようなことを考えながら黙々と手を動かしていると、急に王妃がくすくすと笑いだした。

「王妃様……？」

「いいえ、ごめんなさいね。ただ少し、昔のことを思い出してしまったのよ」

　いきなりどうしたのだろうと鏡越しに目で問いかけたクローディアに、王妃が笑みを浮かべつつゆるりと首を横に振る。

　だがどうやらよほど楽しい思い出のようで上品に、けれど止むことなく小さな笑い声を上げ続ける王妃に釣られて、クローディアもふわりと頬を緩めた。

「何やら素敵な思い出のようですね」

「そうね、あの時の貴女は本当に可愛らしかったもの」

「私、ですか……？」

　まさか王妃をこれほどまでに笑わせていたのが過去の自分だったとは思いもせず、クローディアが驚きに目を丸くすると、それが余程可笑しかったのか王妃はまた一つくすりと笑みをこぼした。

「ええ、貴女ったら幼い頃にね、いきなり皆の前で『ディアナお姉さまみたいに、わたしもさらさらのかみの毛になるの』って宣言してね」

「そうでしたか……」

　とりあえず相槌を打ってはみたものの、正直全く覚えがない。

　そのうえ幼い頃なら誰でも十分に言う可能性のあるような、ありきたりな台詞だとすら思う。果たしてどの辺りがそれほど面白いのだろうと、クローディアがきょとんと目を丸くする。

　すると王妃は「可愛らしいのはここからよ」と言って、さらに口角を上げた。

「それでね、押し花を見て思いついたからって貴女ったら、図書室にある分厚い本に髪を挟んだままお昼寝をしようとしたの」

「え……」

「でもね、あの頃の貴女は兎のぬいぐるみを抱えていないと眠れなかったでしょう？　だから貴女のお兄様達が図書室に運び込んだのだけれど、なぜか他のぬいぐるみまで持ってきてしまって……それでね、結局すやすやと眠る貴女の周りに皆で並べていったのよ」

　もちろん途中からわたくしも手伝ったわ、と嬉しそうに王妃が付け加える。

「そうして並べ終えた時の、ぬいぐるみに囲まれた貴女の可愛さといったらもう、まるで童話の世界から飛び出してきたお姫様そのものだったわ」

　言い終えてから再度その光景を頭に思い浮かべたらしく、頬に手を当てた王妃がうっとりと目を細めつつほうと息を吐く。

　しかし幼い頃の三歳という年の差は案外大きいもので、正直自分にはこういった平穏な日常の記憶などあまり残っていない。

　それでも、他の侍女達が所用で席を外している今ならまあ良いかとクローディアは、自分の恥ずかしい過去を懐かしむように話す王妃にまた一つ、穏やかな笑みを浮かべながら相槌を打った。

「ところで幼い頃といえば、わたくしずっと貴女に聞きたかったことがあるのだけれど……。公爵にはもう、許したのよね？」

「へ……？」

「ねぇ、やっぱり公爵は泣いて喜んだのでしょう？　だって念願ですものね」

「ええと、それは……」

「大丈夫よ、今ならエリザもヘレナも席を外しているし、戻ってきたとしても彼女達なら貴女を傷つけるような噂なんて流したりしないわ」

　口を挟む余地すら与えず畳み掛ける王妃に、まだクローディアは間の抜けたような声しか返せていないのだが、彼女はもしやそのことに気がついていないのではないだろうか。そう思ってしまうくらい澄んだ瞳で鏡越しに見つめてくる王妃に、思わずクローディアの頬が引き攣りそうになる。

　だが、侍女の数が三人と日中に比べれば少ない就寝前のこの時間帯は確かに、私事を話すのに最も適していると言えるだろう。それに加えて、自分とともに今夜の担当となっている二人のことはクローディアも信頼しているため、王妃の選択は正しいと言っても過言ではないはずだ。

　そのことについてはクローディアも異論などないのだが、そもそも。

　──許す……許すって、何を……？

　気だろうか。それとも心だろうか。唇は違うだろうと脳内で勢いよく否定をして、そうなるともう思い当たるものが他にない。

　それ以前にクローディアが何かを許したところでエリオットが泣いて喜ぶとも思えないのだが、なぜか王妃には確信があるらしく、鏡越しに向けられる視線からは肯定への大きな期待を感じる。

　だからといって、何もわからぬまま安易に肯定するわけにもいかないだろうと、クローディアが詳しい内容を尋ねようとしたその時、居室へと繋がる扉がコンコンと軽く叩かれた。

「王妃様、お待たせ致しました」

　入室の許可を得たエリザが、ワゴンを押しながら室内へと入ってくる。

　それと同時にふわりと漂ってきたのは、ハチミツとホットミルクの甘く優しい香りだ。

　その瞬間王妃が隠しきれず頬を緩めたことに気がついたクローディアは、内心くすりと笑みをこぼした。何せ彼女はもう思い出せないほど昔から、それこそ配合割合にまで拘るくらいこのハチミツの入ったホットミルクを好んでいるのである。

　案の定、エリザから受け取ったそれを少しずつ飲んでいる王妃の顔には柔らかな笑みが広がっており、そんな彼女に気づかれぬようクローディアは嬉しそうにそっと目を細めた。

　そうしてカップの半分ほどを飲み、一息吐いた頃だろうか。王妃がふと何かを思い出したようにパッと顔を上げ、鏡越しにクローディアの栗色の瞳を見た。

「ねぇ、クローディア。先ほどの話の続きなのだけれど……結局貴女はもう、公爵に愛称で呼ぶことを許したのよね？」

「え……？　愛称、ですか……？」

「そうよ、幼い頃に二人で決めたでしょう？　貴女のことを、ディアと呼ばせるって…………え？」

　一足早く首を傾げていたクローディアに続いて、王妃が同じように首を傾げる。

　今のはどういうことだろう。そもそも彼女は、一体何の話をしているのだろう。

　だがそう思っているのはクローディアだけではなかったらしい。

　鏡に映る王妃もまた、自分に負けないくらい不思議そうに目を瞬いている。

　そのうえ、お互いがお互いの反応に驚いてしまい、次の言葉も思い浮かばないため、二人の間には不自然な沈黙が流れる一方だ。

　室内に奇妙な空気が漂う中、おずおずと口を開いたのはエリザだった。

「あの、王妃様……僭せん越えつながら、もし込み入ったお話をなさるようでしたら、一旦わたくしは席を外そうかと思うのですが……」

「え……？　まあ、いやだわ、わたくしったら……ごめんなさいね、ちょっと驚いただけだから気にしないでちょうだい」

　控えめに退出すべきか尋ねたエリザに、ハッと我に返った王妃が苦笑しつつそれを否定する。

　その言葉に「畏まりました」と返したエリザが、王妃の手に塗るクリームの準備に取りかかる中、クローディアは一人背中に冷や汗のようなものを感じていた。

　──……愛称？　約束？　……どうしよう、私何かを忘れているような気がするわ……。

　しかし、その何かとは一体何なのだろう。

　王妃の髪に香油を付けながらも、眉を寄せるほど必死に考え込んでいるクローディアに、王妃が「ねぇ」と静かに声をかけた。

「クローディア。貴女、もしや……あの約束を忘れてしまったの？」

　一応は尋ねるような口振りだが、もう王妃は気がついているのだろう。

　躊躇いながらクローディアが謝罪の言葉を口にすれば、彼女は「やっぱり……」と呟いてから困ったように淡い笑みを浮かべた。

「まあそうね、確かに最後に話したのは三年前……貴女が社交界デビューをする時だったけれど。でもそれまでにわたくし達は、両手で数えきれないほど、繰り返しその約束を口にしてきたのよ？」

　それなのに忘れてしまうだなんてもう、仕方のない子ね。

　そう続けた王妃はわざとらしく拗ねたように唇を尖らせた後、気恥ずかしさを誤魔化すためか、こほんと一つ咳払いをした。

「……いい？　わたくし達は幼い頃にね、『いつかただ一人の王子様にだけ、愛称で呼ぶことを許しましょう』って約束をしたのよ」

　ただ一人の王子様にだけ、愛称で呼ぶことを許す。

　心の中で復唱したクローディアの目が、見る見るうちに大きく見開いていく。

　そして「あ……」と掠れたような声が口からこぼれ落ちた瞬間、脳裏に懐かしい記憶が甦った。

『この絵本のお姫さまが幸せになれたのはね、ただ一人の王子様にだけ、愛称で呼ぶことを許したからなんですって』

『ねぇ、クローディア。愛称で呼ばれることがこんなに幸せだなんて、わたくし今日初めて知ったわ』

『クローディアももうすぐ社交界デビューね。大丈夫、貴女なら必ず素敵な王子様を見つけられるはずよ』

　約束を交わした時も、彼女が婚約をした時も、自分が社交界デビューを果たした時も。

　いつだって必ず、お互い大切なあの約束のことを繰り返し口にしてきたはずなのに、クローディアはどうして忘れてしまっていたのだろう。

「ようやく思い出したようね」

　満足そうに微笑む王妃に、しょんぼりと肩を落としたクローディアが済まなそうに頷く。

「……ご心配をおかけしてしまい、申し訳ありません」

「もう本当よ。わたくし一瞬、貴女が記憶を失ってしまったのではないかと思ったくらいだもの」

　でも良かったわ、と息を吐いた王妃は、心の底から安堵したように目を細めている。

　そんな彼女にクローディアも同じような笑みを返してはいたが、その実胸中はとても複雑だった。

　──たった三年しか経っていないのに、あれほど大切に思ってきた約束のはずなのに……どうして。

　思い出した今となっては、むしろ忘れてしまっていた自分の方が信じられないくらいだ。

　しかし、自身の記憶力の低下に内心ため息をこぼしたところで、ふと何かが引っ掛かった。

　そういえば、最後にこの話を誰かとしたのは果たしていつだろう。

　王妃とは社交界デビューをする時だったが、確かそれ以降にも自分は。

　少しずつクローディアが当時のことを思い出し始めたその刹那、ツキンと胸に鋭い痛みが走った。

　──……っ、今の何かしら……？

　突然襲った痛みを不思議に思い、服の上からさりげなく胸の辺りを押してみるが、特に感じるものは何もない。とすると、今のはただの気のせいだろうか。

　それとももしや健康上の問題ではと、一抹の不安を覚えたクローディアが眉を顰めた直後、鼓膜に「あら……」と辛うじて聞き取れるような、小さな呟きが届いた。

「まぁ、どうかしたの？」

「あ、いえ……お気を煩わせてしまい申し訳ありません」

「いいのよ、エリザ。それよりも貴女、何か気になることがあるのでしょう？」

　問いかけられたものの答えに迷い、視線を泳がせたエリザに、王妃が「もしわたくしで力になれることなら、遠慮なく話してみてちょうだい」と優しく微笑みかける。

「……それではお言葉に甘えまして、一つだけお尋ねしても宜しいでしょうか？」

「ええ、どうぞ」

「ありがとうございます。では先ほどの素敵なお話についてなのですが、ええと……つまり、お二人は同じ愛称を、そのですね……」

　促されるままに問いを口にはしてみたものの、やはり何となく言い辛いのだろう。

　徐々に言葉を濁し始めたエリザに、それまで真剣な瞳で彼女を見つめていた王妃がきょとんとした後、くすくすと笑いだした。

「王妃様……？」

「ごめんなさいね、エリザ。でも大丈夫よ。昔のわたくしもね、貴女と全く同じことを考えたの」

　そうだったのかと思わず目を丸くしたクローディアに、王妃が鏡越しに頷いてから再びエリザを見る。

「そうね、確かにディアナもクローディアも、一番に思い浮かぶ愛称は恐らく『ディア』だと思うわ。だからね、わたくしは『アナ』と、そしてクローディアは『ディア』と呼んでもらうことにお互い決めたのよ」

「まぁ、そういうことでしたか……！　お教え頂きありがとうございます、王妃様」

「いいえ、どういたしまして」

　ようやく答えがわかり、すっきりとしたような表情で息を吐いたエリザだったが、すぐにその瞳は好奇心からきらきらと輝き出した。

「では王妃様は、陛下から……？」

「ええ、わたくしのことを『アナ』と呼ぶのは、この世で彼ただ一人よ」

「まぁまぁ……！　本当に素敵なお話に、わたくし興奮のあまりつい涙が出てきてしまいましたわ」

「あら、ありがとう。ちなみに彼ったらよほどその愛称が気に入ったらしくてね、時折、人前でもわたくしのことを『アナ』ってお呼びになるのよ」

　ふふと笑いながら頬を染めて惚気話をする王妃と、夜空の星にも負けないくらい目を輝かせて相槌を打つエリザ。そんな二人の微笑ましいやり取りを見守るクローディアもまた、幸せのあまりこれ以上ないくらい頬を緩ませつつ、姉のように慕う王妃の姿を鏡越しに見つめていた。

　──あと数ヵ月ね……これほど仲の良いご両親の元にお生まれになるんですもの。きっと幸せになれるはずだわ。

　そしてどうか、これから先もずっと母子ともに健康でありますように。

　そう強く願いつつ、早くも誕生の瞬間を想像したクローディアが目頭を熱くさせたその時。

　──あれ、そういえば……。

　思い出したのと同時に、先ほどのエリザ同様ぽつりと呟いてしまいそうになったクローディアは、慌てて誤魔化そうと些か不自然な咳払いをした。

「──じゃあ、そのお兄様がお考えに？」

「ええ、何せ兄は見目はともかくとして、中身は随分と変わっていましたので……」

「でも、仲が良かったのでしょう？　だってその愛称、とても素敵だわ」

「ありがとうございます。きっと今頃、兄もどこかで──」

　だが幸いにも、話に夢中の二人には気づかれずに済んだようだ。

　クローディアはその事にほっと胸を撫で下ろしてから、再び思い出した事実について考え始めた。

　どうしてあの夜、エリオットはクローディアのことを『ディア』と呼んだのだろう。何も酔って王妃と見間違えたという点についてまで、疑問を抱いているわけではないのだが。

　ただなぜ、愛するディアナを『ディア』と呼んだのか、約束を思い出した今となっては不思議で仕方がないのだ。

　もちろん、先ほどのエリザのように、パッと思い浮かんだ愛称が『ディア』だったからということも考えられないわけではないが、しかし。

　──国王夫妻と親しい間柄にあるはずの彼が知らないというのは、少し妙ではないかしら……。

　普段から陛下と接することも多いだろう彼なら、王妃のことを『アナ』と呼んでいる場面にも一度くらいは出会しているはずだ。そして知っていたならば、酔った時くらい自分も呼んでみたいと、クローディアがもしも彼の立場であれば思うはずなのだが。

　なぜあの夜、エリオットは王妃と見間違えていたにもかかわらず、クローディアを『ディア』と呼んだのだろう。どうして『アナ』と呼んでみようとは思わなかったのだろう。

　結局、浴室の後片付けを終えたヘレナが戻ってくるまで考え続けても、クローディアの中に芽生えたその謎が解けることはなかった。




【翻弄される心】







「さあ、行こうか」

　そう言って差し出された大きな手に自身の手を重ね、目を見てしっかりと頷き返す。

「ええ、今日はよろしくお願いします」

「ああ、こちらこそ頼む」

　緊張した面持ちのクローディアと、紛う方なく上機嫌なエリオット。見るからに対照的な二人はこれから、同じ目的地へと向かう予定である。

　そう、王都にあるクローディアの実家──アルトリア伯爵邸へと。




『エリオット様、ご迷惑をお掛けしてしまい大変心苦しいのですが……』

　クローディアがそう切り出したのは昨日の夜、いつも通りエリオットが休日を前に贈り物を抱えながら部屋を訪ねて来た際のことだった。というのもこの数日間、どうやらエリオットはまたしても所用で王宮を離れていたらしく、中央棟で偶然会って以降顔を合わせていなかったのだ。

　そうしてようやく機会を得たクローディアは、時折しどろもどろになりながらも父の命を伝えたのだが、まず間違いなく彼は断るだろうと予想していた。

　何せ急な話だ。そのうえ偽りの恋人の実家を訪ねるなど、きっと憂鬱極まりないに違いない。

　もしも自分が彼の立場だったら、せめて幾日か心の準備をする時間を所望するだろうとも思ったのだ。

　しかし彼はクローディアの予想に反して、あっさりと快諾した。

　──……それだけでなく。

　喜びを伝えるかのように頬に感謝のキスまで落としてから、自室へと戻っていったのである。

　ちなみにそれが自分に都合の良い夢でないことは、その際頬を抓ってしっかりと確認しておいた。




　そして現在、公爵家の荘厳な箱馬車の中でクローディアは一人、今朝から続くキリキリとした胃の痛みと必死に闘っていた。

　──どうしよう……。お父様もだけれど、特にお母様は何て仰るかしら……。

　昨夜から何度も繰り返してきた問いはしかし、未だに答えが見つかっていない。

　そもそも両親は、クローディアとエリオットの関係についてどう思っているのだろう。恐らく噂を信じているのではと考えているクローディアに対して、長兄のフェリクスは全て気がついていると話していた。

　何より兄は、父の命を伝えた際のエリオットの反応を見事に当てている。だからといって両親についてもそうとは限らないが、仮に兄の言葉通りであれば、無謀なことをしたクローディアへの長い説教だけで済む可能性は十分にあるのだろう。

　けれど、もしも二人の関係を信じていたとしたら。

　募る罪悪感と、質問攻めに対する恐怖から顔を青くしたクローディアの頬へ、隣からスッと大きな手が伸びてきた。

「顔色が悪いな。大丈夫か？」

　与えられた優しい温もりに目線を上げれば、エリオットが心配そうに自分を見つめている。

「いえ……ただ、その……正直、気が重いだけと言いますか……」

「だが、これほど顔が冷たくなるまで悩んでいたとは……気がつかずすまなかった」

　心底申し訳なさそうに謝罪の言葉を口にしたエリオットが、自身の温もりをさらに分け与えるように、クローディアの頬を親指で幾度もゆっくりと撫でていく。

　その擽ったさと心地よさの混在した感覚に、うっとりと目を細めそうになったところでクローディアはハッと気がついた。

「あ、あのお気になさらないで下さい。それよりも、これからのことですが……」

　今はそのような悠長なことをしている場合ではない。名残惜しいと思ってしまう心を少しだけ不思議に思いながら、彼に話を振りつつ身を捩ろうとする。

　けれど、エリオットはクローディアの頬から手を離そうとしない。

　それどころか瞳に悲しみの色が浮かび始めてしまったため、仕方がないと諦めたクローディアはなるべくその感触を気にしないようにしながら、再び口を開いた。

「両親は、その……もしかすると私達の噂を信じているのかもしれませんし、それともやっぱり信じていないのかもしれないのですが……」

　では結局どちらなのだと、自分でも首を傾げたくなってくる。

　しかしこれがクローディアの考えであり、兄の予想でもあるのだ。

　とはいえ自信の無さから段々と声が小さくなり、俯き始めたクローディアの顔を少しだけ上げさせたエリオットが、彼女を安心させるように柔らかく目を細めた。

「今日は私もいる。だからどうか君は何も心配せず、私の隣にいてほしい」

「ですが……」

「……そうだな、確かに私にも一つだけ気掛かりなことはある」

　その瞬間、急に真剣な表情をし始めたエリオットに、すかさずクローディアは身構えた。

　加えて彼は何を心配しているのだろうと、僅かに顔を強張らせかけたのだが。

「君のご両親は、今の君の格好を気に入ってくれるだろうか」

「え……？」

「いや、もちろん大変似合っているし、君の愛らしさも決して損なわれてなどいないと私は思うのだが……」

　彼は何の話をしているのだろう。言葉を返すよりも先にしばし考えこんだ結果、ようやくクローディアは彼が自分の贈った服について話していることに気がついた。

「あの、両親でしたら大丈夫だと思います。……何より、私がこの服をとても気に入っていますので」

　そう返せば目に見えてエリオットの顔が明るくなり、そしてクローディアからこの日初めての笑みがこぼれた。

　普段と変わらず余裕そうな彼が急に真面目な顔をしたと思ったら、いきなり突拍子もないことを言い始めたのだ。その姿が妙に可笑しく、またこうして自身の贈り物のセンスを気にする様は、七歳も年上の男性だというのに何だかとても可愛らしい。

　お陰でいつの間にか胃の痛みもどこかへと飛んでいったクローディアの頭の中には、代わりに一つの小さな疑問が浮かび上がった。

「けれど、この服をお選びになったのはモントン夫人ですよね？」

「いや、私だ。……とはいえもちろん、彼女にもアドバイスをもらってはいるが」

「エリオット様が……？」

　初めて彼と王都を散策したあの日から今日まで、エリオットから贈られた服は全てモントン夫人の店のものだ。

　だから彼女が選んでいるのだとクローディアは思い、それどころか疑いさえしなかったのだが、まさか彼は忙しい合間を縫って自ら店に出向いて決めていたということだろうか。

　驚きのあまり言葉が出てこないクローディアに、当然だと言わんばかりに頷くエリオットの目元はやや赤い。

「君への贈り物を、他人任せになど出来るはずがないだろう。……違うな、ただ私の手で君を喜ばせたかっただけだ」

　そんな彼に見つめられている自分も、きっと同じくらい顔を赤くしていることだろう。

　事実、クローディアの頬は彼の手と同化してしまいそうなほどに熱を持っている。

　その熱い彼の手が頬から髪へするりと滑り、一束掬い上げたところへと、今度は唇が落とされた。

　この光景はまるで、あの大舞踏会の夜そのものだ。

　頭の片隅では確かにそう思っているというのに、あの夜とは違い、燃えるような何かが全身へと広がっていくのはどうしてなのか。

「私の髪で、宜しいのですか……？」

　大舞踏会の夜とは異なり、エリオットの目にもクローディアの髪にしか見えていないはずなのに、それでも口づけるのはなぜなのか。

　心に浮かぶ疑問が、口をついて出る。

　本当は二人きりの馬車の中で演技をしても意味がないだとか、恥ずかしいから出来れば人前でもそういうことはしないでほしいなど、言おうと思っていた言葉は山ほどあったというのに。

　理性ではなく本能が、勝手に問いかけてしまった。

　──でも、だって……酔っていないのならなおさら、王妃様との違いに気がつくはずでしょう……？

　緩くウェーブを描いているクローディアの髪と、癖一つない王妃の真っ直ぐな髪とでは違いなど一目瞭然だ。第一、目の前にいるのはクローディアだと彼もわかっているはずだ。

　それなのに、このような行動を取る彼の心には何が隠されているのか。

　知りたいような、怖いような、どちらとも言えない困惑からクローディアが瞳を揺らしたのと、ごくりと喉を鳴らしたエリオットが懇願するように囁いたのはほぼ同時だった。

「……なら、許してくれるか？」

　何をとは聞けなかった。

　だが、聞けずともわかってしまったのは、エリオットの手が再び頬へと戻り、下唇の端から端までを節くれ立った長い指に優しくなぞられたからだ。

　指の動きは酷く緩慢で、だからこそ余計に触れられたそこが燃えるような熱を持ち、釣られるように身体までもが勝手にふるりと震え出しそうになってくる。

「すまない、冗談だ。……今は、これだけでいい」

　それ故に何の言葉も返せず呆然としているクローディアを、彼がどう思ったかはわからない。

　けれどふっと目を細めた後、エリオットはクローディアの下唇を解放すると、彼女の手をそっと取ってからその白く細い指先へ、まるで羽根で触れるかのように柔らかなキスを落とした。

　──……わからないわ、本当に。

　エリオットは何を考えているのだろう。今彼の目の前にいるのは、愛する王妃ではなくクローディアだというのに。そして、確かに彼はそれをわかっているはずなのに。

　──違う、それだけじゃない。

　そもそも彼はなぜ、クローディアを勘違いさせるようなことばかり言うのだろう。

　二人の関係は偽りであり、いつかは解消される契約のようなものに過ぎないというのに、もしも勘違いをしてしまったらクローディアはどうすれば良いのだろう。
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　何より一番わからないのは多分、自分自身だ。

　唇を許してくれるかと聞かれて、はっきりと拒否出来なかった自分も、囚われたかのように彼から視線を逸らすことが出来なくなってしまった自分も、何より向けられる熱に何かを勘違いしてしまいたいと思っている自分も全て、何一つクローディアにはわからない。

　その中でクローディアが唯一わかっている事実は──遠い昔から、エリオットが王妃を愛し続けているということだけだ。

　そして初めから答えが出ている以上、やはり他意など考えても悲しくなるだけだろう。

　だが冷水を浴びたかのように落ち着きを取り戻した頭に反して、紅く染まった頬は伯爵邸へと到着するまでの間、ずっと熱を持ち続けていたのであった。




【待ち構える母】







　アルトリア伯爵邸は、王宮の西門に近い貴族の居住区域の一画にある。広い屋敷の中には由緒ある伯爵家らしい調度品の数々が飾られており、四季折々の花々に彩られた庭は、幼い頃のクローディアにとってお気に入りの昼寝場所でもあった。

　そのように慣れ親しんだ屋敷の玄関ホールでは現在、使用人達が両側に列を作っており、そして客人を出迎えるべく真正面から歩いてきた女性が、クローディア達兄妹の母であるグレイシアだ。

「オルブライト公爵様、本日はお忙しい中お越し頂きましてありがとうございます」

「いえ、此方こそお招き頂きありがとうございます」

　姿の見当たらない父は何でも少し前に火急の用件で王宮から呼び出しを受けたそうで、晩ばん餐さんまでには戻るはずだからと詫びる母に、「どうか、お気になさらず」と返したエリオットの声は変わらず穏やかだ。

　また、その顔を見るにどうやら彼には父の呼び出しの理由についても何か心当たりがあるようだと気づいたところで、クローディアはふとこの場にいない二人の兄のことを思い出した。

　今夜、彼らは屋敷へと帰ってくるのだろうか。

　事情を知っている長兄はともかくとして次兄は……と過った不安を振り払うように小さく首を振っていると、エリオットとの話を終えたらしい母が、クローディアの前へ一歩足を踏み出した。

「クローディア、貴女もお帰りなさい。そしてお母様に何か言うことはないかしら？」

「ええと、お久しぶりですお母様」

「そうなのよね、もう本当に貴女ったら中々帰ってきてくれないんですもの。──でもね、クローディア。お母様は今、そんなことが聞きたいわけではないのよ？」

　柔らかな笑みと、交わされるこの会話。

　それが誰を彷彿とさせるか問われたら、クローディアは間違いなく長兄のフェリクスと答えるだろう。大輪の花のような容姿も然ることながら、大胆不敵な性格すらもそっくりそのまま母から受け継いでいるのが長兄のフェリクスである。

　そして母は、年齢に伴う経験の分だけ兄よりもさらに恐ろしいのだ。

「お、お母様、その……玄関ホールで立ち話をするというのも何ですし……」

「あら、でも貴女はこれから晩餐用のドレスに着替えなければならないでしょう？」

　緊張のせいか、はたまた久方ぶりに実家へと帰ってきたからか。

　晩餐用のドレスのことなどすっかり頭から抜け落ちていたクローディアが、うっかり「え……」とこぼせば、母はそれをどう捉えたのか、困ったように手を頬へ添えつつ首を傾けた。

「確かに、そのワンピースは貴女にとてもよく似合っていると思うわ。でもね、やっぱり晩餐の席にはドレスの方が相応しいのではないかしら」

　それに、と続けた母がエリオットの方へ向き直る。

「公爵様も、久方ぶりにクローディアのドレス姿をご覧になりたくはありませんか？」

「それは、ぜひとも」

　即答したエリオットの声や表情から喜びや安堵のようなものを感じるのはきっと、クローディアの気のせいではないのだろう。どうやら彼はそれほどまでに自分の贈った服を、クローディアの母に受け入れてもらえるかどうかが気になっていたようだ。

　そんな彼の姿がまた何とも可愛らしく思えてしまい、クローディアはくすりと笑みをこぼしてから母へと告げた。

「お母様、実はこのワンピースはエリオット様に頂いたものなんですよ」

「まぁ、そうだったの。だから貴女の雰囲気にもよく合っていたのね。公爵様、わざわざ娘のためにありがとうございます」

「いえ此方こそ、そのように仰って頂けて大変嬉しく思います」

　先ほどとは打って変わって、玄関ホールに漂う空気は和やかだ。

　けれど母はフェリクス以上に何を考えているかが顔に出ないため、やはり油断は禁物だろうとクローディアは引き続き警戒していた。

「──ところで、結婚式についてはいつ頃をお考えに？」

　しかし予想など遥かに上回る母の発言を前にしては、流石に思考も停止せざるを得なかった。

「そうですね、私としては明日にでもと言いたいところですが、何分彼女にとっても大事な晴れ舞台ですから」

「え……？」

　エリオットの言葉が思うように理解出来ない。それなのに──。

「まあ、そう仰っていただけると助かりますわ。わたくしも常々母親として、大事な娘の花嫁衣装にはぜひ多くの時間を掛けたいと思っておりましたの」

「当然のことです。一生涯で最も可憐な彼女を見るためでしたら、私はいくらでも待つつもりでいますので」

「ありがとうございます。公爵様にそこまで深く想って頂けて、娘は本当に果報者ですわ」

「──……っ、ちょっと待って下さい……！」

　玄関ホールに、クローディアの叫びにも近い声が響き渡る。

　いつもの彼女らしくない行動に驚いた二人が、ピタリと話を止めた。

「お母様は性急すぎます。そもそも私とエリオット様は、まだ将来を考えるほど長く一緒にいるわけではありませんし……」

　何より二人の関係は所詮偽りに過ぎないのだ。

　ただ、その事までは言えないクローディアが言葉を濁すと、呆気に取られていた母の目が、急に獲物を視界に捉えたかのようにぎらりと妖しく光り始めた。

「あら、恋や愛に時間なんて関係ないわ」

「そう……ですが、それでもやはり結婚となると話は別かと……」

「でも、貴女だってそうなってからは当然、一度くらい考えてみたのでしょう？」

「いいえ、私はそのようなことを想像したりなんて……」

「まさか、していないとは言わないわよね？　もしそうなら貴女、ちょっと鈍感にも程があるわよ」

　あまりの言い様にむっとしたクローディアが眉を寄せると、それを見た母はなぜか落胆したようにため息を吐いた。

　──な、何かしら……でもお母様こそ、こういう時くらいもう少し遠慮というものを……。

　いつも通り遠慮のない母への不服を心の中で呟いたところで、クローディアははたと気がついた。

　そもそも母は、二人の関係を本当に信じているのだろうか。

　結婚の話が出た瞬間は確かに、信じているに違いないと思ったのだが。

　──例えば……いつからお互いを意識していたのかとか、どういうところを好ましく思っているのかだとか……。

　普段の母なら根掘り葉掘り聞きたがるような、本来あるべき質問が未だに一つも飛んでこないのは一体なぜだろう。

　だからといってクローディアへの説教が始まってもいない以上、母がフェリクスのように全てを知っているとはどうにも思えない。

　それでも、このまま話が進めば取り返しのつかない事態へと陥ってしまうことだけはもう、火を見るよりも明らかだ。

　──それに、エリオット様だって……いくら何でも、演技に力を入れすぎだわ……。

　もちろん、ある程度は話を合わせてもらう必要もあった。

　けれどこれは、些か度を超えすぎているのではないだろうか。

　その結果、もしもクローディアとの結婚の話が進んでしまったら彼はきっと後悔するはずだ。

　そう思うとどうしてか涙が込み上げてきてしまい、堪えきれずに俯いてしまったその時だった。

「──申し訳ありません、アルトリア伯爵夫人。お恥ずかしい話ですが、実はまだその辺りをしっかりと伝えることが出来ずにいまして……。ですから、彼女が混乱してしまったのも偏に私の至らなさが原因です」

　頭に、ぽんと落ち着くような重みのある温もりが乗せられた。

　それだけで、不自然に入っていた力がクローディアの身体からすうっと抜けていく。

「まあ……、それはこちらこそつい先走ってしまい、大変失礼を致しました」

　先程までの様子からは考えられないくらい素早く納得した母が、申し訳なさそうに眉尻を下げる。

　それに対してエリオットは首を軽く横に振ると、まるで大切なことでも頼み込むかのように母へ向かってしっかりと頭を下げた。

「いえ、どうぞこれからもお力添えのほど、宜しくお願い致します」

「ええ、もちろんです。何せこの通りおっとりとしていますから、ぜひ何なりと仰って下さいませ」

　済まなそうな顔から一転して、伯爵夫人らしい上品な笑みをエリオットへと向けた母の言葉が少し引っ掛かる。おっとりしているとは一体誰のことを指しているのかと、聞いてみたい気もする。

　けれども、とりあえず今は結婚の話がそれ以上進められずに済んだだけでも良しとしよう。

　一人納得したクローディアが、ようやくほっと安堵のため息を吐いたところで、気を取り直したように母が「それでは」とエリオットへ声を掛けた。

「これ以上立ち話をするのも何ですし、公爵様はどうぞこちらへ。クローディア、貴女は着替えてからいらっしゃい」

「ですが……」

　今し方結婚の話を進めかけていた母とエリオットを、二人きりにして大丈夫なのだろうか。

　心配や不安からクローディアの瞳が揺れると、それに気づいたエリオットは困ったように眉尻を下げながら彼女の頬へそうっと手を伸ばした。

「すまない、少し心配を掛けてしまったようだな」

「いえ……」

「だが私も君のお母上も、もう先ほどの話に戻るつもりはないから安心していい」

　それよりも、とどこか切羽詰まったようにエリオットが小さな声で呟く。

「私は君のドレス姿の方が楽しみすぎて、どうにかなってしまいそうなのだが……」

　クローディアの頬に手を添え、自身も目元を赤らめつつ、しかし至って真面目な顔でそのようなことを言うのは反則だろう。楽しみにされていると知った心が、訳もなく弾んでしまうではないか。

　それなのに、クローディアの顔が一瞬で紅色に染まったのを見るや否や、幸せそうに目を細められてはもう完敗だった。

　その様子を見ていた母の楽しそうな笑い声や、微笑ましく思っていそうな使用人達の温かな眼差しも何のその。クローディアの頭と心は今、目の前のエリオットに余すところなく埋め尽くされている。

　けれどもう、それを不快に思う自分などどこにも存在しないのだった。




【相対する覚悟】







「本来であれば、こちらからお伺いすべきところでしたのに……お呼び立てしてしまい、申し訳ありません」

　ドレスに着替えるためにと自室へ向かったクローディアを見送った後、通された応接間のゆったりとしたソファにエリオットが腰を下ろしたところで、真向かいに座ったクローディア達の母であるアルトリア伯爵夫人──グレイシアが、申し訳なさそうに眉尻を下げつつ口を開いた。

「いえ、こちらこそご報告が遅くなってしまい、非常に申し訳ないと思っています」

　毎日顔を合わせている宰相職を務めるアルトリア伯爵や、友人のフェリクスにはある程度の話はしてある。

　だが、多くの人間が集う夜会でしか会うことの出来ないグレイシアには、殆どと言っても過言ではないほど話が出来ていない。

　とはいえ、彼女も夫や息子から十分に話を聞いてはいるだろうけれど、それでも必ず近いうちに自分の口から話す機会を得なければと、エリオットは思っていた。

　その矢先にこうして招かれたのは、恐らくクローディアの父である伯爵や友人が自分の思いを汲んでくれたからなのだろう。

「アルトリア伯爵夫人。クローディア嬢との事ですが……」

「大体は想像出来ていますわ。何かしらの突発的な出来事により、あの子と接触したのでしょう？」

　フェリクスを彷彿とさせるような笑みと聡明さに、思わず言葉に詰まりそうになる。しかし、ここに来る時に決めてきた覚悟を思い出したエリオットは、伯爵夫人に向かって深く頭を下げた。

「申し訳ありません。既に聞き及んでいらっしゃるかと思いますが、この件は全て私の不甲斐なさが原因です」

「まあ……」

　十三年前に出会い、エリオットの心を救ってくれたクローディア。

　天使のようであり、掛け替えのない愛する女性をあの夜、本能のままに襲いかけた自分の愚かな行動は思い返す度、頭も胸も痛くなる。

　本当は社交界から姿を消した彼女の心の傷が癒える日を待ってから、正式な形で交際を申し込み、そして想いを寄せてもらえたところで求婚しようと思っていたというのにだ。

「でも、宜しいのでは？」

「は……？　いえ、しかし……」

「確かに、公爵様の行動はあまり褒められたものではなさそうですけれど。それでも母親として、異論はありませんもの」

　ふふと笑うグレイシアについ、疑問がぽろりと口からこぼれ落ちた。

「……理由をお聞きしても？」

「ええ、構いませんわ。そうですわね……きっと公爵様なら確実にあの子を幸せにして下さるだろうと、そう確信することが出来たからでしょうね」

　昔のようにころころと表情を変える娘を見られたことがどれほど幸せであり、また安堵したかとグレイシアが目に涙を浮かべつつ話す。

　その姿から伝わってくる母親の娘に対する深い愛情に、エリオットの胸がチクリと痛むのは、どうしても自身の母親と比べてしまうからなのだろう。

　歪いびつな愛情で繋がれた両親から愛を注がれることなく育ってきた自分だからこそ、真逆の環境で育ったクローディアに十三年前のあの日救われたのだと改めて思う。

「……ありがとうございます」

「こちらこそ、娘をどうぞ宜しくお願い致します」

　目頭が熱くなる中、もう一度深く頭を下げる。

　そうして徐に頭を上げたところで、応接間の扉がコンコンと叩かれた。

「クローディアかしら？　入っていらっしゃい」

　グレイシアの許可を得て、応接間の扉が開かれる。

　扉の先に立っていた、スカイブルーのドレスを着たクローディアはとても美しかった。また何よりも愛らしく、今すぐこの腕の中に攫さらってしまいたい衝動に駆られたのは、もはや言うまでもないだろう。

　ただ、願わくはいつか彼女の身を、両親から忌々しいと言われたこの紫紺色で。そして十三年前に、葡萄のようで好きだと愛する天使が言ってくれたこの紫紺色で、クローディアの身を包むことが出来たらと、静かに思いながらエリオットはソファから立ち上がり、スカイブルーのドレスを揺らしながら近づいて来た愛するクローディアの頬に一つキスを落とした。同時にふわりと鼻腔を擽くすぐった甘い香りは、あの頃と変わらないエリオットの愛する幸せな香りだった。




【気掛かりな晩餐】







「このハーブティー、美味しいですね」

「本当だ、お選びになったのは母上ですか？」

「ええ、最近王都で流行っているのよ。公爵様のお好みにも合いましたようで何よりですわ」

　食堂内に流れているゆったりとした空気に、内心首を傾げているのはクローディアだけなのだろうか。

「このアップルパイは確か、クローディアも昔から大好きだったよね」

「え……？　あ、ええと、そうね……」

「そういえば以前、君は甘いものが好きだと話していたな」

「そう、ですね……甘いものには目がないので……」

　長兄のフェリクスやエリオットに言葉を返してから、デザートのアップルパイを口へと運ぶ。

　料理長の自信作でもあるそれは歯触りや甘さ加減も申し分なく、いくらでも食べられそうなくらいに美味しい。美味しいのだけれど、そもそも。

　──……どうして、誰もお聞きにならないのかしら……。

　父と長兄が帰宅してからもうすぐ食事を終える今まで、誰一人として二人の関係を事細かに尋ねようとしないのは一体なぜなのだろう。

　もちろん、聞かれないのであればそれに越したことはないのかもしれないが、しかし。

　──それならお父様は、何のためにエリオット様を屋敷へとお招きになったのかしら。それに、お母様だって……。

　玄関ホールではあれほど結婚の話をしていたというのに、その急な変わり様がどうにも不思議で仕方がない。

　一瞬もしやクローディアがドレスへと着替えている間に、エリオットが母へ何かを話したのではとも考えたが、だからといって今この場で尋ねられるほどの勇気も流石に持ち合わせてはいない。

　それ故に悶々としながらもクローディアがアップルパイを咀嚼していると、ティーカップを置いた母がぽつりと呟いた。

「それにしても、公爵様はお母様によく似ていらっしゃいますわね」

「──グレイシア」

「……っ、申し訳ありません。わたくしったら、ついうっかりしてしまって……」

　父に窘たしなめられ、ハッと目を見開いた母が済まなそうに眉尻を下げる。

　両親の様子にどうしたのだろうと首を傾げそうになったところでクローディアも、あっと気がついた。

「構いません、もし宜しければ続きをお聞かせ願えますか？」

「ですが……」

　躊躇う母に、エリオットが微かに苦笑する。

「母が亡くなったのは私がまだ幼い頃でしたから、あまり記憶にも残っていないもので……。ですから、昔の母のことをお教え頂けると有り難いのですが」

「確かに、もう二十年以上前のことですものね……」

　そう返しつつも躊躇する素振りを見せる母は恐らく、何やら難しい顔をしている父に気兼ねしているのだろう。

　目の前の状況にどうしたものかと悩んでいると、見兼ねたようにフェリクスが口を挟んだ。

「エリオットも許可していますし、良いのでは？」

「そうねぇ……」

　しかしまだ、ちらりと再度母が父の顔色を窺う。

　それからようやく一つ頷いた母は、「では、お言葉に甘えまして」と、まるで昔を懐かしむかのように柔らかく目を細めた。

「公爵様のお母様でいらっしゃるセレーナ王女殿下は、それはそれはお美しく、また凛とした雰囲気をお持ちで……そうですわね、まるで月の女神のようなお方でしたわ」

　残念ながらクローディアは、自分が生まれる前に亡くなってしまったエリオットの母親について、先代の国王陛下の妹であるという事実以外何も知らない。

　けれども母や同年代の女性達にとって、その幾つか年上の美しい王女殿下は間違いなく憧れの的だったそうだ。

「ですから、社交界デビューをされた時には皆がお近づきになりたいとその機会を狙っていたそうですし、ご結婚をされた際には多くの殿方が陰に隠れてひっそりと涙を流されたらしいですわ」

「なるほど。ではもしや、父上もその時に涙を？」

「いや、私は特に泣いていないが」

　そこで父に話を振る兄の心臓には、きっと毛が生えているに違いない。しかし顔を引き攣つらせたクローディアに反して、母は全く気にしていないどころか聞いてすらもいなかったようだ。

「とはいえ、セレーナ王女殿下は幼い頃から先代のオルブライト公爵様と相思相愛でいらっしゃいましたから。お二人の間に入れる人間など当然存在しませんでしたので、そこのところはどうぞご心配なく」

　母がそう告げた刹那、隣に座っているエリオットの指先がピクリと動いたように見えたのは、もしかするとクローディアの気のせいだったのかもしれない。

「それで母上は、エリオットのどの辺りを見て、王女殿下によく似ているとお思いになられたのですか？」

「そうねぇ、髪色や高い鼻梁も本当にそっくりでいらっしゃるけれど……でもやっぱり一番は、何と言ってもその切れ長な二重の目ですわね」

　そして、母が「もしも」と続ける。

「公爵様の瞳が王家の方々に多い琥珀色でしたら、きっとなおいっそうセレーナ王女殿下に……」

「──シア、もうその辺りにしておきなさい」

　その瞬間、母を制止する父の鋭い声音に驚いたクローディアの手から、するりとフォークが滑り落ちた。次いで皿へとぶつかった音が、水を打ったように静まり返っていた食堂内に響き渡る。

「あ……ご、ごめんなさい……」

　沈黙が広がる前にとりあえず何か言わなければと思うのに、何も思い浮かばない。それなのに、ただ焦りばかりが募っていく。

「ええと、その……」

　けれど実際には、まだ数秒しか経っていなかったのかもしれない。

　そしてその中で真っ先に口を開いてくれたのはエリオットだった。

「──宰相殿、お気遣い頂きありがとうございます」

「……いや、こちらこそ妻が申し訳ない」

「どうぞ、お気になさらず。それと、瞳の色だけは父に似てしまいましたので……麗しき伯爵夫人のご期待に添えず申し訳ありません」

　どうやら父とエリオットには何か通ずるものがあるようだ。ほっと安堵したような表情の父を見た時に、クローディアは何となく思った。

　しかし今のは……と違和感を覚えたのは、何もクローディアだけではなかったらしい。

「……う、麗しき？」

　エリオットの言葉を繰り返してから堪えきれず吹き出したフェリクスを、それまで呆気に取られていた母が咎めるように睨めつける。

「フェリクス、なぜ貴方はそこで笑い出すのかしら？」

「いえ、すみません。でも、エリオットが……う、麗しき……」

　抑えようとしても抑えきれず、諦めて潔く笑い出した兄は本当に怖いもの知らずだと思う。

　そして恐らくエリオットは、父に窘められた母への気遣いからそのような台詞を口にしたのだろう。

　だが、助けてもらったことへの感謝は、後ほど伝えた方が良さそうだ。

　クローディアが一人頷いた直後、母がこほんと一つ咳払いをした。

「公爵様、こちらこそつい調子に乗ってしまい申し訳ありません」

「いえ、貴重なお話を聞かせて頂き、ありがとうございました」

「あらまあ、公爵様のお役に立つことが出来たのなら何よりですわ」

　ふふ、と手を口元に当てながら笑った母が「それから」と続ける。

「平凡な栗色の瞳を持つわたくしからすれば、公爵様の紫紺色の瞳は羨ましくて仕方がないほどのものですのよ？　ですからご期待に添えずだなんて、そのようなことを仰る必要は全くありませんわ」

　エリオットを見る母の瞳に、まるで自分の子供へと向けるかのような穏やかな色が浮かび上がる。

　しかし、そんな母へと実の息子であるフェリクスが向けた視線は、少々冷ややかなものだった。

「母上は中々に失礼ですね。僕はともかくとして、クローディアまで巻き込んでいる自覚はありますか？」

「え？　あの、私は別に……」

「あらごめんなさい、決して悪気はなかったのよ。でも、クローディアだって他の色の瞳に憧れたことくらいはあるでしょう？」

　その前にまず、フェリクスにもクローディアを巻き込んでいる自覚はあるのかと尋ねてみたい。

　そして母の問いに対する正しい答えとは一体何なのだろう。

　短時間で、けれど必死に悩んだ結果、とりあえずクローディアはやんわりと話の論点をずらしておくことにした。母と兄の間に立たされたクローディアには、それしか選べなかったのだ。

「私は、エリオット様の紫紺色の瞳も素敵だと思いますよ」

「なぜそう思うか、聞いても？」

　しかし、まさかエリオットにまで追い詰められるとは思いもしなかった。

　今のクローディアの気分は、まるで猫に捕まる寸前の鼠である。

　そして鼠のクローディアは、焦ったあまり突拍子もない言葉を口にしてしまった。

「あの、ええと……そ、そうです、葡萄の色に似ているので……！」

　今すぐ食堂から逃げ出したくなるくらい、幼稚な言葉がクローディアの唇の隙間から飛び出る。

　食堂内にしばし沈黙が流れた後、またしても堪えきれず吹き出したフェリクスに、父が咎めるような視線を向けた。けれど母すらもくすくすと笑っていては、もう止めようがなかったらしい。呆れたように父が眉間の皺に手を当てている。

　それにしても、クローディアは何てことを言ってしまったのだろう。

　──ぶ、葡萄って……私はもう、何を……。

　果たして今の台詞は、何歳の子供なら許されるものなのか。

　あまりの居た堪れなさに、今すぐ食堂から立ち去りたくて仕方がない。

　だがその前にと恐る恐るエリオットを見れば、なぜか彼は心底驚いたように目を見開いていた。

「あの……申し訳ありません、今のはその、ついうっかりと言いますか……」

「……クローディア」

「何でしょう？」

「君はもしや、あの日のことを覚えて──」

　エリオットが、何か──その真剣な表情から察するに、恐らくとても大切なことを言おうとしたその時、けたたましい扉の開閉音が玄関ホールの方から聞こえてきた。

　続いてバタバタという騒々しい足音とともに、『お待ち下さい、坊っちゃま……！』と制止する使用人達の大きな声が食堂まで届いてくる。

「あ、これはちょっとまずいね」

「フェリクスお兄様……？　まずいって…………まさか……！」

　フェリクスの言葉にクローディアが目を見張ったのと、バタンと食堂の扉が開いたのは恐らく同時だったと思う。

「ただいま、クローディア！」

「お、お帰りなさい……レスターお兄様……」

　ここでもう一度、フェリクスの言葉を借りておこうと思う。

　──これは、ちょっとまずい。




【心配する次兄】







　絶体絶命とは正に、今のような状況を指すのではないだろうか。

　真正面にはアルトリア伯爵家の次男であるレスターが、背後には今まで座っていた椅子があってはもう、前にも後ろにも逃げ道などない。しかし仮にそれがあったとしても、きっとクローディアは逃げ出さなかったに違いない。

　なぜなら、短く切り揃えられた髪を乱し、騎士団の制服を着たまま食堂へと飛び込んで来た次兄の狙いが──、

「公爵殿は、どういうおつもりですか？」

　今夜の客人である、エリオットだったからだ。

「レ、レスターお兄様、まずは少し落ち着かれた方が良いかと……」

「そうよ、レスター。いきなり何かしら？　公爵様に失礼だわ」

　青い顔で宥めようとするクローディアに続いて、心底呆れたように母がため息を吐く。

　だが、そんな二人の姿や声などもう次兄の視界には入っていないのか、エリオットの方へずいっと一歩足を踏み出したレスターが、射抜くような目で彼を見た。

「妹を王妃陛下の身代わりになさるおつもりでしたら、今すぐその考えを改めて頂きたい」

　今まで誰一人として口にしたことのない、けれど家族としては恐らく至極当然な願いをエリオットへと告げる。

　──……身代わり？　……ああ、そうか、そうよね……あれほど長い間、エリオット様は王妃様への横恋慕を噂されていたんですもの。

　その彼が王妃の懐妊を知った途端、彼女の従妹であり同色の髪を持つクローディアを恋人に選んだとなれば、邪推するのも無理はないだろう。現に、そういう類いの噂話はクローディアもちらりと耳にしている。つまり家族だからこそ、次兄はこれほどまでに心配してくれているのだ。

　──それなのに……ごめんなさい、レスターお兄様。

　クローディアは既にもっと愚かなことを仕出かしている。とはいえ今さら白状出来るはずもなく、罪悪感からクローディアが俯きかけたところで、隣に座っていたエリオットがスッと立ち上がった。

「レスター殿のお気持ちはお察し致します。ですが私には、そのような非道なことをするつもりなど毛頭ありません」

　クローディアを背に庇い、毅然とした態度ではっきりとそう告げたエリオットに、しかしレスターはまだ納得出来ずにいるのだろう。次兄の気持ちは、もし自分が逆の立場だったらと考えれば手に取るようにわかった。それと同時に気がついた。きっと今クローディアが何かを言ったところで、次兄はその全てを『恋は盲目』の一言で片付けてしまうに違いないと。

　そうして食堂内に流れ始めた重い沈黙を破ったのは、なぜか今まで傍観していた長兄だった。

「駄目だよ、レスター。妹の恋路の邪魔をする兄なんて、嫌われるのが落ちだと思わない？」

　人好きのする笑みを浮かべて弟を諭そうとするフェリクスに、レスターがぐっと眉を寄せる。

「……では兄上は、結果的にクローディアが悲しむことになっても構わないと？」

「いや、そうは言ってないよ。ただ、想像と噂話だけで判断してしまうのは、騎士団の若き副団長として些か早計過ぎないかな？」

　言外に浅はかだと窘める長兄に、この国に五つある騎士団の内の一つで副団長を任されている者としての矜持が、それ以上の反論を許さなかったのだろう。

　眉間に皺を寄せたレスターが押し黙る。

　そのどこか耐えるような次兄の姿に、何の痛みも感じないような妹ではなかった。

「レスターお兄様、その……」

　けれどここで安易に謝罪をしても徒に次兄を傷つけるだけで、きっと慰めにすらならないのだろう。

　それならばとクローディアは、すぅっと息を吸ってから斜め前へ一歩足を踏み出した。

「……ありがとう、心配して下さって」

　はにかむような笑みを浮かべたクローディアに、むすっとしながらもレスターが小さく頷く。どうやら一応は次兄も納得してくれたようだ。

　しかしクローディアがようやくほうっと安堵のため息を吐いた刹那、突然レスターの瞳が何かを思いついたようにきらりと輝いた。

「──では、公爵殿がどれくらい妹を大切に思っているか、少し俺にもお聞かせ願えませんか？」

　流石に素面でとは言いませんので、と近くにいる使用人に酒の用意を頼むレスターの目は恐いくらいに挑戦的だ。

　だが、それはまずい。

「ね、ねぇレスターお兄様、それはさすがに日を改めた方が良いと思うわ。エリオット様だってお忙しいでしょうし、もちろんレスターお兄様だってきっと……」

「──いや、エリオットさえ良ければいいんじゃないかな？」

　次兄の突拍子もない提案に焦り、慌てて止めようとしたクローディアを、フェリクスが後方から遮る。そのうえなぜ、長兄は次兄の提案に乗り気なのだろう。

　信じられないと言わんばかりに目を大きく見開いたクローディアがパッと後ろを振り返ると、テーブルの向こう側に座るフェリクスは口角を上げながら首を傾げた。

「どうする？　レスターを納得させられるかどうかは、君次第だと思うけど」

　不敵に笑うフェリクスが、エリオットへと問いかける。

　その姿はまるで彼を試そうとしているかのようだ。

　けれど、どうして。全てを知っているはずの長兄までもが、エリオットを追い詰めようとするのだろう。

　不安から瞳を揺らしたクローディアが、それでも何とか切り抜けなければと手をぎゅうっと握った瞬間だった。

「宰相殿のお許しを頂けるのであれば、私はぜひ」

　幾度となく聞いたことのある凛とした声音で、エリオットが父に許可を求めたのだ。

「……息子がご迷惑をお掛けして本当に申し訳ない」

「いえ、私にとってもまたとない機会ですので」

　困ったように眉を寄せながらゆっくりと頷いた父に、エリオットが強い決意を示すかのようにしっかりと頷き返す。

　これまでにも何度か違和感を覚えたことはあった。けれどそのどれもが今日ほどではなかったように思う。

　無茶な提案をした次兄を咎めない父も、楽しそうに見守る母も、エリオットを試そうとするフェリクスも。そして、あまつさえ受けて立とうとするエリオットも。皆、一体何を考えているのだろう。違う、何を隠しているのだろう。

　何か自分は……いや、それとも自分だけが、もしや何も知らされていないのではないだろうか。

　クローディアだけがもやもやした思いを抱いたまま、晩餐は一先ずお開きとなったのであった。




　静かな私室内に、時を刻む針の音だけが響き渡る。

「……お嬢様」

「……え？　マーサ？」

　どうかしたの？　と自室のソファに座りつつ首を傾げるクローディアに、マーサと呼ばれた侍女が眉尻を下げる。

「先ほどからもう、数えきれないほどため息を吐いていらっしゃいますが……」

「ええと、それは……」

　何と返事しようか迷い、答えられず結局また一つため息を吐く。

　そんなクローディアへ、マーサは果実水の入ったグラスをそうっと差し出した。

「お嬢様の大好きな、葡萄の果汁入りですよ」

「ありがとう。……とても美味しいわ」

　グラスを受け取り、数口飲めば、入浴後の温かい体にすっきりとした甘さが染み渡る。

　どうやら長年クローディアの侍女を務めているマーサは、久方ぶりに帰ってきたうえに浮かない顔をしている主人の扱い方すらも熟知しているようだ。

「……それにしても、お兄様達は何を考えていらっしゃるのかしら」

　既に飲み干していたグラスをマーサに渡したクローディアが、再び盛大なため息を吐き出す。

「お二人はお酒にお強いですからね」

「それは……でも、だからといって何も酔い潰れるまで付き合わせなくても……」

　どのような飲ませ方をしたのか。馬車に乗れなくなるほど酔ってしまったらしいエリオットを、父が急遽客室へと泊めることに決めたのは、つい先程──クローディアが二杯目の果実水を飲み終えた頃のことだ。

「ねぇマーサ、今日は私もいるのよ？　それなのに良いのかしら……」

「きっと旦那様は、公爵様を信頼していらっしゃるのでしょう」

「そうよね、それはわかるのだけれど……」

　やはりそういう問題ではないような気がする。しかし、恋人であるクローディアの実家ではなく、友人であるフェリクスもしくは上司である宰相の屋敷とでも考えれば、一応対外的にも許容される話なのだろうか。

　いや、それでもとまた首を捻るクローディアに、マーサが「大丈夫ですよ」と答える。

「お嬢様のお部屋は客室から最も離れていらっしゃいますので、誰にも気づかれずにお一人で辿り着くことなどほぼ不可能だと思われます」

「え……？　……あ、わ、私が心配しているのは、そういうことではなくて、その……」

「ええ、もちろん承知しております」

　告げられた言葉を反はん芻すうし、狼狽えだしたクローディアに、ふふと微笑むマーサは中々にいい度胸をしていると思う。でもクローディアは、昔からそういう彼女に支えられてきたのだ。

「……もう、マーサったら酷いわ」

「申し訳ありません、お嬢様に訪れた春があまりにも嬉しいものでつい」

　柔らかく目を細めたマーサに、クローディアが何とも言えないような曖昧な笑みを浮かべた直後、誰かが部屋の扉を叩いた。

「クローディア、まだ起きているよね？」

　廊下から聞こえてくる声の主は、間違いなく長兄のフェリクスだ。

　けれどこんな遅くに何の用だろう。というよりもまず、長兄は酔っていないのだろうか。

　ううんと首を傾げつつソファから腰を上げたクローディアが、扉の方へと向かう。

「……フェリクスお兄様、どうなさったの？」

「夜分にごめんね。君にちょっと頼みがあるんだけど……良いかな？」

　そうして扉を開け、用件を尋ねるクローディアに、顔色一つ変わっていないフェリクスがどこか申し訳なさそうに首を傾ける。

「ええ、まあ私にできることなら……」

　長兄の頼みに特段躊躇しなかったのは、単にクローディアがエリオットを玄関ホールまで見送るつもりで、入浴後にもかかわらず人前に出られる格好をしていたからだ。

　それだけの理由で頼みごとを引き受けてしまったクローディアは、しかしこの後すぐに、詳細すら聞かずに頷いてしまったことを後悔する羽目となる。




【抑えきれぬ想い】







「……ご冗談でしょう？」

「いや、至って真面目なお願いなんだけどね」

　もはやただの聞き間違いであってほしいとすら願うクローディアに、素早く否定したフェリクスが苦笑いを浮かべる。

「クローディア、頼めるかな？」

「……いくらお兄様のお願いでも、こんな時間にエリオット様のお部屋を訪ねるのはちょっと……」

　無理というよりも、まずあり得ないだろう。

　クローディアはもう、夜分に異性の部屋を訪ねるその意味すらわからないほど子供ではない。というのに、目の前に立つ長兄は一体なぜそのような頼みごとをしてくるのか。いや、それとも単にアルコールのせいで長兄の頭が働いていないだけなのか。

　どちらにせよ、宿酔を防ぐための薬湯をエリオットへ運んでくれないかと頼む兄に、異を唱えるクローディアは淑女として何一つ間違ってなどいないはずだ。とは思うものの、どことなく申し訳なさそうな表情をしている兄を無視して自室の扉を閉めることもまた難しい。

　それ故困り果ててしまったクローディアに、珍しくフェリクスがおずおずと口を開いた。

「けれど、ほら……さすがに、公爵として他家で醜態を晒すわけにもいかないだろうからさ……」

「……それなら、お兄様がお届けした方が良いと思うわ」

　尤も、そうなる前にエリオットを解放すべきだったのではと、つい非難したくなってしまうが。

　口には出さず、しかし少しばかり冷ややかな目で兄を見る妹に、ようやく観念したらしいフェリクスが覇気のない声で答えた。

「そうなんだけど、その……出来れば君に励ましてきてほしいというか、ね……」

「お、お兄様……まさかエリオット様に何かなさったの？」

「……いや、少し気になっていたことを聞いただけだよ」

　思わず目を見張ったクローディアに、一度だけ首を振ったフェリクスが気まずそうに下を向く。

　その姿から察するに、どうやら兄はよほど後悔しているようだが、だからといって今一つ腑に落ちない理由で兄の頼みを聞けるほどクローディアも浅慮ではない。

　だからこそどうしたものかと悩んでいると、突然俯いていたフェリクスがパッと顔を上げた。

「そうだ。心配なら短剣を持っていけば良いし、もし三十分経っても君が戻ってこなかったら、その時は必ず僕が迎えに行くよ。……だから頼めないかな？」

「た、短剣って……」

　クローディアが絶句するのも無理はないだろう。

　短剣など持たせて、もし妹が刃傷沙汰でも起こしたら兄は一体どうするつもりなのか。

　隠いん蔽ぺいする未来しか予想出来ず、徐々に顔が引き攣ってくる。

「──頼むよ、クローディア」

　それでも頭上から降ってきた兄の初めて聞く懇願するような声音に、ついに折れたクローディアは、大きなため息を吐いてからゆっくりと頷いた。




　それなのに声を掛けつつ客室の扉を叩いても全く反応が返ってこない場合、果たして自分は次にどのような行動を取ればいいのだろうか。

　一瞬このまま帰ろうかと考えてしまった辺りはやはり、まだエリオットとアルコールという組み合わせに一抹の不安が残っているからかもしれない。だが、頼まれた身としてはそう易々と引き返すわけにもいかないだろう。

　手に持つトレーに一度視線を落としたクローディアは、覚悟を決めたように小さく頷いてから、失礼を承知で扉の取っ手に手をかけた。

「エリオット様、クローディアです。お休みのところ申し訳ありませんが、明日のために薬湯だけでも……。あれ……？」

　鍵の掛かっていない扉を開け、用件を言いながら室内へと足を踏み入れてはみたものの、彼の姿がどこにも見当たらない。きょろきょろと辺りを見回しながらゆっくりと歩を進め、ソファやバルコニーにもいないことを確認したところでクローディアは、あっと気がついた。

　改めて注視すると、寝室へ続く扉が僅わずかに開いている。

　──……もしかして、もう眠ってしまわれたのかしら。

　それならば今は無理に起こさず、室内にトレーごと置いて帰った方が良いだろう。

　そう思い、一応先に確認だけしておこうと隙間から中を覗いた瞬間、ぎょっとしたクローディアは躊躇いもせず、慌てて室内へと踏み込んだ。

「エリオット様……！　大丈夫ですか!?　それとも、今すぐお医者様をお呼びした方が……」

「……いや、その必要はない」

「ですが……」

　ベッドに腰を掛けているエリオットは気分が悪そうに片手で顔を覆っており、心配になったクローディアはトレーを持ったまま彼の前に膝をついた。

　次いで下からそっと覗き込んだその刹那、徐おもむろに顔から手を離したエリオットがハッとしたように目を大きく見開いた。

「クローディア……!?　君がなぜ、ここに……」

「え……？　あの、長兄に薬湯を持っていくよう頼まれまして……」

「……ああ、フェリクスか」

　あまりの驚き様に一瞬目を丸くしてから答えたクローディアへ、納得したように呟いたエリオットがどこか力なく笑う。

「別に、気にする必要などないと言ったのだが……」

「エリオット様……？」

「いや、何でもない。それより、その薬湯をもらっても？」

「あ、ええ……どうぞ」

　常とは違い、どことなく弱々しく見える彼に違和感を覚えつつ、持って来た薬湯を差し出せば、受け取ったエリオットが躊躇すらせずに苦いはずのそれを飲み下す。

　それから口直しにと渡した果実水もあっという間に飲み干した彼より空になったグラスを受け取り、横に置いたトレーへと載せたところで、クローディアは小さく息を吐いてから姿勢を正した。

「……エリオット様、今日は母や兄が色々とご迷惑をお掛けしてしまい申し訳ありませんでした」

「いや、迷惑などとは微塵も思っていないが」

　思いがけずはっきりと否定してはくれたものの、そこで一旦言葉を切ったエリオットが今度はどこか寂しげに笑う。

「君は、本当にご家族から愛されているな」

　──自分とは違って。

　どうしてそんな言葉が聞こえたような気がしたのだろう。

　きっとどれだけ考えても、直感以外の答えなど見つかるはずもない。

　けれど、ぎゅっと締めつけられた胸が彼をそのままにしておくことを許さず、クローディアは弾かれたようにエリオットの方へ手を伸ばした。

「……あ、……っ」

　それなのに、なぜかその手が彼の手に重なる前にエリオットがクローディアの腕を掴んだ。

　そして、そのまま身体ごと上方へと引き寄せられる。

「……頼む、少しだけでいい」

　ぼすりと勢いよく彼の胸に倒れ込んだクローディアの耳元で、エリオットが懇願するように囁く。

　同時に、背中と腰に回された腕にぐっと力を入れられ、まるで縋りつくかのように強く抱きしめられたクローディアは、そのまま彼へと身体を預けそうになったところで、ハッと我に返った。

　淑女として抵抗するどころか、その温もりと彼の香りに安堵しかけた自分の心は一体どうなっているのだろう。

　──これは、その……でも、ええと……。

　そのうえ困ったことに、上手い言い訳すら見つからない。

　だが、あれこれと考えたところで離さないと言わんばかりに強く抱きしめられていては殆ど身動きなど取れそうになく、それを理由に抜け出すことを諦めたクローディアは、心地よい温かさに身を任せながらぼんやりと思った。

　エリオットは、何を思ってこのような行動に出たのだろう。仮に人肌が恋しかったからだとして、もし目の前にいたのがクローディア以外の人間だったら、彼は一体どうしていたのか。

　答えなどわかるはずもないというのに、それでも考えることを止められず、それどころか考えれば考えるほど心の中がもやもやとし始め、まるで馬車酔いした時のように気持ちが悪くなってくる。

　そもそも、互いの速い心臓の鼓動が聞こえるほど密着するなんて、エリオットが相手でなければ絶対にクローディアは。

　──私は……わたしは、なに……？

　彼が相手でなければ自分はどうしたというのだろう、と続きを考えようとしたところで、エリオットがぽつりと呟いた。

「毎晩、こうして君に触れることが出来たら、どれほど幸せなのだろうか……」

「え……？」

　何気ない独り言とともに愛おしむかのように優しく髪を撫でる彼の手が、クローディアの頬をじんわりと熱くさせる。

　しかしその反面、心はすうっと急速に冷えていった。

「……どうしてエリオット様は、誤解を招くような発言や行動ばかりなさるのですか？」

「誤解とは？」

　ずっと抱えていた疑問を静かに、けれど震える声で口にしたクローディアへ、エリオットが何とも腑抜けた声で尋ね返す。

「まさか、ご自覚がおありでないと？」

「いや、正直全く……」

　失礼を承知の上でさらに質問を返したクローディアへ、困ったように言い淀んだ彼が顔を覗き込もうと彼女の頬へ触れた。

　だが顔を上げさせられるよりも早く、クローディアはぐいっと彼の厚い胸板に顔を押しつけた。

　自分でも訳がわからないほどにくしゃりと歪んでいる顔も、上手く言い表せない負の感情から涙が浮かび始めているであろう瞳も、決して見られたくなどなかったのだ。

　そんなクローディアの態度に、きっと彼は違和感を覚えたのだろう。

　驚いたように体を強張らせたエリオットが、恐る恐る口を開いた。

「そのようなことをされると、つい私も都合よく解釈したくなってしまうのだが……」

「そ、れは……」

　どちらかというと……いや、間違いなくクローディアの台詞である。

　見事に掠かすめ取られ、呆れとともにほんの少しの苛立ちが募り、そのせいで徐々に感情が抑えられなくなってきたようだ。

「エリオット様こそ……どういうおつもりですか？」

「クローディア？」

「母にあのようなことを仰ったり、次兄を納得させようとなどなさって……」

　しかしそれでもこれ以上言うべきではないと、言ってしまったら何かが壊れてしまうだろうからと、僅かに残っている理性が必死にクローディアを止めようとする。

　けれど気持ちの昂りとともに、心の奥底に封じ込めていたはずの言葉が、抑えきれず口から勝手に飛び出した。

「私たちの関係は……所詮偽りに過ぎないのに、もしもこれ以上お話が進んでしまったら取り返しのつかないことになってしまうというのに……そうなったら、エリオット様はきっと……」

　後悔なさるのでしょう？

　だって貴方が愛していらっしゃるのは、今も昔も王妃様ただ一人だけだもの。

　衝動のままに言ってはならない言葉を続けようとして、それなのに胸がどうしようもないほどに苦しくなり、口にすることすら出来なくなる。

　ただ唇を噛み締め、黙り込んでしまったクローディアの耳元で、エリオットが囁くように彼女の名を呼んだ。

「クローディア。……顔を上げてくれないか？」

　まるで幼子をあやすかのように柔らかな亜麻色の髪をゆっくりと撫でながら、背中をぽんぽんと叩く彼に、それは無理だとクローディアが小さく首を横に振る。

　彼には……彼にだけは、酷い顔をしているであろう今の自分を見られたくない。

　それに、見られてその理由を問われてしまったら上手く誤魔化せる自信だってない。

　誤魔化せなかったらきっと彼を困らせてしまうだろう。

　だから無理だと改めて首を振ったのに、なぜか今度は少しだけ強引に彼がクローディアの顔を持ち上げた。

　──え……？

　どうしようだとか、何でこんなことをなどと思う間もなく、視界いっぱいにエリオットの顔が広がる。それと同時に唇から柔らかい熱が伝わり、そうっと閉じた瞼からほろりと一粒の涙がこぼれ落ちた。

「──クローディア、君を愛している」

　今の状況が、そして熱く甘い声で告げられた言葉が夢ではないとそう教えてくれたのは、再びゆっくりと重ねられた彼の温かな唇だった。




【包み込まれる身心】







　今の言葉は何なのだろう。これが夢ではなく、紛れもない現実だというのなら果たして。

　告げられた言葉の意味をしっかりと考えたいのに、雨のように降り注ぐキスが、触れられている頬や背中から伝わってくる熱が、クローディアからいとも容易く思考力を奪っていく。

　それでも、このまま流れに身を任せて良いのだろうかと自分自身に問えば、即座に否という答えが返ってくるのだが。

　彼を押し返すはずの手が、いつの間にか縋りつくように服をぎゅうと握りしめてしまっていてはもう、何の言い訳もしようがない。

　──でも、このままでは……。

　貴族家に生まれた娘として、自分には名誉を守る義務がある。また、それを簡単に放棄出来るような間違った淑女教育も受けてきてはいない。

　それなのにどうにも抗えず、しかしこのまま流されてしまって良いのだろうかと迷う心や酸欠から彼の服を握りしめる手の力が弱まりかけたその時、エリオットがそっと重ねていた唇を解放した。

「クローディア……」

　色気の滲む、低く掠れた声で名を呼ぶ彼が、乱れた呼吸を整えようと大きく息を吸うクローディアの目元にまた一つ、二つとキスを落とし続ける。

　流れた涙を掬おうとするそれは、まるで崩れやすい砂糖菓子に触れるかのように優しく、けれど触れられたところが次々と燃えるような熱を持ち始め、クローディアから彼を制止する言葉どころか紡ぐ気力さえも根こそぎ奪おうとする。

「もしも嫌でないのなら、もう少しだけ……このまま……」

　君に触れていたい。

　そう願う彼の切ない表情と熱を孕んだ声音に、否と返せなかったクローディアは間違いなく淑女失格だろう。

　そんなことは、十分にわかっている。わかってはいても、それでもあともう少しだけクローディアはこのままでいたい。この穏やかで心地のよい温もりにいつまでも包まれていたいと望む心に従い、クローディアはそうっと目を閉じた。

　大舞踏会の夜には恐怖しか覚えなかった行為に、心も身体も温まっていくのはどうしてだろう。

　繰り返される口づけが可愛らしいものからより深いものへと変わるにつれて、小さいようで大きい疑問がクローディアの中に芽生え始める。

「……ん、……ふ、ぁ……」

　もちろん相変わらず息は上手に吸えないし、耳にまで響いてくる淫らな水音にだって決して慣れてなどいない。

　それでも差し入れられた舌が歯列や頬の内側をなぞる度に、勝手にふるりと震えてしまう身体を宥めようと擦る温かい手が、あの夜とは違い、この上ないほどの安心感を与えてくれる。彼に身を任せることに対する抵抗感を、一つ一つ消していってくれる。

　身体から徐々に力が抜けたところで、再びゆるゆると動き出した彼の舌が今度は上顎の辺りを擽り始めると、その得もいわれぬ感覚に背筋がぞくりとし、つい反射的に腰を引いてしまいそうになった。

　だが、すかさず逞しい腕にぐいっと押し戻され、縋るようにクローディアが彼の服をぎゅうぎゅうと握りしめれば、そんな自分をまるで労わるかのようにエリオットが優しく頬を撫でた。

　ただひたすらにクローディアの心を慮る彼に安心感を覚える反面、自分を決して離そうとはしない唇や逞しい腕にさえも酷く胸が高鳴ってしまうのはどうしてなのだろう。

　なぜ、あの夜と同じはずの行為に身体の奥が燃えるように熱くなり、心もじんわりと温かく満たされていくのだろう。

　あの夜よりも、彼のことを知っているから。彼に今、愛していると告げられたから。

　そんな答えが頭に思い浮かぶ。

　でも、本当にそれだけなのだろうか。それだけで、ここまで彼に全てを任せようと思えるのだろうか。

　──……いいえ、多分……きっと何よりも私が、エリオット様に……。

　あの夜には存在しなかった特別な感情を抱いているからだとはっきり理解したのは、確かに今この瞬間だったと思う。けれど、もしかするともう馬車の中で唇を許しそうになった時には……いや、王宮の空き部屋で後ろから抱きしめられた時には、既に芽生え始めていたのかもしれない。

　そうして一旦気がついてしまえば、口づけの合間に愛おしそうに何度も名を呼ばれることすら嬉しくて堪らない。でも、もしも許されるのならクローディアではなく『ディア』と呼んでほしい。

　熱に浮かされる中、思ってから気がついた。酷い悪意によって恋に破れた三年前にクローディアは、自分の愛称を呼んでくれる人などきっと現れるはずもないと諦め、大切な約束を遠くへ置いて来てしまっていたことに。

　けれど、この人なら呼んでくれるかもしれない。偽りのない愛情を宿しながら『ディア』と呼んでくれるのかもしれない。

「エリオットさま……」

　エリオットと変わらないくらい熱い声で、クローディアが彼の名を呼び返す。

「私は、貴方のことが……」

　甘えるような、普段の自分らしからぬ舌足らずな声で、身体の奥から湧き上がって来る想いを精一杯告げようと唇を動かす。頭がぼんやりとしていて言葉を上手に紡げない中、それでもこの想いが伝わるようにと、縋るように彼の服を握りしめる。

「だから……だから、私のことを──」

「ディア、愛している」

「え……ぁ、エリオットさま……んっ」

　身体の中から湧き上がる感情に背中を押されたクローディアが愛称をと告げるよりも早く、エリオットに想いを告げられる。

　想いが伝わったと考えて良いのだろうか。愛称を呼んでもらえた心が喜びから温まる。

　そうしてもう一度彼の名を呼び返した刹那、吐息すら奪うように唇を重ねられた。

　貪るような激しいキスから、これまで以上の熱情を感じ取ったクローディアは、全てを受け入れるように、再びそうっと瞼を閉じた。

「んっ、……んぅ、ぁ……ふ、っ……」

　彼は今宵、クローディアの全てを食べ尽くすつもりなのかもしれない。

　そう思うくらい大胆に口内を動き回る舌に自分の舌を絡め取られ、奥から引き摺り出すように吸われ、余すことなく自分の色へと染め上げるかのように唾液を塗り込められる。そうされると擽ったいような痺れるような何とも言えない感覚が、胸の辺りから腰にかけてじわじわと急速に広がりだす。

　互いの舌がまるで一つに溶け合ってしまいそうなほど濃厚で長い口づけに、身も心も蕩かされる。やがて完全に息が上がったところで、可愛らしい水音とともに離れていった彼の唇がクローディアの細い首へと押し当てられた。

「……っ、あ……」

　首筋をきゅっと強めに吸われ、じんと甘く痺れたような熱がそこから湧き上がる。

　続けて、今し方吸いついたばかりのそこを彼が満足そうに舌でつぅっとなぞり上げれば、やはり自分の喉から発せられたとはとても思えないような甘ったるい声が、噛み締めていたはずの唇の隙間から再びこぼれ落ちた。

　こういう声など誰にも聞かせたくはないのに、どうしても抑えることが出来ない。

　羞恥に目を回しそうなクローディアに反して、いつの間に彼は首元のボタンを外していたのか。

　手際が良い彼はそもそも、この行為をどこまで続けるつもりでいるのか。

　羞恥や驚き、戸惑いから狼狽えるクローディアをよそに、エリオットの唇や舌は留まることなく、彼女の赤く染まりつつある肌の上をゆっくりと下方に向かって滑り落ちていく。

　それと同時に、背中から腰にかけての曲線を手で確かめるようになぞられると、あらゆるところから断続的に甘い痺れが湧き起こり、言いようもない何かが少しずつ下腹の奥に溜まっていくような気がした。

　そうしてもう数えきれないほどのキスを、首元から肩、鎖骨、そして胸元の辺りにまで落とされ、吸い上げられ、堪えきれず声をこぼし、熱が身体の奥深くにまで浸透した頃、これで最後だと言うように彼が一際長く肌に吸いついた。

「……っ、んんっ……」

　ちりりとした微かな痛みと、それを遥かに上回る頭を痺れさせてしまうような甘い何かが、開かれた胸元のちょうど心臓の少し上辺りに与えられる。

　正直、そんなところに彼の唇が触れていると思うだけで、くらりと目眩を起こしてしまいそうになるのだが、それよりも驚いたのは無意識に彼の艶やかな黒髪を握りしめている自分の指だった。

　唇が肌から離れる際の、ちゅ、という音で我に返ったクローディアが、慌てて彼の髪から手を放せば、エリオットが今度は優しく労わるようなキスをそこへと落とす。さらりとした髪にまた胸元をくすぐられ、思わずこぼれそうになった声を堪えるように彼の髪をきゅっと掴めば、ふっと吐息だけでどこか嬉しそうに笑ったエリオットが、ぺろりとその紅い花弁を舐めた。

「ふ、あっ……待っ……っ」

　肌が過敏になっているせいか、吸いつかれる前よりも刺激が強く、少し待ってほしいと告げるためにクローディアは目線を下げ──そして咄嗟に視線を逸らそうとしたものの、それは叶わなかった。

　白い肌に咲き誇る一際赤い花弁のような痕と、それをなぞる淡紅色の肉厚な舌の艶美さと淫猥さに、魅せられたかのように目が離せなくなってしまったのだ。

「──クローディア」

「あ……」

　思わず見てはいけないものを見てしまったかのような感覚に陥り、声も出せず固まるクローディアの身体を、上体を起こしたエリオットが両腕の中にそっと抱き込む。

「……正直に言えば、今すぐ君の全てを貰ってしまいたい」

　彼の熱い吐息に耳朶を擽られ、目を回してしまいそうなほどに顔が熱くなるのは、クローディアがその意味もわからぬほど子供ではないからだ。

　けれど、その言葉に何と返事をすれば良いかまでは流石にわからず、きゅっと目を閉じてから唇を噛み締めれば、彼が真剣な声でゆっくりと告げた。

「だが、これからはもう誰を欺くことなく君の隣を歩きたいからな」

　言葉とともにまたぎゅうと強く抱きしめられ、思うように息が吸えず苦しい反面、クローディアはほうっと安堵していた。

　本音を言えば、怖かったのだ。

　彼への想いを自覚し、触れられる温かい手に心地よさを覚えてはいても、だからといって貴族家の娘としての観念が完全に消え去ったわけではない。この行為の先には新しい命が存在することも、それが結婚前であっても許容される世界には生きていないこともまた、怖かった。

　何より、その結果クローディアを愛してくれる家族や従姉の顔に泥を塗ってしまうことも十分に理解していながら、それでも彼を止められずにいた自分が何よりも怖くて堪らなかったのだ。

「……ありがとうございます、エリオット様」

　けれど彼は、クローディア以上にクローディアの全てを大切にしてくれた。自身の欲望を後回しにして、ただクローディアの心を尊重してくれた。流されかけていた思考を諫いさめるように、これからの未来のためにクローディアの身体を守ってくれた。

　王妃を愛していたはずの彼がなぜという思いはもちろんある。

　それでもクローディアは、彼のくれた『愛している』という言葉を信じてみたい。そう思えるのはきっと、クローディアが彼に恋をしているからなのだろう。

　三年前に壊れて以来、もう二度と芽生えないと思っていた恋心を彼に抱いていると気付き、その喜びを伝えるように、クローディアは彼の元を離れる際に一つキスを頬に贈った。自分から彼に口づけることなど初めてで、顔からは火が出そうになっていたが、その火さえもが今のクローディアには愛おしく思えた。

　そしてエリオットの顔はクローディア以上に真っ赤に染まっていた。驚きに見張る紫紺色の瞳には涙が浮かび、きらきらと輝いていた。それは雨露に濡れた葡萄のようで、とても美しく、誘われるままにもう一度頬へとキスを落とせば、クローディアは再び彼の腕の中に囚われてしまった。

　再び柔らかな唇が重ねられる。囚われた彼の腕の中は、いつまでも居続けたいと思うほどに幸せで、何より温かかった。




【最愛の妹と悪い狼】







　妹という存在はどうして、これほどまでに愛らしいのだろう。

　もちろん、弟とて可愛い存在に変わりはないのだけれど、それでも。

　二十一年前の、初秋。アルトリア伯爵家に生まれて来てくれた天使は、一瞬にして周囲の人間の心を掴み、そして幸せすぎるほど甘やかに蕩けさせた。

「フェリクスお兄さま。はい、あーん」

「ん……ありがとう、クローディア」

　膝の上に載せている天使が、兄であるフェリクスの口元に彼女の大好きな葡萄を一粒運ぶ。

　その優しさだけでも目眩がしそうだというのに、感謝の言葉を伝えた直後、ふわりと微笑んだ妹の愛らしさはもうどのように表現すれば良いのか。

　フェリクスは毎日毎日、幸せすぎて堪らないほどに頭を悩ませている。

「ねえ、クローディア。君は将来、誰と結婚したいのかな？」

　どれほど柔らかなぬいぐるみよりも手触りの良いふわふわとした亜麻色の髪を撫でつつ、質問する。ちなみにこの質問は多分、これまでに百回以上はしているだろう。

　そして、彼女の答えも既に知っている。

　けれどその上で尋ねるフェリクスに、心優しい妹はいつもこれ以上ないほど幸せな答えを与えてくれるのだ。

「フェリクスお兄さま！」

「わあ、嬉しいな。ちなみに、それはどうしてかな？」

「ええと……フェリクスお兄さまがいちばんね、絵本を読むのがお上手なの」

　だからフェリクスと結婚したいと話す妹に、危うく蕩けた頬が落ちそうになる。

　その直後、近くのソファに座りつつ母とともに紅茶を飲んでいた父の手から、真新しいティーカップが滑り落ちた。ちなみにこれもまた、平常通りである。

　故に母は呆れたような目でフェリクスを見た後、自身の隣で打ち拉がれている夫の姿に心底愉快そうな笑みをこぼしていた。

　そして今この場にいない弟のレスターはいつも、クローディアの素晴らしい回答を聞く度、嫉妬のあまり必ず兄であるフェリクスに剣の勝負を挑んで来る。故に稽古嫌いだったレスターは最近、めきめきと剣の腕を上げているようだ。それも偏に伯爵家に生まれた天使のおかげだろう。

　そう、これがアルトリア伯爵家の日常であり、少なくとも彼女が社交界デビューをするその日までは続くはずの幸福な平生でもあった。




　だが、クローディアが八歳の誕生日を迎えた秋。アルトリア伯爵家の平和な日々は、突如として崩れ去った。

　王太子の婚約者を選ぶために開かれた茶会にて、伯爵家の天使でもある最愛の妹が、有ろう事か居合わせた悪い狼に心を奪われてしまったのだ。

　そう、フェリクスにとっては悪い狼であり、腹立たしいことに寄宿学校の友人でもあるオルブライト公爵家の嫡子──エリオットにだ。

『フェリクス。このところ寒いが、彼女は元気にしているだろうか？』

『もしや今頃、誰か他の男が彼女に近づいてなどいないだろうか？』

『ああ、やはり物凄く心配だ。……また今度、彼女に気付かれぬよう伯爵邸まで様子を見に行っても構わないだろうか？』

　いくら友人であろうと、例え相手が貴族の筆頭であるオルブライト公爵家の嫡子であろうと、そして何より母親が国王陛下の妹であろうと。

　大切な妹の将来結婚したい相手が、兄である自分から王宮の庭園で出会った少年──エリオットへと変わってしまった今。正直、毎日この男の顔を見る度に、荒事を好まないにもかかわらずフェリクスは殴り飛ばしたい衝動に駆られている。

　けれど、それも当然のことだろう。

　何せクローディアは、アルトリア伯爵家のたった一人の天使だ。

　愛する清らかな天使に近づこうとする野蛮な獣など、早々に駆除してしまうべきだというのに、なぜ父は可能な限りエリオットに協力するようフェリクスに命じたりなどしたのか。

　だがしかし、幸か不幸か。

　いや、この場合は間違いなく不幸なことに、あまり鈍感でないフェリクスは既に何となく察してしまっている。エリオットが何かしらの複雑な事情を抱えていることや、それ故に本当は今すぐにでもクローディアを手に入れたいにもかかわらず、未だ行動に移せていないのだろうことも。

　そもそもこの友人は、クローディアに出会うまで恐ろしいほどに無機質な目をしながら毎日を過ごしていたのだ。それまでも友人として側にいたからこそ、フェリクスは苦い思いを抱きながら彼を見ていたし、王太子の婚約者を選ぶ茶会が行われた後には、すぐさま友人の変化にも気がついた。

　ようやく瞳に人並みの感情が宿るというその大きな変化は、理由が理由でさえなければ、心の底から安堵した後盛大に祝福すべきものだったのだが。

　──……恨みますよ、父上。

　アルトリア伯爵家の天使のおかげで人間らしく生き始めた男に、可愛い妹の好きな菓子から彼女お気に入りのぬいぐるみを取り扱っている店に、好みのドレスや宝飾品。何より、妹の大好きな薔薇の花の苗を取り扱っている店もその育て方も全て、父の命により丁寧に教えているフェリクスは、大切な妹の心を奪った悪い狼に学生時代、嫉妬という名の炎を常に燃やし続けていた。

　そして十三年前のあの日にクローディアの心を奪った悪い狼は、流れた年月の分だけ強いられた我慢により、フェリクスの大切な妹を襲いかけるという極悪非道な狼へと無事に成長してしまったわけだが。

　アルトリア伯爵邸に招いたエリオットを、弟であるレスターが酒に付き合わせた夜。彼の複雑な家庭環境とともに、フェリクスは改めて、エリオットのクローディアに対する想像以上に深い想いを聞いた。

　何でも彼は、十年前に現在の国王夫妻の婚約を祝うために、王妃であるディアナの生家を訪れた際、偶然居合わせた上に自身を忘れていたクローディアから貴方はどこの誰かと聞かれ、泣いたそうだ。

　それから、自身の父が病に倒れたことにより雑事に追われていたせいで、可憐な白のドレスを着て社交界へとデビューしたクローディアの姿を見ることが出来ず、また泣いたそうだ。

　大人なのに、男なのに、などとつまらない台詞を言うつもりはない。ただ、次期宰相とも呼ばれているほど優秀な頭脳を持つ論理的な男が、いつもクローディアによって泣かされている。

　その事実に、呆れてしまうような感心してしまうような、何とも言えない気持ちを抱きながらもフェリクスは思った。伯爵家の天使であるクローディアを必ず幸せにするという友人の言葉が、決して違えられることはないのだろうと。フェリクスは、友人から妹に対するそれほどの想いをこの夜、確かに感じ取った。

　だからこそ兄として涙を呑みつつも、悪い狼の待つ部屋にクローディアを赴かせた。

　そのことを今さら後悔するつもりはない。自分の選択が間違っていたとも思ってはいない。

　思ってはいないのだけれど、それでも誰が見てもわかってしまうくらい頬を紅色に染めた妹を見た瞬間、アルトリア伯爵家の大切な天使をこの先攫って行くエリオットに対する嫉妬という名の炎が再燃しかけたのは、まあ言うまでもないだろう。

　ただ、屋敷内にある彼女の部屋にクローディアを送り届けている最中、ちらりと見た隣を歩いている妹の表情から察するに、ようやく彼女は恋心を自覚したようだ。

　恐ろしいほど欲求不満なエリオットのせいで始まりが始まりであっただけに、兄としてどう転がるのかと心配もしてはいたが、どうやら友人は思いの外上手くやっているらしい。

「……フェリクスお兄様？」

　いつの間にか笑みが漏れていたらしく、未だ顔の赤いクローディアが不思議そうに隣を歩く兄の顔を下から覗き込もうとする。

「いや、何でもないよ」

「そうなの……？」

　フェリクスの答えに今一つ納得出来ないらしく、クローディアが僅かに首を傾げる。

　だが、ハッとしたように目を見開いてから、またしても俯いてしまった妹は警戒しているのだろう。

　今宵エリオットと何があったのか、兄に尋ねられてしまうことを。

　だが、二十一年もの間、誰よりも側で大切に守り続けてきた妹の考えることだ。兄としてそれくらい当然聞かずともわかる。それ以前に、清らかな天使のような妹から微かに漂う色香により、二人きりの室内で何が行われていたかも、残念ながら隣を歩く兄には大体予想出来てしまっている。

　予想出来るからこそフェリクスはまた一つ、妹に気付かれぬよう苦笑を漏らした。

　──まあ、中々に凄いとは思うけどね。

　同じ男の立場から考えれば、我慢という選択をした友人の行動は称賛に値するものだろう。

　何せ健康な成人男性であるにもかかわらず、長い間ひたすら我慢を強いられていたところに、愛してやまない子猫がのこのこと一人でやって来たのだ。

　自分なら間違いなく、そして迷うこともなく食べている。途中で止めることなどせず、最後までそれはもうしっかりと味わい尽くす勢いで食べるに決まっている。

「いや……やっぱり、本当に凄い男だよね」

　エリオットの理性は、まるで鋼のようだ。

　その鋼のような理性を以て、愛するクローディアの名誉を守ろうとする男は本当に妹を大切に思っているのだろう。大事な妹を大切に思ってくれる人間の存在はやはり、兄としては嬉しいものだ。

　となると悲しいことに、ついにフェリクスも妹離れをする時が来てしまったのかもしれない。

「お兄様……どうなさったの？」

　ぽつりと呟いたフェリクスの独り言はあまりに小声だったために、上手く聞き取れなかったのだろう。

　不思議そうに目を丸くしている妹のまだ少しだけ乱れている亜麻色の髪を撫でながら、フェリクスは柔らかく目を細めた。

「ううん、本当に何でもないよ」

　社交界での何かしらに深く心を傷つけられ、一度は笑顔を失ってしまった妹が今、昔のようにころころと愛らしくその表情を変えている。それほどまでに凍っていた妹の心を溶かしたのは、他でもないエリオットだ。フェリクスも友人には大いに感謝をしている。

　けれどと思った。

　やはり、妹は妹だ。大切な妹はいつまで経っても大切な妹なのだ。

　だから例え妹の中の一番が家族ではなくなってしまったとしても、それでも愛すべき妹に変わりはない以上、兄としていつまでも慈しみ続けていきたい。故に妹離れはもう少し待ってもらおう。ついでに義弟となる男も同じくらい可愛がってやればまあ文句もないだろうと、今はとりあえず思うことにしよう。

　彼女の部屋へと送り届ける間中、クローディアのふわふわとした亜麻色の髪を撫でながら、フェリクスは内心笑みを漏らしたのであった。




【暗闇に舞い降りた最愛の天使】







　自分の両親がどこか可笑しいと明確に感じ取ったのは、果たして何歳の時だっただろう。

　同じ屋敷で暮らしているのに、会話もなければ目も合わさない。それどころか存在ごと無視するかのように振る舞う母と、彼女の後ろ姿を遠くから見つめるだけの父。そんな二人から生まれた、見向きもされない自分。

　与えられた愛情など皆無に等しかったはずだ。それなのに、そのことを悲しいとすら思わない自分は、きっともう生まれた時から感情が欠落していたのだろう。

　けれど、それらは全て仕方のないことだったのかもしれない。何せ自分は、歪んだ愛情の果てに生まれた人間だ。当たり前の愛情も人並みの感情も、持って生まれない方がある意味普通なのだろう。




　エリオットの母は八歳の頃、七歳年上であった父と婚約した。王宮庭園にて初めて出会った二人がともに望んだ末の結果だ。

　しかし、幼い頃の七歳という年の差は思いの外大きかったのだろう。実際、成長するにつれ双方の気持ちには違いが生じてしまった。つまり母にとって父は、年を追うごとに兄のような存在に変わっていってしまったというわけだ。そしてもしもそこで父が母を諦めていれば、このような不幸な結果にはならなかったのだろう。

　だが父は、兄のような存在である自分との結婚を嫌がり、逃げ出そうとまでした母の純潔を無理矢理奪い、そのまま屋敷に閉じ込めた。連日連夜泣き叫ぶ母を犯し続け、その果てに出来た子供がエリオットであったと、後から見つけた母の日記に記されていたのだから間違いない。

　それでも社交の場で仲睦まじい振りを続けていたのは、きっと王女として生まれた母の高い矜持がそれ以外の行動を許さなかったからなのだと思う。

　けれど、募る憎しみや絶望から段々と身体を壊した母は、死の間際、幼いエリオットに言い放った。

　──お前のその、父親譲りの紫紺色の瞳が悍おぞましくて堪らないと。

　その言葉に何も傷つかなかったと言えば嘘になる。だからといって、泣き出すほどの悲しみを覚えたかと問われれば答えは否だ。

　既に十分傷ついて来たエリオットにはもうその程度の感情しか残っていなかったし、失ってもなお母だけを追い求めている父との生活においては、淡々と受け入れた方が余程好都合だったからだ。

　だが、生まれてこの方一度も潤ったことのない心をある時、一人の天使が甦らせた。

　──クローディア・アルトリア。

　アルトリア伯爵家の娘であり、何より自分とは真逆の環境で育ってきた彼女の存在が、エリオットの世界を色のあるものへと変えたのだ。




　あれは十三年前の秋。王太子の婚約者選びの茶会で香水に酔い、必死に休憩場所を求めるあまり道に迷っていた彼女を偶然助けた時のことだ。

『あなたの目、すてきね。まるで、わたしの大好きなぶどうみたいだわ』

　自分とはかけ離れた環境にいる幼いクローディアが、エリオットに向かってふわりと微笑みながら言ったのだ。

　その瞬間、世界が変わったような気がした。大げさだと思われるかもしれないが、それでも初めてだったのだ。邪心のない純粋な微笑みを向けられることも、度のない眼鏡で隠すほどに厭わしいと思い続けて来た紫紺色の瞳を褒めてもらえることも。何より誰かに自分の存在を肯定してもらえることも初めてであったエリオットにとって、クローディアの言葉は正に光だった。

　そして、生まれた時より心を覆い続けて来た暗闇から救い出してくれた光のような彼女を、エリオットはただただ欲しいと思った。今まで欲しいものなど一つもなかった人生の中で、自分には彼女だけが必要だとも思った。

　だが、同時にエリオットは父と母の二の舞になることを恐れた。出会った状況も年齢も似通っている中で、まだ八歳のクローディアの気持ちがもしもいつか母のように変わってしまったら。その時、父と同じように最愛の女性を手元に縛り付けてしまわない保証など、エリオットには残念ながら欠片もなかったのだ。

　故にエリオットは、アルトリア伯爵に頼み込んだ。社交界デビュー後、必ずクローディアの心を得てみせるから、それまでは彼女を誰とも婚約させないでほしいと頭を下げ、そしてエリオットの酷い家庭環境を知っていたからこそ伯爵は了承してくれた。

　それから三年後──今よりちょうど十年前に、従妹であるディアナの婚約祝いに彼女の屋敷を訪れた際、クローディアは成長したエリオットの姿に気が付かなかった。

　危惧した通り、幼い頃の記憶というのは曖昧だったのだろう。やはり初めて出会った当時に無理に手に入れてしまわないで良かったと思いつつも、寂しさからエリオットはつい涙を流した。

　その涙がまさか、従妹に対する失恋から来たものであると勘違いさせてしまうとは。気づいていたら何が何でも涙を堪えたというのに、彼女を少なからず傷つけたあの時の自分の涙には今も反省しかない。

　ただ、それ以上に誤算だったのは彼女が社交界デビュー後、セオドアに傷つけられたことだ。

　父の予期せぬ病でエリオットが出遅れている最中、何と彼女はセオドアに淡い恋心を抱き、そしてその大切な恋心を弄ばれたのである。

　ちなみにフェリクスすらも掴めなかったその事実を知っているのは、居ても立ってもいられなかったエリオットが近侍に密かにクローディアを見張らせていたからだ。

　とはいえ、容姿のみならず人柄も優れていると評判のセオドアが彼女を傷つけた理由まではさすがにわからない。彼女の言葉通り遊びなのか、それとも他に理由があるのか。直接聞き出す以外、きっと知る術はないのだろう。

　けれど、エリオットには動機などどうだっていいのだ。

　何であれ最愛の彼女を傷つけたセオドアを殺したいと思ってしまう気持ちも、あの男の嘘に気づけたおかげで今クローディアが自分の腕の中にいることも、もう何一つとして変わらない事実なのだから。




「エリオット様、どうかなさいましたか……？」

　過去に思いを馳せていた間、些か眉間に皺が寄っていたのだろう。

　公爵家の屋敷にあるエリオットの私室にて、同じソファに腰を下ろしているクローディアが隣から声を掛ける。

「いや、思い出していただけだ。君と初めて出会った十三年前のことを」

「まあ、そうでしたか……」

　ぱちりと目を瞬いたクローディアが、次いでふわりと微笑む。

「あの時は助けて下さいまして、本当にありがとうございました」

　彼女が忘れていた出会いから家庭環境まで全てを話し、そしてその全てとともに求婚を受け入れてくれた上で今隣に座っているクローディアが、エリオットの胸元にそっと顔を寄せる。

　ふわふわとした柔らかな亜麻色の髪も、無防備な姿も、初めて出会った時から変わらず愛らしい子猫のようだ。

　ただ、彼女は気づいていないのだろう。

　成長した姿がどれほどエリオットの欲を煽っているか。何より、頬を薄紅色に染めながら紫紺色の瞳を見上げる彼女に、エリオットが今もどれだけの喜びを覚え続けているか。

「こちらこそ、ありがとう。あの日救われたのは、私も同じだ」

　額に唇を押し当てつつ、ふわふわとした彼女の柔らかな髪を撫でる。

　手触りの良いそれにうっとりとしながら、エリオットはクローディアの名を愛おしげに呼んだ。

「クローディア、君を愛している。昔も今も、一生君だけを愛している」

　十三年前のあの日、この温もりを手に入れるためなら何でもしようと思った。そして今、自分を選んでくれた彼女をエリオットは何が何でも一生守り続けるつもりだ。何があっても、彼女だけは絶対に離さないと心に決めている。

　それほどまでに深い愛情を改めて誓うように、そっと取った彼女の左手に唇を落とす。細い薬指に輝いている紫紺色の宝石が埋められた指輪は、きっとこの先ますます彼女の指に馴染んで行くことだろう。

　名実ともに夫婦になれる初夏がこの上ないほどに待ち遠しいと思いつつ、エリオットは重ねた唇から甘い熱を貪り始めたのだった。




【大舞踏会の夜の甘い蜜事】







　始まりは、一年前の建国記念大舞踏会の夜。

　クローディアとエリオットは、思いも寄らぬ形で急接近をした。

　そして昨年末の雪が降りそうなくらい寒い日に婚約をした後、薔薇が最も美しく咲き誇る初夏に結婚式を挙げた。

　とはいえ、婚約をする前も婚約をしてから結婚式を挙げるまでの間も、全てが順風満帆に進んだかと問われれば答えは否である。

　時に心を深く傷つけられたこともあった。時に高い壁が目の前に立ちはだかったこともあった。

　けれどそのような日々を過ごしてきた中でもただ一つだけは、自信を持って言うことが出来る。

　それは、どれだけの大変な事件が起ころうと、互いを思い合う心が揺らいだ日など決して訪れなかったということだ。




「クローディア」

　エリオットと結婚してから、初めて迎えた建国記念大舞踏会の夜。

　オルブライト公爵邸の広い寝室内にて後ろから柔く抱きしめてくる夫が、クローディアの大好きな甘く低い声で妻の名を愛おしげに呼ぶ。

「やはり、疲れたか？」

　心配そうに問いかけつつクローディアを抱きしめる腕に力を入れたエリオットから、自分と同様の優しい石鹸の香りが漂ってくる。

　その香りをクローディアは胸いっぱいに吸い込んでから答えた。

「ええと、そうですね……少しだけ」

　微かな笑みを浮かべつつ、クローディアは内心思った。

　多分少しではないのだろうと。むしろ本当は、それなりに疲れているのかもしれないとも。

　けれどその疲れすらも喜びに変わってしまうくらい、エリオットと初めて参加した大舞踏会は夢のようであった。身を包み込む、愛する夫から贈られた彼の美しい瞳と同じ紫紺色のドレス。身体のみならず心までもが寄り添った状態で、数えきれないほど何度も踊ったダンス。

　夢のような空間で、何より大切な人と同じ時を過ごすことがこれほどまでに幸せであると、また一つ彼はクローディアに教えてくれた。

　そんな彼もまた、クローディアに負けないくらい気分が高揚していたのだろう。

　華やかな音楽に合わせてダンスを踊る最中にエリオットは、身の軽いクローディアをかなり大胆に振り回した。

　そして常日頃から溢れんばかりの愛情を注いでくれている夫は、目眩を起こしかけた妻の異変に誰よりも早く気づき、それ故にクローディアは危うく公衆の面前で彼に抱き上げられそうになってしまったわけだが。

　行動も全て深い愛情故のことであると十分に知っているからこそ、覚えた羞恥により頬は燃えるように熱くなりながらも口元は人知れず綻んでいたように思う。

「……すまない。言い訳にしか聞こえないだろうが、その……紫紺色に包まれた君があまりにも愛らし過ぎて、抑えきれなかったんだ」

「エリオット様……」

　鼓膜を擽る声音から、誰よりもクローディアを思ってくれている彼が深く反省していることがわかる。ついでに、意図せず妻を褒めてしまっている夫の深い愛情も、しっかりと伝わって来る。

　結婚から数ヶ月が経った今、クローディアの心を優しく包み込む大きな愛情は、減少するどころかむしろ日に日に増しているようだ。

「あの……ダンス、とても楽しかったですね」

　夫の腕の中で徐に身体を反転し、向かい合った状態で大好きな紫紺色の瞳を見つめるクローディアが、ふわりと柔らかな笑みをこぼす。

「そうだな」

「私とまた、たくさん踊って下さいね」

「ああ、もちろんだ。……とはいえ、少しだけ心配だな」

「心配、ですか……？」

　心配とはどういうことだろうと首を傾げたクローディアの腰を、エリオットが抱き寄せる。

「ダンスを踊っている時の君は、いつも以上に可憐だからな。……一目見れば、誰でも恋に落ちてしまうに決まっている」

「いえ、それは……」

「だが、もう君は私の妻だ。そして、私だけが君の王子様だろう？」

　真剣な表情で尋ねるエリオットに、クローディアの笑みが深まる。

「そうですよ、エリオット様。貴方だけの私です」

　つま先立ちをして、エリオットの唇に自分の唇を重ねる。

　すると、さらに腰を強く引き寄せた彼が口づけをより深いものにした。

「クローディア、いいか？」

　いつでもどこでも、必ずクローディアを優先する彼は、たまにこうして確認する。

　そして、確認された時はいつも『限界まで止まらないが』という前提が隠されている。それを知りつつもクローディアは頬を紅色に染めながら、許しを与えるようにもう一度唇を重ね合わせた。

「ん……ふ、ぁ……」

　頬から後頭部に掛けて包み込むように手を添えたエリオットが、応じるようにしっとりと柔らかな唇を食む。開いた僅かな隙間から、肉厚の舌をするりと滑り込ませる。

　舌に歯列をなぞられ、奥にある小さな舌に触れられ、擦り合わせるように絡められると、それだけでもう腰骨が蕩けたようになってしまい、立っていることが難しくなってきた。

　けれど、毎晩のこと故に熟知しているエリオットは、クローディアの身体が倒れてしまわないようにしっかりと支えてくれている。

「ふ、ぅ……んっ」

　クローディアの反応を見つつ丁寧に、それでいて少しずつ大胆に動き始める舌に、初めの頃は翻弄されてばかりだった。快感を快感と正しく捉えることも難しく、訳もないのに逃げ出してしまいたい衝動に駆られることも多かった。でも、いつの間にか彼から与えられる蕩けるような熱い口づけに、何より伝わる深い愛情に、自分も応えたいと思うようになっていたようだ。

　優しく導かれた舌が、彼の口内まで招かれる。扱くように吸い上げられる最中、クローディアはどうにか力を振り絞り、つま先立ちをしつつエリオットの首にそっと腕を回した。

「クローディア……」

　唇を解放した彼が、クローディアの名を熱い声音で呼ぶ。

　大好きな甘い声が耳から下腹の奥にまで届き、ぎゅっと彼に抱き着いた刹那、柔らかな亜麻色の髪が宙にふわりと舞うのと同時に、エリオットがクローディアの身体を軽々と持ち上げた。

「──……っ、エリオット様……あの、多分それなりに重いでしょうから……」

　降ろしてほしい。結婚してから幾度思ったことだろう。

　抱き抱えられることにもちろん嬉しさを覚える反面、羞恥心が募ってしまうのはやはり女性の性だと思うのだが。

　愛情深い夫は、どうやらこういう時だけはクローディアの願いを叶えてはくれないらしい。

「クローディア、君が重いはずもないだろう。むしろ軽すぎて、風に吹き飛ばされてしまわないか心配なくらいだ」

　純粋に台詞だけを考えれば、物凄く気障だと思う。

　だが、エリオットの顔は至って真面目だ。それはきっと、彼が心の底から本当にそう思ってくれている証なのだろう。出会った時から変わらない、誰よりもどこまでも誠実な彼が好きでたまらないと、クローディアは自身の身体を抱え上げているエリオットをぎゅうっと抱きしめ返した。

「ん……、ぁ……っ」

　大きなベッドまで運ばれた後、ガウンに次いでその下に着ていた夜着までもを丁寧に脱がされたクローディアの露わになった可愛らしい双丘に、エリオットが形の良い唇を押し当てる。

　そのままきゅうっと吸い上げられた白い肌には既に多くの紅い華が咲いており、恐らく結婚して以降、クローディアの身体からこの花弁が消えた日など一日たりともなかったように思う。

「……君の肌に、本当によく映えるな」

　自身が咲かせた紅色の華を指で愛おしそうになぞりつつ、エリオットが嬉しそうに呟く。

　その台詞にクローディアは一体どう返すべきなのか、情けないことではあるものの未だにわかっていない。ただ、彼がその花弁に喜びを感じている姿を見て、同様に喜びを覚えてしまう自分の存在には気づいている。

　気づいてはいるのだが、やはり露わになっている素肌を凝視されることに耐えられるほどまだ羞恥心が欠落しているわけでもないクローディアは、恥ずかしそうに目を泳がせた。

「あ、あの……エリオット様。あんまり、その……」

　出来れば凝視しないで欲しいとも、これまでに数えきれないほど思っている。

　でも、幸せそうに目を細めている彼に、それ以上強く言えた日など未だない。

　そうして暫くの後、ようやく満足したらしいエリオットは「ああ」と一つ頷いてから、お詫びの印とばかりにクローディアの唇に一つキスを落とし、今度は双丘の頂をぱくりと食べた。

「んっ……あ、あぁ……っ」

　温かい口内に招き入れられた乳首を、肉厚の舌がぬるりとなぞり上げる。形を確かめるように、幾度も幾度も舐め転がす。かと思えば、今度は上からぐりっと押し潰すように頂に舌を強く押し当てられる。もう片方の膨らみはパンのように捏ねられており、硬い手のひらに転がされる頂が段々と硬度を増し始めた。

　それに気づいたエリオットが、勃ち上った蕾を指で挟み、摘み上げる。

　指を擦り合わせるようにくりくりと刺激されると、頂から溢れ出す甘い痺れが身体中を駆け抜け、堪えきれない甘やかな嬌声が喉の奥から勝手に溢れ出してしまう。

「あっ、ぁっ……ん、待って……んんっ」

「……いつも通り愛らしい色になって来たが、もしや痛むのか？」

「い、いえ……そういうわけではないのですが、その……ふ、ぁあっ」

　痛みなど欠片も感じない。それどころかむしろ、回を重ねるごとにますます敏感になっていく自分の身体があまりにはしたなく思えてしまい、どうしても戸惑ってしまうのだが。エリオットはクローディアのそういう姿を目にする度、恍惚とした表情で見つめてくる。それはもう嬉しそうに、結婚式の時と同じくらい幸せそうに目を細められる。

　彼のその表情を見てしまえばもう止めることなど出来ず、再び始められた双丘の頂を襲う甘い刺激に、クローディアは目に涙を溜めつつも受け止め続けた。

「……良かった。今宵も、私を受け入れてくれるようだ」

　弄い続けていた頂から唇を離したエリオットの指が、胸から腹、腰骨にかけてをゆるりとなぞり、ついにしとどに濡れている秘められた場所へと辿り着く。

　その頃にはもう溢れる蜜が太腿まで伝い落ちており、否が応でも気づいてしまうその事実にクローディアは頬のみならず全身までもを真っ赤に染め上げてしまった。

　ただ、溺れてしまいそうなほどの羞恥心と闘っているクローディアに反して、エリオットは心から喜んでいるようだ。そしてどこか安堵しているようにも見える。

「エリオット様……」

　聡明で頼りがいがあり、それでいて妻であるクローディアを自分自身よりも優先してくれる愛情深い年上の夫の、こういう時にしか見られない頼りなげな姿は何だか少しだけ可愛い。夫には絶対に秘密であるが、本当に抱きしめてしまいたくなるような愛おしさについクローディアの頬が緩む。

　しかしそもそも、彼が不安を抱く必要など全くないだろう。彼がクローディアを愛してくれているように自分もエリオットを愛しているのだからと、その想いを身体で示すように夫の頬にそっと触れる。触れた頬を愛情を込めながらゆるりと撫でる。

　すると途端に目を柔らかく細めたエリオットが、クローディアの手に自身の手をふわりと重ね合わせた。

「クローディア。君が私の隣で生きることを選んでくれて、私はもうこれ以上ないくらいに幸せだ」

「それは、私もです……エリオット様」

　私も貴方を愛しています。

　告げようとした想いを、それよりも先に唇を重ねた彼が大切そうに飲み干す。

「……ん……ふぅ、ぁ……」

　それから再び始められた深い口づけの最中、淡い茂みを愛おしそうに撫でていた指がぬるりと潤む秘裂の中に潜り込んだ。

「……っ、ぁ……ん、んぅ……っ」

　花弁を一枚一枚慎重に掻き分ける指に反して、口内を動き回る舌には先程までよりもさらに遠慮がない。押し当てられた肉厚の舌に味蕾を擦り合わせるようにねっとりと絡められると、ぞくぞくとした何かが背筋を駆け抜ける。爪先から脳までが痺れたように、何も考えられなくなってくる。

　駆け抜けた何かは紅色に色付いている胸の頂や下腹の奥までをも疼かせ、呼応するかのように蜜口の奥からはまたとろりとした甘い雫が溢れ出した。

「クローディア……私だけの大切なディア」

　唇の上でエリオットが囁く。

　求婚された際、改めて彼に許した愛称を幸せそうに呼ばれると、それだけでまた蜜がとぷりと下腹の奥から溢れ出してしまう。身体全体で彼の愛情を確かめたいと主張するように、腰が揺れかけてしまう。

　そして溢れ出た甘やかな蜜の多さは、秘裂をゆるゆると指で擽っている彼にもしっかりと感じられたのだろう。唇の上で嬉しそうな吐息を漏らしたエリオットが、再びクローディアに口づけを落とした刹那、蜜口の奥に節くれ立った指を一本沈み込ませた。

「んっ、ふぁ……っ」

　初めての夜は、指一本でさえ飲み込むのが苦しかった。酷い異物感にも、ただただ怖くて涙が出た。でもクローディアが抱いた恐怖の全てを、彼はあの夜、本当に根気よく取り除いてくれた。

　最終的に心から安心して身を任せられたのも、彼の深い愛情と鋼のような精神力のおかげだろう。

「君の中は温かいな」

　唇の上で囁いた彼が、吐息だけの笑みを漏らす。

「それに柔らかい。包み込む優しさもあって、まるで君のようだな」

「や、そういうことは……ぁ、ぁあっ」

　揶揄う様子もなく告げられる恥ずかしい感想が、クローディアの身体をよりいっそう熱くする。

　蜜壺に沈み込ませた指が、中に溢れている蜜を掻き混ぜる。粘膜を擽るように優しさを持って蠢いている指が、時折思い出したかのように蜜壁をぐいっと擦り上げる。

　加えて別の指に花芽を転がされると、内腿が痺れたように引き攣り、口づけの隙間からまた一段と甘やかな嬌声がこぼれ落ちた。

「あっ、んぁ……っ、もう、ふ、あぁっ」

「ディア、そのまま感じていい」

　耳元で囁かれ、許しを得た身体が高みに昇り詰める。

　それを今宵何度繰り返しただろう。ぐずぐずに蕩けきった蜜壺に三本目の指が埋められたところで、クローディアは初めて僅かな苦しさを覚えた。

「いつも通り、君の中は狭いようだが……痛みはないだろうか？」

　透かさず気づいたエリオットが、心配そうにクローディアへ尋ねる。

「大丈夫、です……」

「本当か？」

　きっとエリオットは気づいているのだろう。栗色の瞳を覗き込む紫紺色の瞳が、案じるように揺れている。

　初めて身体を重ねた時ほどではないが、それでも体格の違い故に、未だに狭い蜜洞は節くれ立った指を三本受け入れることにすら戸惑う。結婚してから数ヶ月、こういうところだけは思うように順応していかない身体が、今はもどかしくて仕方がない。

「エリオット様、私ならもう……」

　心だけなら十分に準備出来ているのにと、歯がゆい思いから勝手に涙がこぼれた刹那、エリオットがクローディアの眦にふわりと唇を落とした。

「何も気にしなくていい」

「でも……」

「愛する君の身体に触れられるのは、この世で私だけだからな。むしろ、その幸せを十分に味わわせてくれる君に、私は心から感謝したいほどだ」

　彼はいつもそうだ。いつも真顔でクローディアの心の曇りを晴らし、溺れてしまいそうなほどの深い愛情で身も心も包み込んでくれる。

　優しく重ねられた唇が温かい。その幸せに浸るように舌を絡め合う。

　そうして名残惜しそうに銀色の糸が二人を繋ぐ中、身体を下方にずらしたエリオットが、クローディアの脚を掴み、左右に開かせた。

　そのまま、普段は秘められている中心の花弁に顔を埋められると、余計なことなど何も考えられなくなるほどの羞恥と快感がクローディアの身体を襲い始める。

「や、あぁ……っ、それ、だめ……っ」

　肉厚な舌が、淫らな水音を立てながら秘裂をぬるりと幾度も這う。三本の指が埋められている蜜口から溢れる蜜を掬い取った舌が、上部にある突起へと徐に運び、塗すように丹念に塗り込める。

　莢から顔を覗かせている膨れた紅い花芽への刺激に、クローディアはシーツを力いっぱい握りしめ、ふわふわしている柔らかな亜麻色の髪をベッドの上に何度も波打たせた。

「ふ、ぁあっ、やっ、もう、ああぁ……っ」

　同時に、蜜壺に埋められている指をばらばらと動かされ、蜜壁を擦り上げられる。特に花芽の裏辺りを少しだけ強くなぞり上げられた瞬間の快感は未だ慣れることがないほどに凄まじく、加えて充血した花芯を唇で食まれ、ちゅうっと吸い上げられた刹那、目の前に白い光がパァッと弾け飛んだ。

　背中をぐいっと反らせ、頂へと到達したクローディアを今度は心地よい浮遊感が包み込む。

「上手く達せたようだな」

　はあはあと荒い息を吐くクローディアを、エリオットが褒める。掠れた声には安堵と喜び、そしてどこか満足感すらも含まれているようだ。

　けれど、それに対して返答する言葉も気力も持っていないクローディアは、溢れる涙で視界が見え難い中、ゆっくりとエリオットに向かって両手を伸ばした。

「エリオット様……私なら、もう大丈夫ですから……だから……」

　羞恥からどうしても言えないその続きを正しく察したエリオットが、羽織っていたガウンを脱ぎ、均整の取れた逞しい身体をクローディアの眼前に晒す。

　それからクローディアの両脚を抱え、火傷しそうなほどに熱い欲望を潤む小さな蜜口に押し当てた彼は、それでもまだ確認するように尋ねた。

「クローディア、本当に大丈夫か？」

　どこまでもクローディアを気遣う彼に、応えようと思うあまり腰が勝手に揺れる。

　すると、音を立てて唾を呑み込んだエリオットが、ゆるりと腰を押し進めた。

「ふ、ぅ……、っ……」

　蜜壺を押し広げながら侵入する楔が熱い。擦られる蜜壁がじりじりと身悶えそうな熱を持つ。

　息を詰めないようにと思いつつも苦しさからつい詰めれば、額に大粒の汗を浮かべながら身体をぐっと倒してきたエリオットが、クローディアの身体を掬うように抱きしめた。

「……っ、クローディア……ディア……っ」

　エリオットがクローディアの名を呼び、彼にだけ許した愛称を響き渡らせながら、長大な屹立を蜜壺に沈み込ませる。ずぶずぶと深いところまで埋められる剛直から与えられる、微かな痛みと目眩がしそうなほどの快感。そして何よりの充足感に、クローディアは縋りつくように彼を抱きしめ返した。

「……辛くはないか？」

　自身も相応の苦しさを覚えているだろうに、それでも彼は栗色の瞳を心配そうに覗き込む。

　同時に、美しい紫紺色の瞳に自分の姿がしっかりと映るこの瞬間が、クローディアは好きでたまらなかった。愛しい人の最愛が自分であるという喜びが、身心を満たすのだ。

　それはもう言葉に出来ないほど幸せで、クローディアの眦からまた一粒涙が頬へと伝い落ちた。

「好きです、エリオットさま……愛しています」

　好きだ、愛おしいという感情が、心の底から溢れ出す。溢れても溢れても止まらない想いが、彼の心にまで染み渡るようにと願いながら、唇から紡ぎ出される。

　その瞬間、唸った彼の屹立が今まで以上に質量を増した。蜜洞は未だに狭いが故に、締めつけられたエリオットがまたしても吐精を堪えるように唸り、眉を寄せる。

　クローディアに覆い被さり、抱きしめたままの状態でどの程度、彼は耐えていただろうか。

　やっと安堵したように小さな息を吐き出してから、エリオットはクローディアの頬を愛おしそうに包み込んだ。

「私もだ。私も君を愛している。私だけの愛しいディア……」

　頬を包み込むエリオットの手を、眦から流れ落ちた幸せの雫が濡らす。透明の雫を大切そうに唇で掬い取り、嬉しそうに微笑んでからエリオットはゆるゆると律動を開始した。

「ふぁ、あっ……ぁっ、エリオット、さま……っ」

　長大な楔が蜜壁全体をずるりずるりと刺激しながら出入りする。充血している粘膜はただでさえ敏感になっているというのに、余すところなく刺激し続ける剛直から与えられる大きな快感に、クローディアはもう心地よすぎて目眩を起こしてしまいそうだ。

　加えて密着している彼の身体が動く度に擦られる花芽や、勃ち上がった胸の頂からも沸き起こる甘く強烈な痺れが、絶えずクローディアの身体を襲い続ける。

「……っ、締め付けが、今夜は一段と凄いな……」

「あっ、そ、そんなこと……っんあぁ……っ」

　告げられた台詞が身心を熱くさせる。意識してしまったことにより、余計に締めつけてしまったのか、エリオットがぐっと眉を寄せた。

「ふ、ぅ……ぁっ、い、痛む、のですか……？」

「いや、むしろ離さないと言われているようで……堪らないくらいに幸せだ……」

「エリオットさま……っ、ほんとう、に……？」

「ああ、これ以上ないほどに」

　嬉しそうに目元を緩めたエリオットが、クローディアの身体をしっかりと両腕の中に深く抱きしめつつ、打ち付ける腰の速さを増していく。夥しい量のとろりとした蜜を掻き回し、ぐじゅぐじゅと一際淫猥な水音を奏でつつ、逞しい屹立の先で最奥をずくずくと突き上げる。

　クローディアもおずおずと、それでも離さないとばかりに彼の腰に脚を絡めた。

「あっ、ん、あぁ……っ、もう、わたし……っ」

「ああ、私もだ。ディア、一緒に……っ」

「ぁ、あ、あぁあ──っ」

　恐ろしいほどに敏感な蜜壁を、最奥までひたすら抉り続けるように擦り上げられ、彼の背に縋りついている腕に力を入れたクローディアは、弾け飛ぶような快感から背を反らせた。
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　甘い嬌声が溢れ出す唇を、限界まで腰を揺すろうとするエリオットが味わい尽くすように貪る。

　その直後、引き絞るように蠢いた媚壁の中でびくりと大きく跳ね上がった剛直が、まるで深い愛情を教え込むかのように大量の白濁を最奥へと叩きつけた。

「ディア……」

　荒い吐息の中、彼がクローディアの愛称を呼ぶ。愛する彼にだけ許すことの出来た愛称を、溢れんばかりの愛情を込めて彼が呼ぶ。

「エリオット様……愛しています。これからも、永遠に」

　彼の深い愛情に応えられるように、想いを込めてクローディアも呼び返す。この瞬間もまた、クローディアは堪らないほどに大好きなのだ。

　次いでこれ以上ないほどに幸せな心地のよい眠気に誘われ、温かな彼の腕の中で瞼を閉じかけた刹那、未だ蜜洞に埋められたままの楔がむくりと動き、ぐんと質量を増した。

「ぁっ……え……？」

「……すまない。治まりそうにないのだが、もう一度付き合ってもらっても？」

　少しだけ困ったように、けれど紫紺色の瞳には大きな期待の光を宿しながら願う彼に、「はい」とそのまま答えるのはまだ恥ずかしい。それでも愛する夫の自分にしか叶えられない願いを、クローディアは是非に聞き届けてあげたいと思った。熱い想いとともに求められて、嬉しくないわけがないのだ。

　だから少しだけと勇気を出したクローディアは、彼の後頭部をそっと引き寄せ、許しを与えるように愛する夫の甘やかな唇に自分のそれをふわりと重ね合わせたのだった。










あとがき







　初めまして、こんにちは。白花かなでと申します。

　この度は、『私と公爵様の甘やかなる契約関係』をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。




　本作は、ヒロインだけを一途に愛し続けた結果、身も心もヒロインだけに捧げたいと願う純潔ヒーロー（そうです、身もです）のお話を読んでみたいという私の個人的な思いから、書き始めたものでした。そのため、当初はプロットらしいプロットも作成しておらず、思いのままに行動しようとする登場人物たちに、毎度振り回されてばかりいたように思います。尤も、プロットを作成した現在も、何故か予想外の行動を取る登場人物達の後ろ姿を、よたよたしつつ追い掛けているだけのような気もしますが（実に不思議なものです）。




　さて、大なり小なり障害を乗り越えた末に、無事、初恋を実らせることが叶った本作の二人ですが。共通点は、やはり良い意味で真面目な性格というところなのかなと思っています。ヒロインもそうですが、特にヒーローは相手の立場や身分、評判に感情。その一つ一つを大切にして、時に深すぎる愛情と鋼の理性でヒロインを守り抜いており、執筆中も本当に頭が下がる思いでいっぱいでした。なかなかに重たい愛情を秘めているヒーローですが、こちらもまた、なかなかに重すぎる愛（家族愛）に慣れているヒロインですので、この先もおっとり幸せに暮らしていけるだろうと想像しています。

　育った環境がまるで違う、少しだけ不器用で素直な二人の初恋模様を、お楽しみ頂けましたら幸いです。




　最後になりましたが、イラストを担当してくださいました、なおやみか様。大人の愛らしさを持つヒロインと、溺愛感たっぷりの艶めかしいヒーローを描いていただきまして、大変感動しております。本当にありがとうございました。

　また、お声を掛けてくださいました担当編集者様。本編を書き上げるまでに時間が掛かり、長らくお待たせしてしまうというご迷惑をお掛けしまして、申し訳ありませんでした。的確なご指示、ご助言、並びに幾度も励ましのお言葉をいただきましたこと、本当に感謝しております。

　そして、刊行にあたりご尽力いただきました関係者の皆様。拙作を応援してくださいました皆様。温かなお声を掛けてくださいました皆様。何より、この本をお手に取ってくださいました皆様に、心より御礼申し上げます。

　最後までお付き合いいただきまして、誠にありがとうございました。

　それでは、またどこかでお会いできることを願って。





白花かなで
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●お断り
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